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なあ俺の鳥。

酔う夜も、そばにいればいい。

























　恋こいとはまるで、闇やみに潜ひそむ魔ま物もののようだ。

　身を守るすべはない。どんなに警けい戒かいしていたって、気づいたときには心を食い荒あらされている。

　だから恋する心はいつでも傷だらけだ。

　それでも、ときめく気持ちを手放すことなどできやしない。

　魔物は、息がとまりそうなくらいに魅み力りよく的なのだから。







　一章







　楽らく奪ばい月つきの終わりとともに神しん花かが散り、涸かれていた大地に恵めぐみがもたらされた。

　そして蒸む槻き国に短い秋の期、帰き酉ゆう月づきが訪おとずれる。

　待ち望んでいたようやくの平へい穏おんのはずだった。

　なのに私の心にはまだ嵐あらしが残ったままだ。
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　この国に迷い込んで以来、どれほどの日数が過ぎただろうか。

　文化や習慣の違ちがいに驚おどろき、時に戸惑いながらも少しずつ生活に慣れてきたとは思う。

　でもここにきて、新たな問題が持ち上がった。飼い主様に対する恋心の自覚ってやつだ。

　さらに今、その好きな人が目の前にいて、私の胸を勝手に高鳴らせてくれちゃっている。

「知ち夏か？」

　柔やわらかく呼ぶ声に、私は身を強こわ張ばらせた。ふさふさした羽扇おうぎをめいっぱい広げて、自分の顔が相手から──胡こ汀ていから見えないよう必死に隠かくす。

「……緋ひ宮みや、って呼んでください」

「そう呼ばれるのを嫌いやがっていたくせに、突とつ然ぜんならぬという」

　からかいのまじる口調に、頰ほおが熱くなる。

「黙だまり込まずに。ぜひとも理由をお聞かせ願いたいのだが、緋宮？」

　羽扇を持っていて本当によかった。

　真っ赤に染まっている顔を胡汀に見られないですむ。

「私は緋宮としてですね、こ、この蒸槻における悪あつ鬼き被ひ害がいとか次の神事のこととかを、真しん剣けんに考えている最中なの。胡汀うるさいです」

「そうか？　いつもはおまえがうるさいのだから、たまには逆もいいだろう？」

　楽しげで、しかも意地悪な声だった。噓うそをついたとバレてもいるようだ。

　私は羽扇を握にぎる手に力をこめ、身み悶もだえしそうになるのを堪こらえた。

　今、私たちは帰き鼓こ廷ていの聖域とされる、『緋宮』の屋や敷しきが並ぶ一画にいる。緋宮っていうのは天てん祖そ陽ひ女め神がみの末まつ裔えいで、この蒸槻国を陰かげながら霊れい的てきに守護する女性のことだ。

　どんな奇き跡せきが起きたのか、日本生まれの私がその緋宮に選ばれて新しん暦れきを開くはめになった。

　波乱に満ちていた楽奪い月には、辛つらい出来事がたくさんあった。

　それでもどうにか神花を咲さかせることに成功し、対立するばかりだった神巫かんなぎたちとの関係にも雪解けの気配が見え始めてきた。

　神しん門もんの番に出向いていた緋ひ剣けんたちも、数日前に無事帰き還かんを果たしている。

　現在は、帰き鼓こ廷てい全体がうたた寝ね状態。負傷した剣けん士したちや緋剣、それと体調不良が続いていた私にも休養が必要ということで、帰鼓廷裏ボスの祇ぎ官かん長ちよう、九く支しさんが「次の儀ぎ式しきが始まるまでのあいだ、ゆっくりするように」と皆みなに短い秋休みをくれた。

　でも、ただ寝て過ごすのは時間が惜おしいし、やりたいことだってたくさんある。

　朝あさ餉げ後、私は気のむくまま宮の庭園内にある亭ていのひとつに足を運んだ。

　亭の欄らん干かんに腰こし掛かけながら秋休みをどう有効活用しようかとつらつら考えていたとき、胡こ汀ていがふらりと現れたというわけだった。

「緋宮」

　あー、聞こえない。なにも聞こえない。だめだめ、私は真剣に今後のことを……。

「俺が亭に訪れてからずいぶん経たつと思うのだが。まだ一度もおまえの顔を見ることができていない」

　笑い含ぶくみの声に、私は扇の陰でさらに顔を赤くした。首に冷や汗あせもにじんできた。

　──だって仕方ないじゃないか。とても見せられないよ！

　私は羞しゆう恥ち心しんが募つのりすぎるあまり、じたばたしたい心境に陥おちいった。

　こうまでぎこちなくなったのは、夕ゆう秘ひ関かん門もんから帰鼓廷へ戻もどる途と中ちゆうでかわした「緋宮の任が明けたのちも、そばにいるか？」という意味深な問いかけが原因だ。

　相手は口の悪いバイオレンス様。こりゃあ絶対に特別な感情などじゃなく、ご主人様と飼い鳥の関係続行に違いないって九割くらいは確信している。

　だけど、ほぼ同時期に私ってば胡汀を「好きだー」なんて思ってしまったせいで、余計な期待が膨ふくらみ……どう頑がん張ばっても普ふ通つうの態度を取れなくなったんだよー！

「ほら。どうする？　俺が扇を払はらっていいのか？　触ふれてもいいのか？」

　なんでそういう優やさしい声を出すのー!!

「答えないということは、俺の好きにしていいと？　どうもこれは、よからぬ真似まねをしている心地ここちになるが」

　だっ、ダメだ私、呼吸困難になる！

　慣れてないんですよ、お願いだからいつものようにもっと冷たく罵ば倒とうしてください！

「緋宮。いつまで顔を見せない？」

　扇を持つ手が本格的にぶるぶるしてきた。ああもう胡汀のせいだ。ただでさえ動どう揺ようがおさまらないのに、甘いような空気を感じさせたりするもんだから、ますます心臓がおかしくなった。

　いや、わかってる。胡汀は嫌がらせのつもりじゃなくて、体調はよくなったのかとわざわざ様子をうかがいにきてくれただけだ。でもその親切が、今の私には毒なのですよ！

「声も聞かせないのか。おまえはそれでよくても、俺はつまらぬ」

「──あ」

　私は目を瞬またたかせた。それと似た言葉を以前、誰だれかに言われた気がする。

　記き憶おくを辿たどろうと意識を集中させたとき、片側の手首がずきっと痛んだ。

「緋宮？」

「……ご、ごめんなさい。まだちょっと身体からだが辛いから、休みたい」

　頑がん固こに扇で視線を遮さえぎったまま告げると、小さく笑われてしまった。

「わかった。未いまだ偏かたよった見方をする神巫かんなぎたちもいるしな、ひとまず下がってやる」

「あ……。うん…」

　目の前に立っていた胡こ汀ていが動く気配を感じた。

　私は密ひそかに、ほっとした。いつまでも顔を隠し続けるのは後ろめたかったし、手首に一いつ瞬しゆん走った不可解な痛みについても少し考えたかったからだ。それに、胡汀の言葉に既き視し感かんを覚えた理由も。

「──ばか知夏め」

「う」

　胡汀は去る直前、扇で武装している私の横に忍しのび足で近づき、こめかみを指で弾はじいていった。

　私はしばらくのあいだ顔の熱を取るためじっとし、それから静かに扇を閉じた。胡汀の姿がないか、念のため確かく認にんする。

「偏った見方をする神巫か……」

　男遊びに興じる新しん暦れき緋宮うんぬんっていう、とんでもない醜しゆう聞ぶんはおさまったけれど。『胡汀一人が緋宮の寵ちようを独どく占せんしている』という話に関してはまだ完全に消えていない。

「この噂うわさを神巫に広めたのは、佐さ基きさんで……」

　私は吐と息いきを落とし、領巾ひれの裾すそを握にぎったり広げたりした。

　癒いやし系で、でもちょっぴり猪ちよ突とつ猛もう進しんなところがある優しい人。佐基さんがそばにいてくれなかったら私は周囲の悪意や拒きよ絶ぜつに負けて、逃にげ出していたかもしれない。

「どこにいるのかな、佐基さん」

　守ってもらうばかりで、その逆はなかった。最後に会ったときの、苦しみのいっぱいつまった表情や糾きゆう弾だんの声を思い出すと胸がつまる。

「もう一度、向き合いたい」

　私は力強く呟つぶやいた。

「うん、まずは、行方ゆくえ不明になった佐基さんの手がかりを探そう。先代の架か々が裏りさんも見つけたいな……。あと、未み不ふ嶺ねさんにどう言って緋剣の座を諦あきらめてもらおうか。みずの様にも文通の返事を出したいし蛇へび神がみ様の門も作りたい。ときごえ様の門も。よーし、始めますか」

　私は弾はずみをつけて欄干から降り、地面に立った。

　そのとき、神しん出しゆつ鬼き没ぼつな椰や真まちゃんが小気味よい羽音を立てて空中からぽんっと現れた。両手を腰こしに当て、私をむっすりと覗のぞき込む。やばい、小言を落とされそうな雰ふん囲い気きだ。

「あっ椰や真まちゃん！」

「知夏、知夏。どこへ行く。九く支しは、しばし休めと言うていた。寝しん所じよへ戻れ」

　椰真ちゃんが憤ふん慨がいした様子で羽をばたつかせ、目の前に降りた。

　私は衣ころもの袖そでを軽く振ふり、よそいきの笑え顔がおを作った。

「椰真ちゃんよかったー、最初に会ったときのような骸がい骨こつ系の姿に戻っていたからすっごく心配してたんだよ。隼はや鉄てつを食べて、また凜り々りしい姿になったね」

「きけきけけけ。世辞などではごまかされぬぞ」

「……危ないことは絶対しないって約束する。自由な時間がとれるうちに、佐基さんの居場所を見つけたいんだよ」

「佐基？」

「誰に尋たずねても、ささっと逃げられるんだもの。帰き鼓こ廷ていの神巫かんなぎたちは佐基さんのことをまるで存在しなかったように扱あつかってる。それっておかしいよ」

　椰真ちゃんは、もさっと頭を揺ゆらしてうなずいた。

「佐基は高き位の神かむ人びと一族だったな。くきき、黙もく殺さつするのも道理のこと。知夏や胡こ汀ていを陥おとしいれようとしたのは事実だが、その企たくらみに神巫たちの一部も加担しておったのだと。過あやまちを深く追つい及きゆうされてはおのれの身が危あやうくなるかもしれぬゆえ、困るのだろう」

「それで、いっそのこと全部なかったことに……って？」

　そんな無む茶ちやなやり方が許されるのかって思ったけれど、保身のために知らぬふりで済ませることなんか、よくある話のひとつなんだろう。

「知夏は、佐基を見つけてどうするつもりだ」

　椰真ちゃんの冷静な指し摘てきに、私は押し黙だまった。

　これまでは、とにかく早く見つけたいっていう単純な考えしか持っていなかった。

　仮に行方を探さぐり当て、帰鼓廷に連れ戻せたとする。

　自分の子どもっぽさが原因で傷つけてしまったことを許してもらえるのなら、もう一回緋剣になってほしい。心からそう願っている。

　でもその前に。

「佐基さんを、緋ひ宮みやとして処しよ罰ばつするべきなの？」

　もしも本当に架か々が裏りさんの脱だつ獄ごくに手を貸していたのだとすれば、個人的判断だけで見み逃のがすわけにはいかないだろう。

　どのくらい厳格でいなきゃいけないのか、その見極めってとても難しい。

「事件をこのまま葬ほうむりたいから皆は佐基さんに戻ってきてほしくないんだよね。そうすれば処罰しなくていいってことにもなるし……」

　だったら捜さがさずにそっとしておくほうが、全員にとって都合がいい？

「──それでも会いたいし、連れ戻したい。ねえ椰真ちゃん、私ね、蒸む槻きに来てからちょっと変なんだよ。緋ひ剣けんとの儀ぎを終えてからかな。皆が私に懐なつき始めてるって感じの話を九く支しさんがしていたよね？　それって私も同じみたい。なんだかすごく……緋剣がそばにいると安心する」

「……本来陽ひ女め神がみとは、無む垢くで貪どん欲よくの性をもつ。いや、いつも求められねばならぬ定めと」

「あんまりよくないことなんだね……？」

　体調によって、自分の身体がパウダーを薄うすくまぶしたようにきらきらするし。これも陽女神の力が馴な染じんできている証しよう拠こなんだろうか。

「気に病やむな。知夏は新しん暦れきの女神だが天てん祖そそのものではない。──知夏にとって佐基は、未だ緋剣なのだな？」

「うん」

「ならば仕方がない。女神が緋剣を求めるのならば、その絆きずなは神世から続く蒸む槻きの約定ゆえ椰や真まにはとめられぬ。ただ、どこを捜すにしても一人はならぬぞ。護衛を連れていけ」

「うん！　椰真ちゃんが一いつ緒しよに来てくれたら嬉うれしい」

「むろん、ゆく。しかし椰真は飛ぶしかできぬ。戦えぬ」

　うわあ、椰真ちゃんってば精せい悍かんな顔つきで弱小宣言とは、やりますな。

「誰にお願いしようかなあ。緋剣たちも今はゆっくり休養中だから……穂ほ野のさんを誘さそってみよっか。大穴狙ねらいで九支さんはどうだろ。碁ご子こちゃんの群れというのもありかな」

「悩なやむことはなかろうに？　胡こ汀ていを連れて行けばいいだろう」

「……だ、だだだめっ！　他ほかの人にする！」

　私は顔が燃え上がるのを自覚し、その場に崩くずれ落ちそうになった。胡汀のことを考えないよう必死に努力していたのに、台なしだ。

「なぜ。知夏は胡汀を好いておるだろう？」

　いぶかしげな様子で顔を傾かたむけた椰真ちゃんにばっと飛びつき、口を塞ふさいだ。

　椰真ちゃんは少し宙に浮うくことで難なく私の手から逃のがれ、さらに首をかくんと傾けた。

「それに、他の人というても。残りの緋剣らは神しん門もんの番から戻もどってきたばかりであろうに。白しら雨さめは腕うでを痛めているし、朝あさ火ひも無理が祟たたって身動きできぬはず。傷も癒いえてはなかろう」

「あ、それなら伊い織おりさん。怪け我がもしてなかったし、元気そうだった」

　私はぽんと手を打ったのち、廻まわり縁えんから庭園に降りるための短い階きざはしに腰こし掛かけた。

　思い返せば、伊織さんとは儀ぎ礼れい的な会話以外ほとんど交かわしたことがない。もしかすると緋剣のなかで、一番距きよ離りがある人かもしれなかった。親交を深めるいい機会じゃないだろうか。

「……好かぬ」

「うん？」

「伊織は好かぬ」

　むうっと突つっ慳けん貪どんに言われ、私はびっくりした。

　椰真ちゃんが緋剣に対してこうもはっきりと負の感情をあらわにしたのは初めてだ。

「な、なんで？　伊織さんは優やさしいよ？」

「知っている。……神門から戻ってきたとき、椰や真まに珍めずらかな虫をくれた」

　ちょっ、それは初耳。伊織さんてば、なんていい人だ。

「でも嫌きらいなの？」

「けき」

「どうして？　どこが？」

「知らぬ」

　あれれ。椰真ちゃんが拗すねたようにそっぽを向いた。

「椰真ちゃんは胡こ汀ていが好きだから、仲のいい伊織さんを嫌っているの？」

　胡汀を盗とられたって感じているのかな。だとすると、ちょっと微笑ほほえましいかもしれない。

　そう思って椰真ちゃんを見ると、心外そうに羽をばさばさと動かされた。廻り縁の階に座っている私の前に降り、屈かがみ込む。それから私の膝ひざに、両手をちょこんと乗せる。

「椰真は知夏が好きだぞ」

「……ストレートに言われると照れる。私も椰真ちゃんのことが大好きです」

「それに、椰真はもともと胡汀も好かぬ」

「わぁ椰真ちゃんめ、乙女おとめの決死の告白を無視するとはなんと無情……はいっ？　胡汀も嫌いなの？」

「くき」

　迷いなくこっくりと頷うなずかれた。

「だが胡汀は椰真に名をくれたから、特別だ。胡汀がおらねば、椰真の魂たましいはすでに消しよう滅めつしていたかもしれぬ。それでもだ。知夏が胡汀を好いておるので渋しぶ々しぶ認めてやるが、男として選ぶのならあの、朝火が一番よい」

「ええっ朝火さん!?　や、そりゃあ格好いい人だとは思うけど胡汀以上に過激なＳ様で、私のことを『緋宮』としてしか、その……。だいいち朝火さんのほうが、私のような小こ娘むすめなんかお断りだって思うに違ちがいない……」

　本当に驚おどろいた。椰真ちゃんがまさかの朝火さん推おしとは！

「けきき。『緋宮』に心しん酔すいしているゆえ、知夏を命がけで護まもる男だ。これ以上なく明快で、椰真は安心できる。だが伊織は好かぬ」

「伊織さんの心が、わかりにくいってことかな？」

　意固地な気配を漂ただよわせる椰真ちゃんの仮面をしげしげと眺ながめ、私は少し考えた。

　伊織さんは身分の壁かべに悩みながらも自分の力で這はい上がり、未来を切り開こうとしているように見える。その姿は、明快と言えないだろうか。

　どうも椰真ちゃんと私とでは、見ている場所が違うらしい。

　しかし困った。この調子だと伊織さんを誘った場合、椰真ちゃんの機き嫌げんが急降下しそうだ。

　他の人に同行をお願いしようかと頭を悩ませたとき、宮と各亭ていを繫つなぐ歩ほ廊ろうの向こうから神かみ女めがしずしずと現れた。私の近くまで来ると、板いた敷じきに両りよう膝ひざをついて丁てい寧ねいに頭を下げる。

「──かしこみ申し上げます、緋ひ宮みや。伊織様がご挨あい拶さつに」

　噂うわさをすれば影かげ。こっちに来てもらうよう神女にお願いした途と端たん、椰や真まちゃんが不ふ貞て腐くされ、羽を大きく動かして空に飛び上がった。あっという間に姿を消す。

「そ、そんなに嫌っているのか……なんでだろう」

　意味なく嫌っているとは思えない。伊織さんが親切な人だっていうのは椰真ちゃん自身もわかっている。

　うーんと腕を組んで首を捻ひねっているあいだに、神女の案内で伊織さんがやってきた。

　今日は黒の生き地じに紫むらさき色いろの刺し繡しゆうが入った長い衣ころもをまとっている。腰こし帯おびも暗色だ。

　華か美びを好まない伊織さんは、こういう大人っぽい色合いがよく似合う。

「緋宮、御おん身みに変わりはないか？」

　伊織さんは神女を下がらせると、階のところにいる私のそばに片かた膝ひざをつき、はにかんだ。

　私も浅あさ沓ぐつをぽいぽい脱ぬぎ捨て、階から板敷の上に移動して横座りする。

　伊織さんと向き合うときっていつも胸がきゅんとなるんだよね。

「はい。伊織さんも身体からだ、平気ですか？　怪我はないって言ってたけど、神門から帰ってきたばかりで疲つかれが溜たまってない？」

「お気き遣づかい恐おそれ入る」

　そう答えて謙けん虚きよな微び笑しようを浮かべると、照れたふうに小さく頭を下げる。

　朝の柔やわらかな日差しが、伊織さんの横顔に優しく降り注ぐ。伏ふせられた瞼まぶたや唇くちびるがつやつやとして、男の人なのになんだか艶なまめかしく見える。

　少し目を奪うばわれたあとで、長めの前まえ髪がみが一ひと房ふさ、左側の頰ほおの輪りん郭かくを隠かくしているのに気づいた。もったいない。私はふとそう思い、伊織さんの前髪をそっと耳にかけてあげた。

「……緋宮？」

　伊織さんが驚いたように顔を上げた。あっ、頭を動かしたせいでまた前髪が頰にかかってる。

「伊織さん、耳がちょっと冷たくなってる」

　秋風が出てきたからかなあ、と笑って、もう一回髪を払はらってあげる。それから、冷えた耳もあたためてやろうと、こりこりしている部分を指の腹で優しく撫なでたときだ。伊織さんが大きく肩かたを揺ゆらし、首元まで赤くなった。とっさという仕草で私の指を強く摑つかむ。

　耳と違って、その手は熱く感じるくらいのぬくみがあった。

　それに、私の手がすっぽりおさまるくらい大きい。

「あまり、その、そういうふうに触ふれられると……だめです」

　伊織さんが横を向き、動どう揺ようを隠すように眉まゆをひそめた。私は急に羞しゆう恥ちを覚え、伊織さんの手から急いで指を引き抜ぬいた。純じゆん粋すいな子に悪さをしちゃった気分なんですが。

「ええと！　そうだ、神門警護の帰りに椰や真まちゃんに珍めずらしい虫をとってきてくれたんだよね！　ありがとうございました」

　伊織さんは話が変わったことに安心した様子で微笑んだ。

「九く支しさんが教えてくれたんだけど、神門で伊織さんがすごく活かつ躍やくしたって」

「神門にて荒あら神がみを退けました。それから……白雨が向かった神門のほうでも悪あつ鬼きが出しゆつ没ぼつしたとのことでしたが。苦戦の報しらせが届きましたので、そちらにも助勢を」

　伊織さんは、上うわ目め遣づかいで恥はずかしそうに私を見た。

「そうなんですか！　すごいです、伊織さんは白雨さんの剣けんのお師し匠しよう様なんですもんね」

「……緋ひ剣けんとなる前は、胡こ汀ていにも剣けん技ぎの指導をしていたんですよ」

「えー！　本当ですか！　そっか、伊織さんは何年も前から胡汀と知り合いなんでしたっけ。緋剣で一番強いのは伊織さんなんだ」

　感心しながら、私はつい吹ふき出した。伊織さんがかわいい。態度は控ひかえ目なのに、ほんのりと自じ慢まんげな顔をしているんだもん。

　伊織さんがまだ火ほ照てりのおさまっていない頰に手の甲こうを押し当て、私の視線を遮さえぎった。

「じゃあたくさん頑がん張ばってくれた伊織さんに、緋宮からお疲れさまのプレゼント……、贈おくり物をします。なにがいいかなあ」

「願わくば緋宮。数日、帰き鼓こ廷ていを離はなれてもよろしいか？」
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　私はきょとんとした。単なる挨あい拶さつ目的じゃなく、外出許可を得るため私に会いに来たらしい。帰き鼓こ廷ていという場所は閉とざされた雰ふん囲い気きに包まれているけれど、ボスたる私も含ふくめ、個々の行動に関しては案外フリーなところがある。

「はい、いいですよ。だけどどこに行くのかは、一応教えてくれると嬉うれしいです」

「……仲間と会おうかと」

「以前助けてくれた、犀さい鬼きさんたちのことですか？」

「はい」

　私は注意深く伊織さんの様子をうかがった。どうもこれは、久しぶりに仲間と酒を酌くみ交かわしたいって感じじゃない。

　試ためしにじっと見つめると伊織さんは目を泳がせ、やがて根負けしたように肩を落として白状した。ふ、あらゆるギャンブルで磨みがき上げた私の勘かんは、外れぬのです。

「その……帰鼓廷に来てからも時々は仲間と顔を合わせていたのですが。やつらの話のなかに気にかかるものがあったので、確かめに行きたいと」

「ほっほう、どんな情報ですか？」

「……それについては確実なことがわかってからご報告を……、緋宮？　そ、そのように悲しげな顔は」

　私は打ち拉ひしがれたポーズをとり、口元を袖そでで覆おおった。

「いいんです、私なんてまれびとだしアホだしなかなか神巫かんなぎたちに認めてもらえなかったし……ここで緋剣の伊織さんにも除のけ者にされるとは思わなかったけれど、気にしないでください。あ、向こうの空に孤こ独どくが見える。行っちゃおうかな……」

「申し上げる！　異様な集団を見たと！」

「ふふん私もかなりの悪党に……、はい？　異様な集団？」

　伊織さんが顔を赤くしたまま、はー、と深く息を吐いた。

「神しん門もんからこちらに戻もどる途と中ちゆうのことです。子飼いの者が、俺に報せをもってきました。仲間の知り合いが行方ゆくえ不明になったのです。やつの話によると、神しん花かが咲さく少し前、多数の民たみが列をなして山道を進んでいたそうです。はじめは田園の枯こ渇かつが原因で移動しているのだろうと気に留めていなかったらしいが。のちに、越こすにしても荷を抱かかえていないのは奇き妙みようだと思い直し、行列を捜さがしたのです。その者たちを見つけることはできなかったが……かわりに発見した集落の民が皆みな、死に絶えていたと」

「……飢うえて死んでいた、ということ？」

「違います。骨と皮ばかりの異様な死に方をしていたらしい。それとよく似た死の集落を他にもいくつか発見したそうです」

　私は眉み間けんに力を入れ、伊織さんの手を取った。

「伊織さん、この話って九く支しさんにも伝えたほうが！」

　身を起こそうとした私に、伊織さんは緩ゆるく首を振ふった。

「お待ちください。──死の集落については先例がある」

　さっきまでの初うい々ういしさを完全に捨て去って、伊織さんは憎にくしみを懸けん命めいに堪こらえているような張りつめた表情を見せた。日の光が一いつ瞬しゆん薄うす雲ぐもに遮しや断だんされ、彼の滑なめらかな頰に鬱うつ屈くつの影かげを落とす。

「緋宮の……帰き鼓こ廷ていの神じん力りよくは年々衰おとろえが見られた。それが明らかな代には、曲きよくの貴人どもは人柱を立てて神々の恩おん恵けいを得ようとしました」

「……はい」

「それでも足りぬというときは。緋宮を支えるという名目で、多数の男たちに冥めい婚こんを強要したんです」

「冥婚？　んー…、結けつ婚こん……婚こん儀ぎのことで合ってる？」

「ただの婚儀ではないですね。やることは人柱と変わりません。しかし、規模が違ちがう」

「……二、三人とかじゃなくて、もっとたくさんの男性を犠ぎ牲せいにするって意味ですね」

「はい。女たちは先に人柱として川に流します。それから男たちに婚儀の衣ころもをまとわせ、集落ごと滅ほろぼすのです。かつての帰鼓廷は、緋宮のためならばと黙もく認にんすることがあった」

　私は一度、強く目を閉じた。新しん暦れきの頼たよりなさが悲劇を生み出してるの？

　神花を咲かせるのが遅おそかったから、楽らく奪ばい月つきの最中にどこかの曲で冥婚が行なわれたかもしれないって話なんだよね。とっさに、ごめんなさいって言葉がこぼれそうになる。

　でも──違う。ここでの謝罪は的外れだ。私は瞼を開き、板いた敷じきの模様を睨にらんだ。

「……伊織さん。私はまだまだ弱くて、これから失敗もたくさんしちゃうと思いますけれど。冥婚なんてこれっぽっちも望んでない。誰だれかを犠牲にして力を得るような真似まねはしないって約束する」

　震ふるえをごまかすために、膝ひざの上で拳こぶしを作る。

　すると伊織さんがおずおずとした動きで私の拳に触れ、穏おだやかな笑えみを見せた。

「はい、緋宮」

　わかってるよ、というような伊織さんのあたたかい眼まな差ざしに、私は肩の力を抜いた。

　日が再び雲間から顔を出し、地上を淡あわい光で満たす。

「それとは別に、もうひとつ気になることが。これは先日知ったばかりですが、都に来ている白雨の父親が、若く見み栄ばえのいい無位の男を集めていると」

「……え？　白雨さんのお父さんが、どうして無位の人を？」

　ここで白雨さんの家族の話になるとは思わず、私は戸と惑まどった。

　伊織さんも困った様子で視線をそらし、頰にかかる髪を乱暴に払った。

　ずっと片かた膝ひざをついた体勢はつらいだろうと思って、足を崩くずすようぽんぽんと板敷を叩たたく。

　伊織さんはくすっと小さく笑い、衣の裾すそを軽く払ってあぐらをかいた。うん、楽なポーズが一番だ。私だって横座りしてる状態だし。

「その話と冥婚は、関係があるの？」

「貴人が容姿の優すぐれた男を集めるのは、そう珍しい話ではありません。おのれの屋や敷しきにて働かせたり……情夫とすることも、あるいは遊び処どころに売ることも」

「じょうふ……？　ん？　待てよ、情夫と遊女ってどう違ちがっ…」

「いや、そこは気になさらず！　……白雨の父親の名があがったので念のために確かく認にんを、と考えただけです。おそらくは無関係でしょう。冥婚をするというならあちこちで人を集めるより、ひとつの集落に絞しぼったほうが手っ取り早い」

　慌あわてた様子で片手を振る伊織さんに、私は微笑んだ。

「緋ひ宮みや……？　その、なにか？」

「伊織さんって犀鬼さんたちのなかで、お頭かしらの立場にいませんでしたか？」

「頭というのは存在しないが、まあ、まとめ役の一人ではあったかと。俺だけではなく年長になると大たい抵ていそういう役割に……」

　私はにやにやを抑おさえきれず、両手で頰ほおを挟はさんだ。伊織さんが口をつぐみ、ちょっぴり警けい戒かいの顔をした。

　伊織さんは皆に頼られていたんじゃないかなあ。なんだかんだで面めん倒どう見みがいいんだもん。

「そうですかそうですか、伊織さんは白雨さんをすごく心配しているんですよね」

「はっ？　な、なぜそうなるんですか」

「もしも白雨さんのお父さんが悪事に関かかわっていたらどうしようと心を痛め、男気を発揮して調べようと……格好いいー！」

　私が両りよう袖そでをぱたぱたさせて喜ぶと、伊織さんは絶句し、またも首元まで赤くなった。

「誤解だ、緋宮。俺はあんな口くち汚ぎたなく腹立たしい女を案じているわけではありません！」

「ああ私には見えますよ、緋ひ剣けんたちの友愛が……」

「緋宮！」

「うんうん。これは私も黙だまってられませぬ。一いつ緒しよに調べます」

　伊織さんが目を剝むいた。こらっ、青ざめて後ずさりまでするとは。

「なりません！　俺は帰き鼓こ廷ていを出て陽よう都との様子を探さぐるつもりなんです」

「私も都に」

「その華きや奢しやなお身体からだで都を歩かれるなど！　道につまずいて怪け我がでもされたら大変です」

「……華奢……、っていうか私、野宿とか何度も余よ裕ゆうでしているんだけど。あのね、私もちょうど出かけたいと思ってて、それで伊織さんに護衛をお願いしたかったんだ」

「……俺に？」

　伊織さんがどぎまぎとした態度で座り直した。あ、本気で照れてる。

「佐基さんの行方を捜したくて」

　伊織さんが表情を生き真面まじ目めなものに変えた。あまり乗り気でないのがわかる。

　佐基さんは、白雨さんや伊織さんが緋剣となるのをまったく認めていなかった。だから、伊織さんに捜そう索さくの同行を頼たのむのは思いやりに欠けた行こう為いかもしれない。

　でも、いがみ合っていた白雨さんと少しずつ歩み寄れたように、きっかけさえあれば佐基さんともわだかまりを取り除けるんじゃないだろうか。

「見つけ出して、無事でいるのかを知りたいんです。よければもう一回緋剣になってほしいと思うけど、まずは佐基さんの考えを聞きたい。……架か々が裏りさんとのことも。無理やり従わせることはしません。ただ、傷つけたままで離はなれたくないです」

「……仲間の犀さい鬼きたちに、捜させましょうか」

「我が儘ままを言って悪いんですけれど、できれば自分で捜したい。えっと、最初に白雨さんのお父さんのことを調べて、次に佐基さんや架々裏さんの手がかりを探すって感じかな」

「お気持ちはわかるが、あなた自らがわざわざ動かれずとも」

　言い包くるめられる前に、私は正直に自分の心を明かすことにした。

「この国に来て、なにもわからないまま緋宮になって──ずっと気持ちに余裕がなかったなあって思います。自分のダメなところが浮き彫ぼりになってたっていうか。まわりを見ることもしなかった。佐基さんがいなくなったこと、私のなかでとても重いです。白雨さんのほうは……もしお父さんが悪事に加担しているならとめたい。今以上に、憎んでほしくないです」

　嫌けん悪おし、利用し合うというだけの冷たい関係は胸が痛い。自分がもう家族と会えないから、余計になんとかしたいって必死な感情が生まれるのかもしれない。

「一緒に佐基さんを捜してくれる？　白雨さんのお父さんのことも、調べさせてくれると嬉うれしいんだけど……」

　伊織さんは静かに私を見つめ、苦く笑しようした。

「……よかった」

「え？」

「あなたは時々我らに気き後おくれし、思い詰つめていたようだから。わからぬことがあるときも、なるべく自分のなかで答えを見つけようとしていたのでは。蒸む槻きや我らを恐おそれていただろう？　人にものを尋たずねる、あるいは頼み事をするというのは、思いのほか力を必要とすることだ。自覚されるまで、どうしても物事に遅おくれをとるのは当然かと」

　私は言葉を失った。そんなふうに伊織さんには映っていたんだろうか。

「わかりました。俺は緋剣です。緋宮の願いを阻はばめはせぬ。過あやまちであろうとも、冥めい府ふに落ちるのだとしても付き従いましょう」

「ほんと!?　わあい私嬉しい！　……ってダメだよ、私があきらかーに間ま違ちがってたりしたら、叱しかってね」

　私は厳しい表情を浮かべて伊織さんの手を握にぎり、ぶらぶらと揺ゆらした。

　すると伊織さんは狼ろう狽ばいしながら私たちの手を見下ろし──ふと真しん剣けんな眼差しになった。

「緋宮。手首に痛みはありませんか」

　今度は私が狼狽うろたえてしまった。恐る恐る指を外そうとしたら、こういうときには羞しゆう恥ち心しんを捨てられるらしい伊織さんに、しっかりと摑つかみ直されてしまった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ」

「本当に？」

　疑われてる！　私は困りながら、手首にはめている幅はば広びろの腕うで輪わを見下ろした。

　私の手首には、うっすらと痣あざがある。人間と敵対する滸こ楽らく一族の遠とお凪なぎさんがつけた求きゆう婚こん痕あとを消し、呪のろいの効力をなくすために肌はだを焼いたんだ。これは、彼の手を取らず蒸む槻きの人々と寄り添そって生きていく、という自分なりの決意の証あかしだった。

「なにも懸け念ねんすることはないのですね？」

　そういえば胡こ汀ていと話しているとき、ずきっと痛みが走ったんだっけ。なんの会話だったか。

　──声も聞かせないのか。おまえはそれでよくても……。

　胡汀の言葉が、心の奥底に沈しずんでいた朧おぼろな景色を蘇よみがえらせる。竜を模した橋の上で私に笑いかける雅みやびやかな衣い装しようをまとった男性。その人が胡汀とよく似た言葉を私に囁ささやいた。

　身に覚えはないのに、とても懐なつかしく、切ない光景だ。

　それがさらに、別の景色を引きずり出す。男性と仲なか睦むつまじく寄り添う私。幸せな表情。

　この記憶はいったい、なんだろう。

「あ……そうか。思い出した。これ、痕を焼いた夜に見た、生々しい夢だ」

「夢？」

　ごまかしを許さない強い瞳ひとみに押され、私はこくこくとうなずいた。

「不思議な夢を見たんです。女め神がみ様っぽい格好をした私と、誰だれかが橋の上にいて」

　私はその人を兄君様と呼び、恋こい人びとのように慕したっていた。

　その人もまた、私のことをすごく愛いとおしそうな目で見ていた。私たちは近々夫ふう婦ふになる予定だった。兄妹きようだいでだ。兄君様の顔は、なぜか途と中ちゆうで遠凪さんに変わった。

「──夢見をされたのか？　それとも古き歴に魂たましいが触ふれたのかもしれません」

「え!?　違ちがうと思う！　きっとただの夢だよ、うん」

　私は慌てて否定した。古き歴。そんなはずないよ。

　もしそうなら、遠凪さんの顔にすり替かわるはずがないし！

「九く支しにお話ししてみてはどうだろう？」

「ううん、いいの！　今の話は、二人だけの秘密にしてください」

　皆みなに余計な心配をかけてしまう。私は無意識に手首を押さえた。

「……わかりました。ですが、異変があったらすぐに教えてください」

　伊織さんが、熱を絡からめるように私の指を強く握った。
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　午後から伊織さんとともに調査を開始することにした。

　安全な場所であればフリー行動が許されるといっても、やっぱり無断外出はよくない。

　そこでまずは帰き鼓こ廷てい裏ボスである九く支しさんの許可を得るため、大だい神しん殿でんへと足を運んだ。

　九支さんははじめ、「……緋宮？　なんだその、どう見てもお忍しのび用としか思えぬ衣ころもは。なにかしでかすつもりだな、まったく」という呆あきれた目をしたけれど、最終的には気前よく、外出に必要な証あか石いしや貨か幣へいなどをつめた荷に袋ぶくろ、司し狼ろうを用意してくれた。

　証石っていうのは帰鼓廷の人間であることを示す、直径五センチくらいの貨幣に似た平たい石板だ。これは新しん暦れきごとに一新されるらしい。日本でいう保険証みたいなものだろう。

　私と伊織さんは、他ほかの人たちに見み咎とがめられる前にと、急いで帰鼓廷の大門へ向かった。

「九支が用意してくれたこの証石、高位の者が使う型ではなく下位の神かみ女めや剣けん士し用ですよ」

　裳も士じと呼ばれる門番に証石を差し出したあとで、伊織さんがそっと耳打ちした。

「九支さんってば密ひそかに楽しんでるよね、これ。さっきわかったんだけど、司狼にくくっている荷物にも変装用の衣とか入ってた」

「俺たちがいかにも隠かくれて悪さをやらかすのだと思っていますね……。今は界も強化されて危険が少ないから、多少の無む謀ぼうには目をつぶってくれる気なのだろう」

　私たちは顔を見合わせると、同時に、くひひ…っと悪わる巧だくみの笑えみを浮うかべた。伊織さんは一いつ旦たん腹をくくると実に話がわかる人だ。こりゃあ九支さんの期待に応こたえねばなりませんなあ。

　しかしどうして隠し事や悪事の類たぐいというのは、白日の下もとに晒さらされる定めにあるんだろうか。

　裳士から通行許可を得たところで、司狼を連れた胡こ汀ていと未み不ふ嶺ねさんの二人に見つかってしまうとは。

　胡汀が漂ただよわせる恐ろしげな空気からすると、明らかに先回りして私たちを待っていたっぽい。なら当然、この出会いを演出したのは九支さんってことになる。

　証石を用意するあいだに、胡汀たちにこっそりと報しらせを出したんだろう。

「そっか、あっさり外出を許してくれると思ったら、こういうことですか……。さすが裏ボス、抜ぬかりない」

「……うらぼす…？　まあ、目を吊つり上げて反対するだろう白雨に知らせなかっただけ、よしとするしか」

「朝火さんは喜んで来てくれそうだけど。さすがに怪け我が人を動かすのは可哀かわい想そうですもんね」

「九支はまこと、この状じよう況きようを楽しんでいるのだな……」

　私たちは、ぼそぼそと会話した。犯罪者に向けるような胡汀たちの凍こごえる目から逃のがれるため、そうっと羽扇おうぎを開き、緩ゆるくあおぐ振ふりをして顔を隠す。いちいち持ち歩くのはめんどくさいなあ、なんて不届きなことを考えていたけれど案外便利だ、この扇。

「まさか帰き鼓こ廷ていの主あるじが、緋ひ剣けん一人だけを供として出かけられるとは」

　未み不ふ嶺ねさんが、さらさらした長い髪かみを軽く揺すってわざとらしく嘆たん息そくした。

「皆を統すべる立場のお方が次から次へと率そつ先せんして騒そう動どうを起こすというのは、感心せぬが？」

「まだなにもしていません！」

「まだ、ね」

　未不嶺さんは威い圧あつ感かんタップリに腕うでを組み、薄うすい唇くちびるをつり上げて嘲ちよう笑しようを見せた。腹が立ったので扇を額の位置まで掲かかげ、横を向いてみる。

　すると未不嶺さんは私の扇を摑み、ぐぐっと下げた。

「な、なにするの!?」

「護ご女じよの麗うるわしきご尊顔を近くでよく見たいのですよ。なにせ私が宮を訪おとずれても、ろくにお会いしてくださらぬ」

　私は顔を引きつらせた。この人は、私が緋剣の座に関する要求をずっと断り続けているのが許せないのか、露ろ骨こつな嫌いやがらせを仕向けてくるようになった。

　九く支しさんってばよりによって胡こ汀ていと未不嶺さんを寄よ越こすとは！　違う意味で空気読み過ぎなんですが。

「どちらへ行かれるおつもりか」

「……剣士が、緋ひ宮みやの行動を探さぐるんですか？　さ、下がりなさい」

　私は強気な態度を取った。未不嶺さんはこのなかで年が一番近いこともあって、比ひ較かく的てき言い返しやすい。たぶん、十七、八歳くらいだと思う。

「悪くとられるのは心外ですね。今の私はあなたの剣けんのひとつですよ。お護まもりすべき護女の行方ゆくえを案じて当然のこと」

　未不嶺さんと睨にらみ合っていると、それまで静観していた胡汀がふいに微笑ほほえみをたたえ、優ゆう雅がな動きで私の前に片かた膝ひざをついた。

「胡汀、さん……？」

　こ、これはまずい！　最近わかってきたんだ。胡汀って本気で腹を立てたとき、すっごく純じゆん粋すいそうな顔をする！

「恐れながら、清き女神におたずねする。朝の刻には気に陰かげりが生じておられたが、今は御おん身みに大事ありませぬか」

　やけに畏かしこまった労いたわりのこもる問いかけに、私はさあっと血の気が引いた。

　しまった……午前中、身体からだが辛つらいから休むって噓うそをつき、胡汀に帰ってもらったんだった。舌の根の乾かわかぬうちにいそいそと外出しようとしている私って。

　とても答えられず、私はもう一回扇で顔を隠した。

「……すまないが、緋宮に申し上げたいことがいくつかある。向こうの亭ていで少し待っていてくれるか？」

　胡こ汀ていが溜ため息いきまじりに伊織さんたちへ声をかけた。

　私は扇を下げ、そうっと彼らの様子をうかがった。伊織さんたちが躊躇ためらいの表情を浮かべながらも了りよう承しようし、帰き鼓こ廷ていの敷しき地ち外にある物見台兼けんあずまや風の休きゆう憩けい所に向かう。はじめて帰鼓廷に来たとき、日差しよけに利用した亭のことだ。

　ああっ、伊織さんには離はなれてほしくない、と助けを求める思いで背中を見つめたとき、身を起こした胡汀にやや乱暴に腕を引かれ、木こ陰かげに連れ込まれた。

「胡汀……！」

「おまえ、今の俺の思いがわかるか」

　とんっと太い樹木に背中を押し付けられ、真上から居い丈たけ高だかに睨まれた。逃にげ道を塞ふさぐよう、怯おびえ切っている私を腕で囲う体勢だ。

「阿あ呆ほ鳥どりめ、と星の数以上に罵ののしりたいぞ」

　私は土下座したい気持ちでいっぱいです、ごめんなさいごめんなさい。

「俺を追い払はらっておきながら、伊織と出かけるのか？」

　はいもうおっしゃる通りで全部私が悪い……と素す直なおに降こう伏ふくしようとして、首を傾かしげた。

　なんだか聞きようによっては伊織さんに嫉しつ妬としている言葉……、ややや！　胡汀に限ってそんなはずはない！　ほら余計な考えを持ったせいで、色々と思い出しちゃったじゃないか！

「どういうつもりなんだ」

　私は縮こまり、扇で必死に武装した。

　えーい暴君め、好きだから恥はずかしくて一いつ緒しよにいられないんだー！　と叫さけべたらどんなにすっきりすることか。

　やりたいことや気がかりなことがたくさんある今は、どうしたって恋こい心ごころを優先できない。

　でもそばにいれば間ま違ちがいなく感情が揺ゆれ動く。それで、冷静に考えられるようになるまで距きよ離りを置こうと決めたんです。ちょっとは切ない乙女おとめ心ごころもわかってほしい。

「俺は情夫の一人になる気はないぞ」

「…………え!?」

　胡汀の口から飛び出したとは思えない言葉に私は驚おどろき、ずるっと羽扇を鼻の位置まで下げた。情夫!?

「ばか。ばか知夏」

　久しぶりにちゃんと目にした胡汀の顔。今日も格好いいなあ、私この顔好きだなあ。

　目め尻じりが少し鋭するどくて、色っぽい。もし彼氏とかになってくれたら会う人会う人に自じ慢まんして歩く！　ってなに考えているんだ私。やっぱ誰だれにも見せないかも。や、そうじゃなくて。

「え、ええ、えっ」

　ちょっ、ちょっと待って、頭の整理が追いつかないっていうか情夫って。

「任期明け後も、ともにいるんだろう？」

　それは、一緒にいさせてくれるんなら嬉うれしいけど、飼い主と鳥の関係でしかないよね？

　この人は口が大層悪いくせに面めん倒どう見みがいいので、拾った私に責任を感じてるだけのはず。バイオレンスなスキンシップが大半で、全然甘いそぶりとかなかったし。

　でも楽らく奪ばい月つきに、遠とお凪なぎさんと真っ向から争った。渡わたさないってはっきり宣言してた。

　まさか。

　私は茫ぼう然ぜんと胡こ汀ていを見上げた。正直なところ自分にまったく自信がない。なにか失敗したらどうしようって、朝起きたときそれを一番に思う。外見も性格も聖女からはほど遠い。でも鬱うつ々うつとしてばかりだともっと嫌な人間になる。せめて前向きにいようと決意して、それで、ええと──どうして。

　そういう、かわいがるような眼まな差ざしをされると、どうしていいかわからない。

「こ、胡汀、お願い。目をそらして。どいてください」

「本当に奇き怪かいな娘むすめだな。あれだけ羽をばたつかせて俺にまとわりついていたのに、こちらから近寄られると嫌なのか」

「そ、そんな、そう」

「口が回っていない。……俺の心は石でできているとでも思っているのではないだろうな。どれほど阿呆鳥だとて、年とし頃ごろの女に軽々しくそばにいろなどというものか。普ふ通つうは気づくだろうに、俺のばか知夏ときたら」

　びっくりすぎて、目を閉じられない。

「おまえが驚くな。むしろ俺のほうが驚きたい。飛び回るたび襤褸ぼろ切きれのごとく泥どろまみれになって目を離せなくさせ、俺の心をかっさらっていった。もうわかった、大事に抱かかえていろ。俺はおまえごと、自分の心を取り戻もどすことにする」

　胡汀がぎゅっと、扇おうぎを持つ私の腕を摑つかんだ。

「腹立たしいから羽を全部むしってやりたいが。また木の上に逃げられても鬱うつ陶とうしい。今日はこれで許す」

　過去最高の、たちの悪い微び笑しようだった。

　このときの私は羽扇を鼻の位置まで下げた状態で、がっと目を見開き硬こう直ちよくしていた。絶対に髪の毛を雑草摑みされるんだ。それ以外、あるはずない。だから、十本くらいは引っこ抜ぬかれることも覚かく悟ごした。こんなに言いたい放題罵られても反論せず、逆に摑みやすいよう自ら頭を差し出すなんて私って健けな気げすぎるとさえ思った。

　胡汀が顔を近づけてくる。ああ、耐たえ抜け、私の髪かみ。

　頭部を襲おそう痛みを予想して身構えたとき。

　──扇の、ふさふさした羽の上から極きわめて優やさしく、紳しん士し的に口づけされた。

　薄うすい羽を通して伝わる淡あわい感かん触しよく。それに、なんだか柔やわらかかった。当然か。触ふれているのは羽なんだし。だけども。

「──」
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　恥ずかしながら、私はこの一いつ瞬しゆん気絶した。

　ずざざっと、地面に勢いよく腰こしが落ちる。

　意識が戻ったのは、胡こ汀ていが声を上げて笑ったせいだ。

「こっ、こ、こて……！」

　し……信じられない信じられない!!　こっちこそ星の数以上に叫びたい。私が腰を抜かして放心しているっていうのに、樹木に寄りかかって大笑いするとは何事ですか。ありえない、もうやだこの人ほんと暴君、信じられない、ああもう……！

　なかなか来ない私たちを心配した伊織さんたちが迎むかえに現れるまで、胡汀はひたすら笑い悶もだえていた。
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　結局、調査には四人で行くことが決まった。

　私はまだ司し狼ろうの扱あつかいが不慣れなので、伊織さんと相乗りさせてもらう。

　絶対に胡汀には近づかず、視界にも入れない。顔まわりをすっぽり隠かくしてくれる色しき笠がさを持ってくるべきだったと本気で悔くやんだけれど、あとの祭りだ。

「緋ひ宮みや。先に白雨の父親を調べるということで本当にいいのですね？」

　同行する胡こ汀ていたちにおおまかな事情を説明したのち、伊織さんが問いかけてきた。

「うん。もし先に佐基さんの手がかりを探すんだとしたら、やっぱり架か々が裏りさんの脱だつ獄ごくについても調べなきゃいけなくなると思う。ということは、帝みかどさん側の領地へ行く必要があるんだけど……」

　私は扇を動かし、後ろに乗っている伊織さんにちらりと目を向けた。

　それから、右みぎ隣どなりに司狼を進ませている未み不ふ嶺ねさんを見やる。

「無理だな。今の回かい絽ろ廷ていは曲きよくより上納される調物の仕分けや政まつりごとの改めで忙せわしない。押し掛かけても、相手にはされぬ」

　未不嶺さんがすげなく答えた。心のこもっていないその声こわ音ねで、脱獄した架々裏さんたちの捜そう索さくに回絽廷がまったく熱を入れていないのがわかる。

「どちらにせよ急を要するのは白雨の父親の件だ。しかし、本人には知らせずともよいのか？」

　胡汀が私たちの左横に司狼をつけて、伊織さんにたずねた。

　私は扇で胡汀の姿を遮しや断だんしながらも、真しん剣けんに聞き耳を立てた。

「今のあいつに伝えれば、仮に無実であったとしても逆上するあまり父親を斬きりつけかねない。確かなことがわかるまでは伏ふせたほうがいい」

　伊織さんが困った声で答えた。その様子を想像して、胸に重いものが落ちる。

　しばらくのあいだ、私たちは無言で進んだ。

　帰き鼓こ廷ていを出ると、目の前に広がるのは木々の波。楽らく奪ばい月つきに神しん花かが咲さき、散ると同時に大地は息を吹ふき返して田園に実りをもたらした。山やま裾すそのほうでは被ひ害がいもあったけれど、都が倉を開いて物資の援えん助じよをするとのこと。なんとか無事に年を越こせそうだった。

　ここいらの木々は守りの堅かたいなかにあるため、葉を落としていない。赤に黄金と、雅みやびな秋の色に染まっている。そういえば都付近は、パステルグリーンの樹木があまりないなあ。

「私、陽よう都との様子をじっくり見るのは初めてだ」

　振ふり向きながらそう言うと、伊織さんは、柔やわらかく撫なでるような微笑ほほえみを見せた。

「そうでしたか。では休み処どころについたのちは、胡汀らとゆっくり市いちを見て回っては？　そのあいだ、俺が白雨の父親の件を調べますので」

　うん？　と私は首を傾げた。

「私も一いつ緒しよに調べます」

　伊織さんは、途と端たんに困こん惑わくの表情を見せた。

「緋宮。それはやめたほうがいい。その……俺が調べるのは、陽都の内でもっとも物ぶつ騒そうといえるところです」

「うん」

「……建前上は、高位の者しか住めぬ都となっておりますが。無位の者たちが住み着く危険な一画がある。そういう暗き地に潜もぐり込むのは、俺の得手とすることなので」

　伊織さんの躊躇ためらいがにじむ慎しん重ちような言葉に反応したのは、未み不ふ嶺ねさんだった。

「ああ、そうだったな。おまえは山荒あらしの得意な犀さい鬼きの男であったか。鉄てつ狩がり師しの胡こ汀ていや、先の暦れきから役目を継ついだ朝火はともかくも。残りは遊女に、架か々が裏りを逃のがした愚おろかな神かむ人びと一族の女。これから調べるのはその遊女の父親と、とがびとどもの行方ゆくえというのだからさすがはまれびと女め神がみ、酔すい狂きようにもほどがある。──せめて一人くらいは瑕きずのない緋ひ剣けんを指名するべきなのでは？」

　後ろの伊織さんが身を強こわ張ばらせたのがわかった。

　私は扇を持つ手に力をいれ、親しみのない目を寄よ越こす未不嶺さんを睨にらんだ。

　四人の緋剣がようやくいい雰ふん囲い気きになったと思ったら、これだ。

「珠しゆ玉ぎよくとは、瑕のひとつで値打ちが下がるのですよ」

「人は珠玉じゃありません」

　私と未不嶺さんは、火花を散らして睨み合った。

「おっしゃるとおり。ただ──珠玉に劣おとる野や卑ひな者どもが山ほどいる、というだけだ」

　冷えきった未不嶺さんの眼まな差ざしが、私から伊織さんへと移る。

「緋宮は豊かに神じん力りよくを咲き誇ほこらせた。私も神気は多少感じ取れる。だから、緋宮を認めてはやるが、その見る目のなさは許しがたい」

「……未不嶺さんの口の悪さも、許せません」

　怒いかりが沸わき、きつい口調で言い返してしまった。

　未不嶺さんが頰ほおを緊きん張ちようさせて、肩かたに落ちていた髪かみをぎこちなく払はらった。

「私は緋剣たちが大事です。傷つけるつもりなら、あなたを剣けん士しとして帰き鼓こ廷ていには置けない」

　反論してくるだろうと思ったのに、未不嶺さんは予想を裏切って一瞬、傷ついた顔をした。もしかすると、正面きって拒きよ絶ぜつされることに慣れていないんじゃないだろうか。

　自分より身分が下の人間を優先されるっていう事態にも。

　私も少し、頭が冷えた。いくら腹が立ったからといって、やりこめるような真似まねはよくない。

　それでも素す直なおに謝罪することは難しくて、結局押し黙だまるしかなかった。

　私はまだ、こういうときに自分を抑おさえることができないみたいだ。

　不自然な沈ちん黙もくを保ったまま陽都を南下する。

　楽らく奪ばい月つきに関門を目指したときと同様、貴人用の赤土を敷しいた道を通っていたんだけれど、伊織さんは途と中ちゆうから他ほかの区画内へ司狼を進めた。私に都の様子を見せようとしてくれたんだ。

「確か、朝火さんが都のなかに都があるようなものって言ってたっけ……」

　言い得えて妙みようだと納なつ得とくした。帰鼓廷内とよく似た構造の景色が広がっている。

　道で分断される各区画。商家風の建物が並ぶ一画や、公衆大浴場らしき大きな湯屋の一画もあった。一番の驚おどろきは、たくさんの身なりが整った人々が、ざわめきのなかを普ふ通つうに行き来しているってことだった。花で飾かざった色笠の女主人とお供。獣けものが引っ張る屋形車。幅はばの広い川には風ふう雅がな橋がかかっていて、そこで青年たちが笛や琵び琶わに似た様々な楽器を鳴らしている。

「人がいる……」

　私はつい無意識に、手た綱づなを握にぎっている伊織さんの袖そでをぎゅっと摑つかんだ。

「帰き鼓こ廷ていと似ているようで、けっこう違ちがいが見られるでしょう？」

「うん……。帰鼓廷より賑にぎやかな空気かも」

　伊織さんが私を覗のぞき込むようにして、ちょっと笑った。

「この一帯は陽都内でも高位の貴人が住むところです」

　言われて、気づく。人々の格好はどれも皆みな、天人天てん女によめいていて美しい。水色や薄うす桃ももの衣ころもの裾すそが、魚のひれみたいにひらひらと道を渡わたる。桃とう源げん郷きよう、って言葉が頭のなかをよぎった。

　さらに南に下がるにつれ、区画の様相が変わっていく。

　花香かおる雅さが抜ぬけ落ち、歓かん楽らく街のような雑然とした雰囲気がにじみ始める。建築物も行き交かう人の姿も、どことなく庶しよ民みん的なものになっている。

　私たちは「香こう人じん」が多く暮らすという地区の休み処で、司し狼ろうをとめた。

　夕秘関門にもあった、素そ朴ぼくな五ご重じゆうの塔とうという外観の建物だ。

　休み処の主人の案内で二階の一室に通される。畳たたみ換かん算さんにすると十五畳じようくらいかな。

　仕切りの向こうに別室がある。こっちの部屋には壁かべ際ぎわに大きな木製の飾り棚だなが設けられ、様々な形をした鳥の木き彫ぼりが並んでいた。その横の小しよう卓たくには、果実を盛った器うつわが置かれている。シンプルな造りだけれど、広さもあって小こ綺ぎ麗れいに整えられていた。

「緋ひ宮みや、どうぞこちらでお待ちください。俺が探さぐってきますゆえ」

　伊織さんが先手を打つようにしてそう言い、一段高くなっている板いた敷じきの円座に腰こし掛かけた私の前に膝ひざをついた。

「置き去りひどい。私も一緒に……」

「この一帯はまだ安全ですが。俺がゆくのは都の端はしにある『夜や見み』の区です。か弱きお身体からだで近づいてはならぬ危険な場所。新雪のごとき清らかな御お手てにもしも穢けがれがついたらどうなさる。白雨を案じるお心は美しいが、無む垢くなる乙女おとめが見てはならぬものもこの世にあり……」

「わかりましたごめんなさい、ぜひおとなしく待たせていただきます」

　だめだ、伊織さんの無自覚な賛美表現に勝てる気がしない。私、バイオレンスに罵ば倒とうされたい……。そうか、快く外出に同行してくれたのは、ある程度自由にさせてやれば無む茶ちやはしなくなるだろうと考えてのことだったんだ。よくわかってらっしゃる、伊織さんめ。

「はい緋宮。よきご決断です」

　伊織さんはにこりと爽さわやかに笑い、立ち上がった。なんか狐きつねにつままれた感じがする。

「私は緋宮と残る」

　未み不ふ嶺ねさんは「そんな薄うす汚ぎたない地区には絶対行きたくない」という突つき放した態度で切窓のそばに寄りかかり、つんと横を向いている。

　伊織さんが無茶をしないようにだろう、胡こ汀ていが同行することになった。

　二人は私に聞かせたくないことがあるのか、少し離はなれた場所に移動し、小声で会話をした。それから、私の疑いの視線をさけるようにして、ささっと部屋を出ていく。

「……あの二人、怪あやしい」

　私は眉み間けんに皺しわを寄せて、ぱたぱたと扇おうぎをあおいだ。

「夜見の地区ってそんなにヤバイ場所なのか……。二人だけで大だい丈じよう夫ぶなのかな」

　ぶつぶつと疑問を落としていると、未不嶺さんが近づいてきて、私の前に置かれている円座に片かた膝ひざを立てて座った。荒あらっぽい仕草を見せても、どこか品を感じる。

「護ご女じよはものを知らぬな。まれびと女神というのは、こうも世に疎うといのか」

　むかっとした。言い返そうとして、口をつぐむ。

　傷つけられた分だけ傷つけ返すっていうのをやれば、あとで後こう悔かいしそうだ。

　ただ、この人の言葉は鋭するどくて、私だけじゃなく伊織さんたちの心まで切り裂さいてしまう。

　それは見み逃のがしておけない。どうすれば未不嶺さんの言葉からとげを引き抜けるだろう。

「なんだ、護女。事実を指し摘てきされて、なにも言えぬか」

「……はい」

「……なに？」

　素直にうなずいた私を、未不嶺さんが怪け訝げんそうに見やった。あんまり司し義ぎさんには似ていない。未不嶺さんは、気位の高さの他に潔けつ癖ぺきな雰囲気もある。

「私は蒸む槻きの大部分をわかっていません。夜見ってどういうとこか、詳くわしく教えてくれると嬉うれしいです」

　突っかからずに丁てい寧ねいに頼たのむと、未不嶺さんはちょっと目を揺ゆらした。

　ふ、わかってきましたよ。こういうタイプはへたに刺し激げきしちゃだめだ。かといって媚こびへつらうような態度で接すると、侮あなどられる。朝火さんをより貴族化した印象だ。

「……白雨の父親が、見み栄ばえのよい若い男を集めているのだろう？　緋宮たちがなぜそのことで騒さわぐのか、私にはそちらのほうが不思議だ。下位の貴人は夜見の市で遊女や男を購あがなうことが多い。益を得るため、隠かくれて遊女屋を抱かかえる者もいる」

「は、はあ」

「だから。夜見とは、そういう遊びを生業なりわいとする輩やからの住む場だと。また、呪じゆ弦げん師しなどの胡う散さん臭くさい者たちもいよう」

「うーん、やっぱりアンダーグラウンドか……」

　なんの言葉だ？　と不思議そうにする未不嶺さんを無視し、私は考えこんだ。

　これまでの伊織さんの態度で、夜見が都の暗部であるってことは薄々感じていたんだけれども。スラムではなくて、時代劇に出てくる色町に近い雰ふん囲い気きなのかな。もっと闇やみ市いち寄り？

　さっきの胡こ汀ていたちの内ない緒しよ話ばなしが妙に気にかかる。

　本心では尾び行こうしたいところだ。でも、実行に移せば、後々彼らに迷めい惑わくをかけるだろう。

「犀さい鬼きの男が考えそうなことなど、すぐわかる。おのれが餌えさとなって、くち師に売り込むつもりだろう？」

「くち師……？」

「遊女や男を手配する輩のことだ。そんなことも知らぬと……」

「ま、待って。伊織さんと胡汀がつまり、男だん娼しようとかに変装して手配人の懐ふところに潜もぐり込むって？」

「あの犀鬼の男は、母親が遊女なのだろう。なるほど、容よう貌ぼうだけはよいものな。実に似合いの役だ」

　ここにはない伊織さんの姿を追うように視線を部屋の入り口に向け、私は勢いよく立ち上がった。未み不ふ嶺ねさんがすぐさま私の前に立ちはだかり、一歩も進ませまいとする。

「どこへ行くつもりか。薄汚い役目などやつらにまかせておけばいい」

「……未不嶺さんは、それを知ってて行かせたの？」

　私が非難の声を上げると、未不嶺さんは目を厳しくさせた。

「綺き麗れい事ごとをおっしゃるが。人には相応の生き方がある。だからこそ、世も回る」

「未不嶺さんが言いたいことは、なんとなくわかります。同じ人なんてどこにもいないし、性格も生まれも違う。みんな公平な生き方なんて無理なんですよね。でも、そういう事情と、気持ちは別だ」

　荒あれそうな感情を抑おさえるために、扇の柄えを両手で必死に摑む。

「なにも気づかないで、平然と送り出した自分が情けないんです。闇市のようなところだというのはすぐにバレるだろうって、伊織さんは思ったはずです。そのうえで、最後までなにをするか隠していったのだとしたら。私を危険に巻き込まないようにっていう気き遣づかいもあるだろうけれど……」

　それだけじゃなくて、恥はじがあったからじゃないのか。私を異様にきれいなもの扱あつかいする伊織さんの心が、知られたくないってとっさに判断したんだ。

「ああ、もう、まただ……！」

　私はその場にうずくまり、頭を抱えた。

　手から落ちた扇が、板敷にあたってからんと硬かたい音を立てた。

「また見逃した！　気づいていたら、なにか言えたのに！　でもここで追ったらもっと傷つける？　戻もどってくるのを待って、たくさん感謝したほうが伊織さんは喜ぶ？　わからない……！」

「……私を責めているのか？」

「違います！」

　自分に対する苛いら立だちが、声に乗ってしまった。

　それを未み不ふ嶺ねさんは誤解したのかもしれない。苛立ちを隠せぬ動作で私の前に膝をついた。

　私は慌あわてて顔を上げた。未不嶺さんが理り不ふ尽じんなものを飲み込んでいるような、それでいてどこか傷ついているような表情を浮うかべ、私を見つめていた。

「どうして無位の男の心情などに気を配る？　あんな男がなんの役に立つ。緋宮がここへわざわざ足を運ばずとも、私に一言命じて捕とらえさせればすんだことではないか。私のほうがよほど力もある、なのに……！」

　私はつかの間、茫ぼう然ぜんとした。自分の腕うでに鳥とり肌はだが立つのがわかった。

　見逃していたのは、伊織さんの隠された心だけじゃない。妬ねたみのような影かげを見せる未不嶺さんに、悲痛な声を上げて私を責めた佐基さんの姿がぴたりと重なった。

「私も犀さい鬼きの男のように夜や見みへ赴おもむき、欲よくの餌となればいいのか？　そういうあざとい手段でなら、緋宮の興を引けるというわけか」

　未不嶺さんは暗い光が瞬またたく瞳ひとみで私を貫つらぬくと、止める隙すきも与あたえず立ち上がって出口に向かった。

「ち、違ちがう！　待って未不嶺さん！」

　追おうとして、板敷に転がっていた扇を踏ふんでしまい、どたっと崩くずれ落ちるというどうしようもない馬ば鹿かをやらかしてしまった。そのあいだに未不嶺さんが足音荒く出て行く。

「未不嶺さん！」

　私は扇を引っ摑つかみ、転がる勢いで部屋を出て休み処どころの正面扉とびらへ急いだ。

　運動神経の差が災わざわいしているのか、追いつく前に、長い髪かみをなびかせる未不嶺さんの背中が雑多な通りのなかに消えてしまう。

　市の活発な日であるらしく、通行人も多い。おまけに今は、どこも貢みつぎ物などの納期だ。

　荷車がごろごろと忙せわしなく行き交かい、憎にくらしいほどに視界を遮さえぎってくれる。

「噓うそ……っ、未不嶺さん、待ってよ！」

　私は泣きたい気持ちで叫さけび、あちこちを走り回った。

　どうしよう、休み処からあんまり離れるわけにもいかないけど、未不嶺さんを一人で行かせられない。というか、私が一人になるのもかなりまずい！

　賑にぎやかで楽しそうだと思っていた光景が、見慣れぬこともあって一気に恐きよう怖ふの対象になる。

「どうしよ……！」

　狼狽うろたえて、道の真ん中で立ち尽つくす。道ゆく壮そう年ねんの香こう人じんが怪訝そうな顔で横を通り過ぎた。ここいらはアンダーグラウンドな夜見の区に近いせいか、目つきの鋭い人間もいる。

　上品な身なりとは裏腹に、胡散臭い雰囲気たっぷりな三十代くらいの男性が私に近づいてきた。

　私は慌てて扇で顔の下半分を覆おおい、踵きびすを返した。

　が、その男性がすばやく動いて私の前を塞ふさぐ。

「そのお姿、帰き鼓こ廷ていの女によ人にんであられるか？」

　丁てい重ちように問われて、はっとした。緋ひ宮みや衣い装しようと比べれば質素といえる神かみ女めの姿であっても、香こう人じん地区だとずいぶん目立つ。着き替がえておくべきだったと悔くやんだけれど、なにせ賑わいのある地区を訪おとずれるのは初めてのことで、勝手が分からない。

「ごめんなさい、急いでるの」

　私は扇おうぎで顔を隠しながら、その人の横を通り抜ぬけようとした。

　すると、またもや道を塞がれる。

「どなたかお捜さがしか？　それとも道に迷うておられるか？」

「あの、大だい丈じよう夫ぶですから」

　心細いよー！　お願いだから放ほうっておいてー！

　心臓はさっきから激しく高鳴りっぱなしだ。手のひらまでじっとりと汗あせばんでくる。

「そう警けい戒かいなさらず。帰き鼓こ廷ていの女人に悪さなどせぬよ。お困りならばお助けするとも」

　ほ、ほんとに？　と少し期待して男性をうかがえば、うわああ噓つき、どう見てもその顔は「くくっ、いいカモが見つかったぜー」っていう悪事の輝かがやきに満ちてるからー！

「け、結構です。かまわないで！」

「おや、そう言わずに」

　いっそここで号ごう泣きゆうしたら驚おどろいて逃にげてくれるかもしれない。半ば自棄やけになって、大声を出すために深く息を吸い込んだときだった。

「──立ち去りなさい。おまえが気安く話しかけていい方ではない」

　低く、威い圧あつ的な声が横から割り込んできた。私はその声に、記き憶おくがあった。

　男性が怒いかりに顔を歪ゆがめてその人に向き直ったけれど、格の違いは明らかだと気づいたらしい。さっと視線を落とし、一言も反論せず去っていく。

「緋宮──なぜこんな場所におられるのですか！」

　苛立ちのこもった鋭えい利りな声を落とすその人を、私は茫然と見上げた。

　すらりとした男装の人。周囲から浮かないよう地味な香人の衣ころもをまとい、橙だいだい色いろの檜ひ扇おうぎを持っている。髪の色も黒に変えていた。

　でも長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた大きくてきれいな瞳は、以前となんら変わりない。

「さ……佐基さん？」

　掠かすれた声が無意識に漏もれた。

　間ま違ちがいなく佐基さんなのに、私は自分の目がとても信じられなかった。

「佐基さん……、どうして、ここに」

　頭のなかが真っ白だ。なにから尋たずねていいのか。白昼夢じゃないだろうか、これって。

　佐基さんは険しい表情を檜扇で隠かくすと私の腕を摑み、品を陳ちん列れつする天幕のあいだに連れ込んだ。人目を遮るためだろう。

「なぜお一人で夜見などにいらっしゃったのです。供の者はどうされたのですか！」

　私から手を離はなして立ち止まり、数歩分の距きよ離りを取ると、佐基さんはきつい口調で怒ど鳴なった。

　涙なみだがどぱっと決けつ壊かいの勢いで溢あふれたのは、怒おこられたせいじゃない。

　佐基さんは、ひるんだ様子で口を閉とざした。

「佐基さん……佐基さん」

　私はよたよたと近づき、手を伸のばした。

　でも、衣に触ふれる直前で避よけられてしまう。顔も再び檜扇で隠された。

「まさかこちらでお会いするとは思いませんでした」

「佐基さ……」

「あなたにだけはお会いしたくなかったのに」

　胸を切り刻まれたような感じがした。涙で佐基さんの姿が、ぼやけている。

「お一人でこちらへ来られたのではないでしょう。ならば早く供のもとへ戻りなさい」

　それだけ言って佐基さんは背を向け、去ろうとした。

　私はびっくりして、今度こそ確かに佐基さんの袖そでを握にぎった。

「さ、佐基さん。私っ……神しん花か、咲さかせました！」

　この状じよう況きようにはそぐわない唐とう突とつな発言に、佐基さんが扇を下げ、眉まゆをひそめて振ふり向いた。

「それで、その……！　神巫かんなぎたちとも、やっとわだかまりがとけたんです。まだまだ順調ってわけじゃないけど！」

　もっとなにか喋しやべって引き止めないと、という焦あせりが私を突つき動かしていた。

「あのっ、ご、ご飯はちゃんと食べてますか！　身体からだも、どこも悪くしてないですか。眠ねむる場所とかありますか」

「……もう帰き鼓こ廷ていに戻もどりなさい」

　腕を振り払はらった佐基さんに、しつこく追いすがった。

「ひ、緋ひ剣けん！　四人です。ずっと待ってるんです。私の緋剣、佐基さんです。帰ってきて。私が悪かったんです、ごめんなさい。いなくならないで」

　涙で声がつまり、子どものような喋り方になっている。

　佐基さんは身を強こわ張ばらせたけれど、すぐさま荒あらっぽく私を押しのけた。

「すでに私は帰鼓廷では無き者です。かまうな」

　私はちぎれそうなほど首を振り、必死にしがみついた。

「嫌いやです、一いつ緒しよに戻ってくれるまで離しません！」

　ここで会えるなんて思いもしなかった。絶対に離す気なんかない。伊織さんには格好つけて、佐基さんの意志を尊重すると言ったけれど、やっぱり無理だ。佐基さんは一番辛つらかったときに安らぎをくれた人だ。恩返しができていないし、こんな形で別れたくない。

「──まだ私に未練がおありなのですね」

　感情を殺した声が、耳に滑すべり込んだ。私は涙を散らすため、目を忙しなく瞬かせた。

　佐基さんが、私の身体を持ちあげるような強さで左右の上じよう腕わんを摑んだ。苦く悩のうの影がまるで色気のように目め尻じりに深くにじんでいた。

　私は一いつ瞬しゆん、佐基さんのその悩なやましげな表情に見み蕩とれた。

「まだ、伊織や白雨はお手元に置かれているのですか？」

「……え？」

「彼らを捨ててくださる？　私の言はまだ、あなたのなかにおありでしょうか。彼らはあなたを純じゆん粋すいにお護まもりする者ではありません。いつか後こう悔かいなさると」

　心臓に杭くいを打ち込むように、強くゆっくりと言われた。私は佐基さんのふっくらとした形のいい唇くちびるを茫然と見つめた。いつの間にか、お互たがいの前まえ髪がみが触れるくらい近づいていた。

「佐基さん」

「私を選ぶというのなら、彼らを切り離してくださるのでしょうか？」

　佐基さんがわずかに身を引き、冷ややかな顔をして私を見下ろした。

　私は答えることができなかった。考えてもいなかった強きよう烈れつな質問だった。

「ほらやはり──あなたは私の言などなにも聞いてはくださらない」

　佐基さんは、傷を負った苦い微笑ほほえみを見せた。

　その凍こおり付いた瞳ひとみの奥に、私に向けた深い憎しみがあった。

「私に未練をお持ちなのだとしても。その執しゆう着ちやくは、あの愚おろかな、怨うらみに満ちた者たちに向ける思いよりも、ずっと下にあるのですね」

　絶句し、硬こう直ちよくする私の肩かたに、佐基さんが静かに額を押し当てた。

　それは縋すがるような仕草にも見えた。

「なんて……屈くつ辱じよくだろうか」

　上腕を摑つかむ佐基さんの手に、ぎりっと力がこもる。

「その程度なら、私を求めるな。会おうとするな！」

　叫さけぶような訴うつたえが、身体の隅すみ々ずみまで響ひびき渡わたった。口を開くことができない。佐基さんの要求をのんで伊織さんたちの手を離すという選せん択たく肢しを、どうしても受け入れられないからだ。

「見る目のない、ばかな方。私を選んでくだされば、喜んで命を捨てましたのに」

　佐基さんが小さく笑った。上腕を摑んでいた手の位置を腰こしへとずらし、恋こい人びとのようにしばらくのあいだ私を優やさしく抱だきしめる。そして口く説どきに似た囁ささやき声を耳に落とす。

「あなたなんて、彼らに好きなだけ裏切られ、苦しめばいいのです」

　私は乱暴に突き飛ばされた。

　よろめく私の目の前で、佐基さんが微笑みながら優ゆう雅がに扇を払う。

　すると──扇の風が血のように赤い霧きりを生んだ。それが佐基さんの身を包み込む。

　緋宮の神じん力りよくがお腹なかのなかで蠢うごめいていた。これは悪あしき力による霧だと、激しい警戒を伝えてくる。

「佐基さん──！」

　私は涙にまみれた顔をくしゃくしゃに歪め、佐基さんに手を伸ばした。

　でも、届かなかった。佐基さんの姿は一瞬でその霧にかき消され、跡あと形かたもなくなった。

「佐基さん……、佐基さん」

　私はよろよろと天幕のあいだから出て、周囲を見つめた。壊こわれたように名前を呼び、佐基さんを捜し回る。行き交かう人々が、気味の悪そうな目を向けてくる。

　確かに見つけたのに、私はまた佐基さんをどこか遠くへ追いやってしまった。
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　消えた佐基さんを捜してうろついていたとき、未み不ふ嶺ねさんと鉢はち合あわせした。

　怒りのままに飛び出したあとで私を一人にさせてしまったことに気づき、慌あわてて戻って来たらしかった。

　危あやうい足取りで道を歩いていた私に、未不嶺さんははじめ、驚おどろく以上に腹を立てた顔をした。

　でも、魂たましいを飛ばした表情で私が泣いているのを知ると、焦ったように腕うでを引き、大きな鍛冶かじ屋やの倉の陰かげに足を進める。

「なぜそうまで泣いている？　まさか何者かに触れられたか？」

　私はぼうっと未不嶺さんを見上げた。

　佐基さんと会った、という言葉を発することができなかった。

　ひたすら悲しい気持ちでいっぱいで、瞬まばたきをするのも息をするのも億おつ劫くうだった。

「誰だれかに乱暴をされたのか？」

　なかなか答えない私に焦じれた様子で未不嶺さんが声を厳しくした。

　私は細く息を吐はいて、ごめんなさい、と小さく謝罪した。

「……謝ってほしいのではない。なぜ泣いているのかと！」

　私は俯うつむいた。頰ほおを転がり落ちた涙なみだが、土の地面に吸い込まれる。

　かん、かん、と鉄を打つ金かな槌づちの音が鍛冶屋のなかから響いた。

　身体のなかにまで伝わりそうな鋭するどい音だった。

「……私が出て行ったからか？　追いかけて来たのか？」

　未不嶺さんが声のトーンを下げて、そうたずねた。

　たどたどしげに腕を伸ばして私の頰を拭ぬぐおうとし、途と中ちゆうでやめる。

「泣いて追いかけてくるなど、緋ひ宮みやは幼子なのか？　おとなしく待っていれば、そのうち犀さい鬼きの男たちだとて戻ってくるだろうに」

　私が視線を上げると、未不嶺さんは髪かみを翻ひるがえすようにしてばっと横を向いた。

「もしもおまえが行方ゆくえ知れずとなると、私の咎とがとなる。休み処どころに戻るぞ」

　偉えらそうに言って、先に歩き出した。

　私はとぼとぼと未み不ふ嶺ねさんのあとに従った。

　さほども行かないうちに、苛いら々いらした態度で未不嶺さんが足をとめ、私を見下ろした。

「泣きやめ！　私が女を虐しいたげているような目で見られる」

　私は再び深く項うな垂だれた。もういっそ、このまま地面にめりこんでしまいたかった。

「緋宮。泣くのはやめよと言っているのがわからないか！」

　泣いている私を連れていれば確かに未不嶺さんも気まずいだろうから、扇おうぎで顔を隠かくすことにした。

　未不嶺さんが舌打ちとともに歩みを再開した。ところがまたすぐに振ふり向き、足音を立てて私に近づく。

　そして扇を持っていないほうの私の手を取り、ずんずんと歩き始めた。

「はぐれるな」
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　そう吐き捨てる未不嶺さんの背を見つめる。高飛車な物言いと態度のせいで気づきにくいけれど、未不嶺さんは足の先まで冷血漢っていうわけじゃない。まったく思いやりがない人であれば、腹を立てて出て行ったあとにこうして戻ってくるはずがなかった。

　その事実は、余計に今の私を苦しめた。

「……未不嶺さん」

「なんだ」

「私に、気を遣つかわないで」

　未み不ふ嶺ねさんの背がわずかに強張った。

「私に優しくしないでください。──未不嶺さんを緋ひ剣けんには選べません。佐基さんを諦あきらめるつもりは、ありません」

　未不嶺さんは振り向かないまま足をとめた。私もつられて立ち止まる。

「……ずるい言い方をする。私にほだされるのが怖こわいのか」

「同じ失敗をしたくないんです」

　期待を持たせて不必要に傷つけたくないというのが本音だった。

「同じ……？　佐基という愚かな女と私を重ねているのか。ばからしい。私は私、緋宮に執しゆう着ちやくして罪を犯おかすような真似まねなどせぬ。とうに察しているだろう、私は司し義ぎ様のために緋剣となりたいだけだ」

　確かに未不嶺さんなら、私のために罪は犯さないかもしれない。

　でも……貴人ではない伊織さんたちを疎うとんじるあまり、罪を犯すかもしれない。

　とっさにそういうことを考えてしまった。なんといっても緋剣と緋宮を繫つなぐ儀ぎ式しきは心に大きな影えい響きようを及およぼす。こればかりは体験した者でないとわからない。私はそれも、怖かった。

　未不嶺さんが背筋をきれいに伸のばして凜りん然ぜんと歩き出す。

　私はつんのめりながらも、足を動かした。

「──佐基という女が緋宮を見限って先代についた理由がよくわかった」

「……なに…？」

「失敗をしたくない、と言ったな。おおかたこのような考えでいるのでは？　おのれの過あやまちが災わざわいとなって他者を傷つけるかもしれない。相手が傷つくくらいなら自分が苦しむほうがまし、などと。いやらしく、醜みにくい心根だ」

　きっぱりと批判され、私は立ち止まりそうになった。

「一見善意のようで実際はただの保身にすぎぬ。帰き鼓こ廷ていの主あるじがもっていい考えではない」

　私はざわっと身が震ふるえるくらいの恐おそれと怒いかりを抱いだき、未不嶺さんの手を引き剝はがそうとした。その動きを予期していたみたいに、未不嶺さんの指に力がこもる。

　優やさしくない人だ！　立ち止まってもくれず、振り向いてもくれない。

「涙を浮うかべて『私のために傷ついてほしくない』などと媚こびを売るよりも、『私のために傷つき血を流せ』と甘くしたたかに命じるべきだ。それが結局は目下の者たちの命を繫ぎ、心を護まもる。全員に錯さつ覚かくさせるのだ、緋宮にとって自分は特別なのだと。上に立つ者とは、そうであるべき」

　──私が緋宮として佐基さんを錯覚させられなかったから、裏切りが起きたってことなの？

「……でも私は！　『緋宮』として振る舞まうことが正しいって、どうしても思えない！」

　早足で進む未み不ふ嶺ねさんの背を睨にらみながら、私は大声を上げた。なんで振り向いてくれないんだ、この人！

「陽ひ女め神がみと似ているって言われても、なんにも嬉うれしくない！　だ、だから、自分の心を緋ひ宮みやに譲ゆずり渡わたすのは絶対に嫌いや！　私は確かに考えが足りなくて、失敗が怖いし、それで相手を傷つけたくないって思うけど！」

　未不嶺さんは返事をしてくれなかった。

　通行人が、わめく私に奇き異いな目を向けてくるけれど、そっちを気にかける余よ裕ゆうがない。

「見限られて当然で、『私のために血を流せ』なんて言えない、それでも！　私は佐基さんを、引きずり寄せる！」

　私はムキになっていた。佐基さんと似ている部分がある未不嶺さんに離はなれてほしくないって、いつの間にか必死になっていることに気づかずに。

「錯覚させるんじゃなくて、本気で言います。『私のために生きなさい』って！」

　大だい胆たんな言葉が口から飛び出した直後、はっと我に返った。

　これって本当に私の意思だよね？　大だい丈じよう夫ぶ、緋宮に吞のまれてなんかない。

　胸のなかで膨ふくれ上がる不安を私は急いで払はらいのけ、長い髪を垂らす背中をぎゅっと睨む。

　未不嶺さんはやっぱり答えてくれなかった。

　だけど少しだけ、息が上がっている私のために歩調を緩ゆるめてくれた。

　心を落ち着けて、足を動かす。私と同じように未不嶺さんの手も汗あせばみ、熱くなっていた。

　彼の髪が、沈しずむ太陽の光を受けてきらきらと輝かがやいた。
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　そうして休み処どころへ戻もどろうとする未不嶺さんに手を引かれながら、しばらく歩き──。

　私は行ぎよう儀ぎ悪わるく、タンタンタンッと爪つま先さきを踏ふみ鳴らして溜ため息いきを落とした。

「──信じられない」

「……うるさい」

「ほんっと信じられませんー。方向音おん痴ちな人が自信満々に先頭を切って歩くなんて……」

「うるさい！　緋宮が騒さわがしくわめくから、道を外れてしまったんだ！」

「もうっ、緋宮って大声で言わないでください！　誰だれが聞いているかわかんないんだから！」

「おまえも先ほど、緋宮だの陽女神だのと叫さけんでいただろう!?」

「未不嶺さんうるさいでーす！　ここでは知夏って呼んでください。緋宮命令でーす」

「この女……！」

　私はすっかり未不嶺さんに対する遠えん慮りよをなくし、扇をわざとらしくあおいで偉ぶった。

　こんなワガママ方向音痴な王子様なんか、もう優しく気き遣づかってあげません。

　しかし許せないことに、未み不ふ嶺ねさんも同じことを考えていそうな目つきだ。

「だいたいここはどこですか。どう見てもアンダーグラウンド地区に来ちゃってるじゃないですか。知夏信じられなーい。全部未不嶺さんのせいだー」

「だから！　その、あんだあぐらうんどとはなにか！」

　私はさらっと未不嶺さんを無視して、あたりに視線を巡めぐらせた。

「うーん、きっとこのあたりに胡こ汀ていたちがいるんじゃないかなあ。休み処に戻るよりも二人を捜さがしたほうが現実的かも……や、やだっ、なんで私を睨んでるんですか！　そんな顔しても、怯おびえたりなんかしませんよ!?　私を虐ぎやく待たいできるのは緋ひ剣けんたちと九く支しさんだけです！」

「──ほう？　では俺ならかまわぬということですね」

「もちろん！　朝火さんは緋剣だしサドのなかのサドで……！　……あ、朝火さーん!?」

　私は飛び上がり、未不嶺さんの背にすばやく隠れた。や、や、やばい、朝火さんのすこぶる爽さわやかなこの笑え顔がお……！　ってどうして朝火さんがここにいるのー！

「緋剣の朝火が、なぜこのような薄うす汚ぎたないところにいる？」

　未不嶺さんがいっさい悪びれることなく堂々とたずねた。

　頼たよりになる王子様っぷりに私は危あやうく惚ほれかけた。

「さて。緋宮の屋や敷しきへ参じれば、不在のご様子。胡汀や伊織までもおらぬ。不ふ審しんに思って九支を問いつめてみれば、皆みなで帰き鼓こ廷ていの外へ悪さをしにいったと。数日は戻らぬかもしれぬなあ、などとのどかな表情で告げられた俺が、そのときどれほど胸を痛めたかお知りになりたいか、緋宮？」

　未不嶺さんの背にしがみついていたら、朝火さんにうっとりするような微び笑しようで覗のぞき込まれた。

「俺が嘆なげいていると、九支が珍めずらしく親身になって、占せんをしてくれましてね。おそらく緋宮はこの夜や見みにあらわれるだろうと。怪け我がの治っておらぬ身に鞭むちを打ち、司し狼ろうを駆かってきたのです。すると天も気前がいいものだ。すぐに緋宮を見つけることができたということです」

　この人、間ま違ちがいなく九支さんを脅おどした……！　しかも天まで味方につけるとは。

「緋宮？　あなたにお会いしたくて死ぬつもりで駆けつけた俺に、よく顔を見せてはくださらぬのですか」

　やだコレ、「こいつの背中に隠かくれてないで、さっさとなにが起きてんのか説明すれや……」っていう苛いら立だちの微笑だ！

　剣けん吞のんな目つきの猛もう烈れつＳ様をごまかす勇気はまったくない。はい説明どうぞ、ってな意味で私はずずっと未不嶺さんの背を押し、朝火さんに差し出した。

「……知夏は、白雨の父親が夜見で無位の男を集めていると聞き、真相を確かめにきた。犀さい鬼きの男と胡汀がこの一帯を調べているはずだ。それが終われば元緋剣の佐基を捜すと言っている」

　朝火さんが、ふむ？　とかわいらしく小首を傾かしげた。

「それで、緋宮らはここでなにを？」

「私と知夏は道に迷っている最中だ」

　なんて度胸があるんだ、未み不ふ嶺ねさん。自分は迷子だとここまで高圧的に白状する人、初めて見ましたが。

　しかし朝火さんは、別のところに反応した。

「知夏？」

　優しい笑顔で深い怒りを伝える朝火さんに、私たちは一歩引かずにはいられなかった。

「ずいぶんと親しくなられたようだが」

　朝火さんは「なんできさまが緋宮を呼び捨て？　マジで気に食わないわ……」と言いたいらしい。

「ほら、ここで緋宮ってバレるとやばいかも…！」

　私は慌あわてて未不嶺さんの前に出た。

　緋宮至上の朝火さんの怒りから庇かばう目的だったんだけれど、決して的外れの指し摘てきじゃなかったようだ。

「……ほんとに、やばそう…？」

　私はちょっと冷静になって周囲を見回した。時刻は日にち没ぼつを迎むかえ、闇やみが広がり始めている。

　そしてここは香こう人じん地区の裏手に広がる都のアンダーグラウンド。雅みやびな世界とはほど遠い。

　いかにも遊女屋って感じの施し設せつ以外は、大半が崩くずれかけたぼろぼろの建物だ。

　道々にはすすけた衣ころもをまとう男女が、覇は気きなく座り込んでいる。時折通り過ぎる屋形車からは、今にも幽ゆう霊れいが飛び出してきそう。なのに、どこか祭りめいた雰ふん囲い気きも感じるのは、建物や木々の上部に縄なわで繫つないだ提ちよう灯ちんをずらりとぶら下げているせいだ。

　身なりのよくない荒あらくれ者や、目をぎらぎらさせた怪あやしい人々が、いつの間にかじわじわと輪を狭せばめるようにして私たちに接近していた。

「……忌いまわしいことだ」

　朝火さんが声こわ音ね通りの嫌そうな顔をした。

　聞こえたらどうするんだ、と注意する意味で私は慌てて朝火さんの袖そでを引っ摑つかんだ。さすがに衣はお忍しのび用のものをまとっているけれど、この夜見地区では生き地じからして上等だとわかる。

　それは私と未不嶺さんの衣にも言えることだった。

　つまりだ、これってどう考えても、どこかの道楽貴人三人が軽けい率そつにも護衛なしでアンダーグラウンドに迷い込んだ図、なわけで。

「み、身ぐるみをはがされる……」

　私が青ざめながら呟つぶやくと、朝火さんと未不嶺さんがむっとした。

「蹴け散ちらせばよい」

「朝火さん、あなた怪我人のはず」

「……」

「朝火に頼らずとも、私一人で問題ない」

「未み不ふ嶺ねさん、数十人を死なせないよう加減しながら倒たおせるの？」

「……」

　二人がさらに怒おこった顔をし、「じゃあどうすんだ」という目で私を見下ろした。

「朝火さん、他ほかに剣けん士したちを連れて来てくれてたりは……」

「ない。お忍びと聞いたし、胡こ汀ていたちがいるのなら平気だろうと。けだものと相あい対たいするのではないのだから」

　朝火さんはふてぶてしく答えた。

「それじゃあ、二人は夜見について詳くわしかったりする？　その、抜ぬけ道とか知ってたり……」

　彼らは揃そろって「知らぬ」ときっぱり否定してくださった。「我らは貴人だからこんな薄汚い地区の構造など知らん」と主張する、とても生意気な表情だった。

　うんそうだった、この二人って数多い貴人のなかでもトップクラスの身分を持っているんだよね。…うわああ役に立たない！

　私は月のない青あお闇やみの空を見上げ、吐と息いきを落とした。

　多勢に無勢だ、抵てい抗こうするのは逆にまずい。

「とりあえず……。囚とらわれましょう…」

　二人も小さく溜息をついた。







　二章







　夜見の住人に取り囲まれたあと、私たちはこの区の行き止まりとなる場所に連行された。

　苔こけむす巌いわ壁かべが立ち塞ふさがり、怪しい岩倉がいくつも並んでいる不気味な一画だ。

　岩倉の脇わきに建つ、崩ほう壊かいしかけの大きな宮に監かん禁きんされる。

「私ってばどんだけ囚しゆう人じん扱あつかいされる人生……」

　ただし前回とは違ちがって、押し込められた場所は牢ろう獄ごくじゃなく宮の地下室だ。

　頑がん丈じような木製扉とびらの他は、血の跡あとがにじんでいる荒あら削けずりの石いし壁かべだけ。窓はない。狭せまい室内の中心に申し訳程度の蠟ろう燭そくがぽつんと置かれている。

「前回よりひどい！　牢獄だったけど地上にあった！」

「知夏、騒そう々ぞうしい」

　石壁に寄りかかって座っていた未み不ふ嶺ねさんが、不ふ機き嫌げんな声を発した。同意するように朝火さんが深く頷うなずく。

「な、なんでお二人はそう落ち着いているんですか」

　突つっ込んでしまったが、私も前よりは多少気持ちに余よ裕ゆうがある。一いつ緒しよに囚われた二人が終始泰たい然ぜんとしているっていうのも大きいし、夜見の人にすぐに殺されるって感じもしないせいだ。

　たぶん身みの代しろ金きんを親元に要求するとか、どこかの遊女屋に売り飛ばすとか、そういう目もく論ろ見みに違いない。

「でも、みずの様の指輪がなんだか反応してる……？」

　私は自分の指にある翡翠ひすいの指輪を凝ぎよう視しした。

　お気に入りで毎日つけているんだけれど、ここに囚われてから急にひやっとし始めた。

「水神の指輪が？」

　片かた膝ひざを立てて座っていた朝火さんが私の隣となりに来て、手を取った。

「指輪が冷たくなっているんです」

　私の指を軽く摑み、それから比べるように指輪の表面をなぞる。緊きん張ちよう感かんを漂ただよわせる朝火さんが気になったのか、未み不ふ嶺ねさんが蠟燭を手にして目の前に移動してきた。長い髪かみを邪じや魔まそうにかきあげていたから、私はふと思いついて自分の簪かんざしを一本抜き、未不嶺さんに差し出した。

　未不嶺さんは驚おどろいた様子で私を見つめた。ほらっ、と催さい促そくすると少し困った顔をしながらも受け取り、器用に髪をまとめる。鏡もなしにやり遂とげるとは達人か。

「水神の指輪が意味なく揺ゆらぐはずがない。これは、危機に反応しているのかもしれぬ」

　蠟燭の明かりに浮うかぶ朝火さんの表情は、さっきまでとは打って変わって強い警けい戒かいに満ちていた。

「それは当然、囚われ中ならば危機といえるだろうに」

　未不嶺さんの言葉に、朝火さんは一度視線を上げて首を振ふった。

「神が与あたえし飾かざり物だ。人がもたらす危機になど反応するとは思えない」

「他の危険が近づいているってことですか？」

　真っ先に頭に浮かんだのは、滸こ楽らく一族の襲しゆう来らいだ。でもその考えはすぐにおかしいと気づく。たとえアンダーグラウンドとはいえ、ここは蒸む槻きの中ちゆう枢すうの地だ。

　強固な護まもりを敷しいた場所に、彼らがそうそう入り込めるわけがない。

「もっとも高い魔ま力りよくを持つのは滸楽か。しかし手引きでもせぬ限り都の界を破れはしないだろう。他の魔まならばなおさら。すると……」

　未不嶺さんの言葉に、どきりとした。遠とお凪なぎさんなら侵しん入にゆうできるんじゃないだろうか。

　私が以前にもしかしたら、国のなかに招いたかもしれないせいで。

　胸がぎゅっと引き絞しぼられる感じがした。でも、私は遠凪さんを選ばず、蒸槻の人たちと生きるって決めた。

　なら、自分が犯おかした可能性がある過あやまちについてを、早く朝火さんたちに伝えなくてはいけない。

「朝火さん、あの」

「界をくぐりぬける力を持つ者──荒あら神がみが近くにおられるかもしれない」

　私は口を閉とざし、気難しげな横顔を見せる朝火さんの言葉を頭のなかで繰くり返した。

　荒神がいる？　遠凪さんの侵入ではないの？

「不可思議なものだ。緋ひ宮みやの歩みは、荒神の気に導かれてのことなのか？」

　ふと朝火さんが苦く笑しようし、私の指を意味深に撫なでた。私はここでようやく、ずっと手を取られていたままだったことに気づき、慌あわてて身を引いた。

　どうしてか胡こ汀ていのことを突とつ然ぜん思い出してしまい、頭に血がのぼる。顔を隠かくすのに役立っていた扇おうぎは連行される途と中ちゆうでなくしてしまったので、仕方なしに両手で頰ほおを包み、熱をさます。

「それで、どうするつもりだ。ここから脱だつ出しゆつするのか」

　未み不ふ嶺ねさんが私たちを見比べ、無愛想な態度で尋たずねた。

「さあて。およそ金品目当てかと軽く考えていたからな。緋宮の行方ゆくえを捜さがしに胡汀たちが来るだろう、ならば我らは労力を無む駄だにせず悠ゆう然ぜんと待つべきかと。彼らが夜や見みの人間を一度懲こらしめてくれれば、繁はん忙ぼうの期に紛まぎれて娘むすめや若い男を狙ねらう人ひと攫さらいどももしばらくは大人しくなるはず」

「わあ、朝火さんてばステキ笑え顔がおにステキ策略……」

　策士ですね。しかし、人攫いとは別の危険があるかもしれない状態だ。帰き鼓こ廷ていの剣士たちとも連れん絡らくを取ったほうがいい気がする。

「仕方がない、動くか」

　朝火さんが身を起こし、手のひらから特とく殊しゆな隼はや鉄てつの剣けんを取り出した。扉に向かって斬きりつけるような所作を見せる。すると、神じん力りよくを含ふくんだ風圧が、分厚い扉を見事に吹ふき飛ばした。

「さあ、出ましょう」

　朝火さんが柔にゆう和わな笑みを見せ、蠟燭を片手に持って、目を白黒させている私たちに合図した。彼は一番危険な先頭を担になおうとしたんだろう。だけど足を踏ふみ出した瞬しゆん間かん、がくっと膝ひざを崩くずす。

「朝火さん!?」

「……なんでもありませんよ」

　私は朝火さんの腕うでにしがみつき、目を凝こらした。この人ってば強ごう情じようもいいとこ。

　笑顔はいつもどおりだけれど、額に冷や汗あせが浮かんでいる。私は自分の袖そでで朝火さんの額を拭ぬぐった。困こん惑わくのにじむ、やけに従順な表情を返される。

「立てますか？　歩くのもつらい？」

　楽らく奪ばい月つきに白雨さんがつけた傷は、ほぼ癒いえていると聞いた。問題は、蛇へび族の長おさに乗っ取られたときに、気力をごっそりと削けずられたことだ。その状態で夕秘関門の復興に尽じん力りよくした。

　本当は重病人といっても過言じゃないはずだった。

「朝火さんってば！　もうっ、ちゃんと休んでいなきゃだめだったのに、どうして私たちを追ってきたんですか！」

　心配のあまり、叱しつ責せきしてしまった。私の外出はお忍しのびと言いつつも帰鼓廷裏ボスの許可を得ているし、緋ひ剣けんの伊織さんと胡汀、それに未不嶺さんを同行させている。

「……置いていかれるのは、許せぬので」

　ちょっと不ふ貞て腐くされた様子で言われた。子どもですか、あなたってば！

『緋宮』のこと、好き過ぎる！

「どけ。私が先に立つ」

　未み不ふ嶺ねさんが私たちを押しのけて、通路に出ようとした。それを朝火さんが鋭するどく制する。

「剣をやつらに取り上げられているだろうが。余計なことは考えずに、下がっていろ」

「おまえの剣を貸せ」

　未不嶺さんの言葉に、朝火さんが嘲あざけりを隠した華はなやかな微笑みを見せた。

「護ご剣けん士しの持つ神剣を、ただの剣士が握にぎれると思うな」

　冷然と言い、わざとらしく未不嶺さんの手にその特殊な剣を押し付ける。

　未不嶺さんが怪け訝げんそうにしながら柄つかを握って──。

「あっ？」

　私はびっくりした。護剣士の剣が、瞬またたく間に石に変わってしまったんだ。

　絶句する未不嶺さんの手から、朝火さんがすばやく剣を奪い取った。途と端たん、息を吹き返したように剣がもとの状態に戻もどる。

「緋剣の身分が、たんなる緋宮の色いろ巳み相手に過ぎぬとでも思っていたのか？　この剣は、邪じやを斬れば斬るほどに輝かがやくものだ。緋剣ではない今のおまえは役に立たぬ」

　この薄うす暗ぐらい空間のなかでも、未不嶺さんが顔を歪ゆがめたのがはっきりとわかった。

　朝火さんは冷たく一いち瞥べつすると、明かりをかざして通路を先に進んだ。私は戸と惑まどいながらもあとを追って、ふと振り向いた。立ち尽つくしたままの未不嶺さんに気づき、戻る。

「……今は、未不嶺さんの出番じゃないってだけです。一緒にいるだけでも心強いって思ってるから」

　そう言って未不嶺さんの手を取り、少し距きよ離りが開いてしまった朝火さんを慌てて追いかける。

　通路は、監かん禁きん部屋と同様に、壁かべも天てん井じようも荒あら削けずりの岩で作られていた。

　案外高さがあり、幅はばもたっぷりと設けられている。どうもこの宮、背面に立ち塞ふさがっていた巌壁と繫つながっていたんじゃないだろうか。私たちが歩いているのは岩がん窟くつって感じがする。

「これは……思ったよりも深い岩屋だ」

　朝火さんが呟つぶやいた。あ、やっぱりそうなんだ。ってなんだかとても嫌いやな予感がするんですが。

「不思議な壁ですね……、なんか岩の奥で明かりが灯ともっているみたい」

　まさか岩の内部で燃えている？　と怯おびえながらちょんっと指先で確かく認にんしてみたけれど、熱くはない。ただ少し湿しめっている。

「もう蠟燭はいらぬな」

　朝火さんが火を消して、ぽいと捨てた。

「それにしても……夜見って仲間意識の強いところなんですか？　よく考えたら、あそこにいた人が寄り集まって私たちを捕とらえるって、変。普ふ段だんから、遊女を買いに貴人たちが訪おとずれる場所なんですよね？　そのたびに人攫いが起きているってこと？　だとすると、もっと早く帝みかどさん側で取り締しまりをしているはずじゃ……」

　だんまり状態の未み不ふ嶺ねさんに戸惑いながらも、私は淡あわく気になっていることを尋ねてみた。

「俺では答えられない問いですね。人の犯す罪については、帰き鼓こ廷ていは深入りせぬ」

　朝火さんが少し振ふり向いて言った。ちらりと未不嶺さんを見やる。

「……盗とう賊ぞくや人攫いならば、夜見に限らずどこの曲きよくにも存在する。ただ、この夜見は貴人と深く関かかわっているから」

　悩なやむ私の手を軽く引っ張り、自分のほうに注意を向けさせて未不嶺さんが淡たん々たんと説明する。

「ああ、そうか。醜しゆう聞ぶんが広がるかもしれぬという問題のみではないな。厳しく取り締まりができぬのは、それだけ依い存そんがあるということか」

　朝火さんが油断なく道を進みながら呟いた。

「うーん、後ろ暗いことをするときに貴人たちが大利用、ってわけですね。まともに調査なんかしたら、利益の独どく占せんとかの都合の悪いことまで暴あばかれちゃうかもしれない、と」

　アンダーグラウンドによくあるトラブルを想像しつつ私がふむふむと口を挟はさむと、二人は一いつ瞬しゆん、足をとめそうになった。なんですか、そのやけに切なげな顔は。

「緋宮、そういう余計なことに詳くわしくならず、季節の神事や作法をよく学びなさい」

　突然朝火さんに真顔で説教されたんですが。やだ、なんで未不嶺さんまで神しん妙みようにうなずくんですか。

　貴人二人のペースに吞のみ込まれそうになったときだった。

　目の端はしに映っていたほおずき色の壁が、一瞬どくんと脈打つように動いた気がした。

「……んー…？」

「きちんと聞きなさい。悪事ばかりに関心を向ければ、先代の二の舞まいになるんですよ。安易な手段に頼たよろうとせず自らを磨みがいて力を備えていくべきで」

　私が話をごまかそうとしているって勘かん違ちがいしたらしい。朝火さんが片手を壁につき、厳格な教師のようにくどくどとお咎とがめの言葉を落とした。私は「違う、違う」と首を振って壁を指差した。

「緋宮、往おう生じよう際ぎわが……」

「待て。今、壁が動かなかったか？」

　未不嶺さんが鋭く遮さえぎって、私の身体からだを自分のほうに引き寄せた。

　朝火さんが口を閉とざし、剣を構えて壁を凝ぎよう視しした。見間違いなんかじゃなかった。

　確かに壁の一部が脈打った。その不可解な現象は瞬く間に広がりを見せ、どくんどくんと至るところで生き物のように鼓こ動どうを打つ。

「なに、これ……？」

　どぷっととろみのある液体をかき混ぜるような音が、壁から一いつ斉せいにわき起こった。

　ほおずき色の壁を啞あ然ぜんと凝視する。内部で、なにかがたくさん蠢うごめいている？

「えっ……！」

　私は悲鳴を上げ、未み不ふ嶺ねさんの腕に摑つかまった。

　薄うすい膜まくと化した壁から、ぬるぬるした赤い液体が夥おびただしく漏もれ出てくる。

「二人ともこの水に触ふれるな。早くここから去らねば！」

　朝火さんが、硬こう直ちよくしている私たちに怒ど鳴なった。

　石の地面までもいつの間にか、ほおずき色に染まっている。

「朝火さん！　指輪がっ」

　みずの様からもらった指輪が氷のように冷たくなっているのに気づいた。

　朝火さんの予想通りに、危険の到とう来らいを伝えているんだ。

「神じん力りよくの気配を感じる……。緋ひ宮みや、我らから決して離はなれぬように」

　朝火さんの言葉に力ちから一いつ杯ぱいうなずき、私は未不嶺さんの手をぎゅうっと握った。

　一度、未不嶺さんに指を振りほどかれてしまう。少し衝しよう撃げきを覚えながら見上げると、未不嶺さんは「……利きき手は、なにかあったとき使えないと困る」と、すぐに反対側の手をしっかりと握ってくれた。そ、そうか、よかった。

　どこにあるかわからない出口を探して、分ぶん岐きの多い岩屋のなかを走り回る途と中ちゆうのことだった。未不嶺さんがふいに私の腕を引っ張り、頭を抱かかえるようにした。

「わ、わ！」

　私は未不嶺さんの胸に摑まり、奇き声せいを上げた。

　朝火さんが振り向きざまに隼はや鉄てつの剣けんを閃ひらめかせる。──膜と化した壁を突つき破って勢いよく出現した、ワニのような体たい軀くの生き物を斬きるために。

「これ、普ふ通つうの動物じゃない……!?」

　朝火さんが斬ったものは、蓬ほう髪はつと醜しこ女めのような顔を持つ生き物だった。体長は一メートルくらいか。その不気味な生き物は鴉からすとそっくりの鳴き声を上げ、石の床ゆかを苦しげにのたうち回った。朝火さんに斬られた部分から血が噴ふき上がっている。

「朝火！　まだだ！」

　未不嶺さんが壁を睨にらみ、叫さけんだ。

　一匹ぴきの登場だけではおさまらない。同じ生き物が次々と壁の膜を破って地面に落ち、私たちを見み据すえた。醜女顔のワニは黒ずんだ乱らん杭ぐい歯ばをむき出しにして、凄せい絶ぜつな笑みを作った。

『皮ひ膚ふが欲しいよう、骨が欲しいよう』

　醜女顔のワニが、人の言葉を話した。少女を思わせる甘い声こわ音ねだった。最初はよちよちとした覚おぼ束つかない足取りで近づき、唐とう突とつに獣けものめいた俊しゆん敏びんな跳ちよう躍やくを見せて飛びかかってくる。

「おまえたち、俺から離れるな！　走れ！」

　朝火さんが声を上げ、襲おそいくる醜女顔のワニを斬り捨てながら駆かけ出した。私たちは慌あわててそのあとに続いた。

　足止めされる回数が次し第だいに増えていく。壁から出現するワニがあまりにも多いせいだ。

「これ、荒あら神がみなの……!?」

　頭のなかに、蛇へび一族の姿が浮うかぶ。でも、なにか彼らとは違う気がする。

「気味の悪い化け物どもめ！」

　朝火さんが舌打ちした。一匹ずつ斬っていては、らちが明かないと考えたんだろう。

　扉とびらを吹き飛ばしたときのように、身に力をため、剣を大きく振り下ろす。

　渦うず巻まく神力の風圧が、一気に飛びかかってきたワニたちの身体を空中で四散させた。鳥とり肌はだが立つような恐おそろしい光景だった。

「さほどに力のある荒神ではない。これはむしろ魔ま物もののたぐいだ。しかしなぜ神気が感じられる──？」

「終わっていないぞ！」

　未み不ふ嶺ねさんが私を庇かばいながら、警告の声を発した。確かに強力な相手ではないようだけれども──ほおずき色に淡く輝かがやく石壁の膜を割って、またぞろぞろとたくさん飛び出してくる。

「しつこい……！」

　朝火さんが悪態をつきながら、もう一度神力の風を生み出そうとした。でも、剣を閃かそうと腕うでを振り上げたとき、立ちくらみを起こしたらしく、よろめいて片かた膝ひざをつく。

　そこを、数匹ひきのワニが狙ねらった。

「朝火さん！」

　私は未不嶺さんの腕から抜ぬけ出したあと、ほぼジャンプするような形で朝火さんのもとへ行き、ぎゅっと頭を抱だきかかえた。

「間抜け女が……！」

　未不嶺さんが暴言と同時に、一匹を蹴けり飛ばした。覆おおい被かぶさっている私の下から朝火さんも、這はい寄ってきたワニに剣を突き刺さす。だけど、背後に回ったやつを仕留めることはできない。

『皮膚、皮膚』

　嬉うれしそうに笑って醜女顔のワニが大きく口を開け、私の腕にがぶっと嚙かみ付いた。

「いっ……！」

　寒気が這い上がってくるくらいの痛みが腕を襲う。ワニが尖とがった乱杭歯で、私の二の腕を嚙みちぎろうとしていた。朝火さんが片手で私の身体をくるりと頭上からどかし、そのワニの胴どう体たいをまっぷたつに斬り裂さいた。どしゃっと大量の血や臓ぞう腑ふが地に落下する。

「い、痛いっ！」

　痛いし、気色悪い！　胴体を半分なくしたというのに、ワニは私の腕に食いついたまま落ちない。むしろ逆に嚙む力が強まってきている。

　かなりの太さのある尖った歯が何本も腕の肉に沈しずんでいくのがわかり、その感かん触しよくと痛みにぼろぼろと生理的な涙なみだがこぼれた。

「緋宮！」

　血相を変えた朝火さんが唯ゆい一いつの武器である剣を投げ捨て、私の腕に嚙み付いているワニの顎あごを摑んだ。力ずくで歯を抜こうとしている。

「朝火、代われ！　私では仕留められない！」

　未み不ふ嶺ねさんが襲いかかってくるワニたちを振り払はらい、蹴り上げながら、焦あせった様子で言った。正しい主張だ。朝火さんの剣でなきゃ、この不気味なワニたちを倒たおせない。

「朝火、早く！」

「うるさい!!　緋宮が……！」

　朝火さんは未不嶺さんの催さい促そくを激しい怒ど声せいで退けた。

　私は一いつ瞬しゆん痛みを忘れ、茫ぼう然ぜんとした。朝火さんは『緋宮』しか見ていない。必死の顔で私の腕からワニを引き剝はがそうとしている。

『緋宮』が傷つくことは、朝火さんの心を砕くだくようなものなのか。失うかもしれない恐きよう怖ふが、理性的な判断をも奪うばうのか。

「朝火！　剣を取りなさい!!」

　私は声を張り上げた。それでも朝火さんは耳を貸さず、死にものぐるいで私の腕に歯を食い込ませるワニの顎を広げようとしていた。

　だめだ、このワニをどうにかする前に、私たちの盾たてとなっている未不嶺さんが嚙み殺される。

「朝火──私を守りなさい。剣を持て」

　私は強い態度を意識して、朝火さんに囁ささやいた。ふっと朝火さんが目を上げた。

　緋ひ剣けんは、緋宮のためなら動く。

「私に仇あだなすこの者たちを、薙なぎ払いなさい」

　朝火さんの目を覗のぞき込み、刻むように命じる。

　動いて、お願い！

「……はい、緋宮」

　や、やった！

　朝火さんが捨て置いた剣を取り、ぶんっと大きく振ふり上げた。神力の風が、未不嶺さんに嚙み付こうとしていたワニたちの胴体に深い裂れつ傷しようを与あたえた。

　私は、ふはー、と安あん堵どの溜ため息いきを……って、いたたたた!!　腕のワニどうにかしたいー！

「緋宮！」

　朝火さんとポジションを交こう替たいした未不嶺さんが、私の腕にぶらさがるワニを始末してくれた。さっき渡わたした簪かんざしを髪かみから抜いて、まずワニの目を潰つぶし、そのまま奥まで深く突き刺してぐるっと顎を割っ……うわー！　ここまでしか正視する勇気がなかった！

「傷が深い」

　舌打ちとともに未み不ふ嶺ねさんが衣ころもの裾すそを裂いて、それを私の傷口にきつく巻き付けた。

　うええ、衣が血で染まってる。あ、なんだか貧血で、どうしよう。

「立てるか、緋ひ宮みや」

「は、はい、このくらいなんでもないです。逃にげましょ……」

　心配そうな未不嶺さんの腕を借りて立ち上がった瞬しゆん間かん、思った以上に出血の量にショックを受けていたのか、ぐらっと後方に倒れかかった。慌てて壁かべに手をつき、体を支える。

「……ん？」

　ぐちゅっと手が、壁のなかに沈んだ。

「え、え？」

「緋宮！」

　そのまま、ずぶずぶっと身体からだが壁のなかに飲み込まれる。未不嶺さんがぎょっとして反対側の手を摑つかみ、私を引っ張り出そうとしたけれど、彼の力だけでは無理だった。

　まとめて数匹を斬り捨てた朝火さんがこっちに顔を向け、目を見開く。

　や、やばい、私どうなるのこれ。って狼狽うろたえている場合じゃない。

　未不嶺さんの手を離はなさなきゃ、巻き添ぞえにしてしまう。

「ばか、緋宮……！」

　すみません、という言葉は届けられなかった。

　未不嶺さんの指を振り払った瞬間、身体がほおずき色をした壁の奥に勢いよく沈んでいったからだ。




[image: ]




　──そしてどたっと別の空間に落っこち、尻しり餅もちをついた。

「痛いっ」

　腕も痛いし、思い切り腰こしも打った！

　私は涙目でうめきながら上半身を起こし、恐る恐る周囲に視線を配った。

「……ここ、どこー？」

　やけにがらんとした黴かび臭くさい部屋だった。監かん禁きん部屋を五倍ぐらいに広げた感じ。ただし荒あら削けずりの石いし壁かべは、向こうと異なり円を描えがくような形をしている。

　窓どころか、扉とびらもない。いったいどうやって出入りするんだろう。

「って、私は壁かべ抜ぬけして入ってきたんだっけ……」

　明かりは乏とぼしい。壁かべ掛かけ式の蠟ろう燭そくが私の身長の位置あたりに二つほどあるだけで、かなり薄うす暗ぐらい。広いせいもあって奥側は闇やみの色に沈んでいる。

「え？」

　その奥側の暗がりに、なにかが潜ひそんでいると気づいた。

　私は緊きん張ちようと恐れで喉のどをからからにさせながらも、そちらの様子をうかがった。

　生き物の気配だ。さっきのワニが隠かくれているのかと胸が冷えたけれど、どうも違ちがう気がする。

　私は大きな音を立てないよう注意しながら立ち上がり、壁の蠟燭を手に取ってゆっくりと近づいた。

「兎うさぎ？　……え!?」

　暗がりに潜む生き物の正体がわかり、私は蠟燭を取り落としそうになるほど驚おどろいた。大きな声に反応してその生き物が突とつ如じよ、ぎゃあああと狂くるったような凄すさまじい鳴き声を上げ始める。

　私は身をすくめた。闇のなかにいたのは、人間の子どもと同じ大きさを持つ白兎だった。

　ところがその白兎は──異常な状態で枷かせに繫つながれていた。

　白い腹に大きく、呪まじないの文字が書かれている。

「噓うそ……！　ひどい！」

　私は片手で口を覆おおった。耳の片方が半分ちぎり取られている。それだけじゃない。両足の肉が、まるで生きたまま食べられたかのようにごっそりと削そぎ落とされていた。腿もものあたりから細い骨がむき出しになっていて、先せん端たん部分が黒ずんでいる。

「なんで、こんなひどい姿に!?」

　白兎はこぼれそうなほどに目を剝むき、血色の唾だ液えきをまき散らして激しく鳴いた。

　私はその憎ぞう悪おに満ちた叫さけびに気け圧おされ、ぺたりと腰を落としてしまった。手から離れた蠟燭が石いし床ゆかを転がり、炎ほのおをか細くしたのに気づいて、慌あわてて持ち上げる。

「ど、どうしよう……！」

　蠟燭を石床の安定した場所に立てたあと、私は両手を白兎に向かって伸のばした。自分の腕うでにある怪け我がなんてこの兎のむごい姿に比べたら、かすり傷程度のものでしかないだろう。

　白兎は、さらに強きよう烈れつな鳴き声を聞かせた。私を恐おそれ、憎にくみ、全身全ぜん霊れいで威い嚇かくしている。

「だ、だめ、暴れないで！　傷に響ひびくよ……！」

　伸ばした手に、嚙かみ付かれそうになった。

　でもその白兎はなぜか唐とう突とつに鳴くのをやめて、じっとした。急に理性を取り戻もどしたような反応に、私は手を引っ込めてびくびくした。

「あの……」

　大きさからしてもう普ふ通つうの兎じゃないっていうのはわかる。

　蒸む槻きはある意味、なんでもこいのフカシギ世界だ。ここで考えられる可能性は、兎の正体は魔ま物ものか妖あやかしで、しかも言葉を解するくらい利口なんじゃないかってことだった。

　白兎は、ぎゅっと自分の胸を押さえる私の手に真しん剣けんな視線を注いでいた。

「あっ、みずの様の指輪？」

　もしかして、と思い、そうっと指輪をはめているほうの手を兎に近づける。正解だったらしく、兎の目が指輪と私の顔を忙せわしなく行ったり来たりした。縋すがる気配を感じる。

「あなたは魔物じゃなくて神様なの？　水の柱はしら神がみの一人、みずの様を知っている？　私、みずの様と友達なの。時々お会いして文ふみのやりとりもしているよ。この指輪はみずの様からもらったもので……」

　そこまで慌ただしく言ったあと、自分が何者なのかを伝えていないと気づいた。

「私、天あま野の知夏って言います。ええと、新しん暦れきの護ご女じよ……緋宮です」

　それを聞くと、白兎は人間のように涙なみだをたくさん落とし始めた。

「もしかしてなにか、しゃべってる……？」

　不ふ明めい瞭りような泣き声に必死に耳を傾かたむけ、目の前が真っ暗になるような気持ちに襲おそわれる。

　白兎は『痛いよ、苦しいよ』と言っていたんだ。

「た、助ける！　助けるから……！　泣かないで！」

　頭のなかに、蛇へび一族の長おささんやときごえ様の姿が浮うかんだ。

　死なせたくない、あんな辛つらい思いをするのはもう嫌いやだ。

「動かないでね、これを外すから！」

　白兎の首にはめられている枷に触ふれようとしたとき、背後でがたっと硬かたい音がした。

　泣き続ける白兎を背に隠し、私は身体ごとそちらに向き直った。壁の一部に亀き裂れつが入り、そこを中心にして勢いよく崩くずれ落ちる。人が通り抜けできるくらいの大きさにだ。

「──緋宮！」

　飛び込んできたのは、朝火さんと未み不ふ嶺ねさんだ。

「二人とも、こっち！」

「緋宮、無事なんですか！」

　朝火さんが駆かけ寄ってきて、力強く私を抱だき寄せた。胸に頭を押し付けられる。

　朝火さんは汗あせをかいていて、すごく心臓をどきどきとさせていた。呼吸も荒あらい。

「おまえたち、早くここから出ないと──なんだ、その魔物は」

　焦じれったそうな声を上げた未不嶺さんの視線が、怯おびえている白兎に向かう。私は慌てて朝火さんから身を離し、首を振ふった。

「違う、魔物じゃありません！　その子を助けたいんです、枷を外……っ!?　朝火さん、なに!?　お、降ろして！」

　再び距きよ離りをつめた朝火さんにいきなり抱きかかえられ、私は驚きよう愕がくの声を上げた。

「待って、どこへ行くの？　兎を助けないと！　あの子はきっと神様だよ！」

「見知らぬ神に慈じ悲ひを注ぐ余よ裕ゆうはありません。あなたをここから逃にがすのが先だ」

「朝火さん、ダメだってば！　降ろしなさい!!」

　叱しかり飛ばすと、闇のなかでもよく輝かがやく鋭するどい目で睨にらまれた。

「緋ひ剣けんは、緋宮のためにある。……俺にまたも主あるじを失えと？　お断りする」

　視線が深く絡からんだ。吞のまれそうなほどの仄ほの暗ぐらい執しゆう着ちやくが見えた。

　焦あせりとは裏腹に、なんだか歪ゆがんだ喜びが胸の片かた隅すみに生まれたときだった。白兎が一層激しく泣き始めた。私たちは同時にはっと振り向いた。

　壊こわれた壁かべの穴から、顔の半分が鱗うろこで覆われている奇き妙みような男が姿を見せた。

　その人は一見三十代後半くらいで、ぼろぼろの色いろ褪あせた衣ころもを何枚も着込んでいた。引きずる裾すそが、まるで尾おのように長い。

「うふふ、精気溢あふれる男じゃ。まことよい。おれの傀儡くぐつどもが言うてた通りじゃあ」

　鱗で覆われたいかつい顔をくしゃっと歪めるようにして男が笑った。どこか発音が不自然だった。

「しかし、女はいらぬと言うたのに。ええい、攫さらってくるとは愚おろか者どもめ」

　朝火さんたちから私へと移動した視線が、急に怒いかりを帯びた。

「あなたは誰だれですか！　それに、どうしてこの兎にひどいことをしてるの！」

　私は朝火さんの頭というか首にぎゅっとしがみつきながら、男に問いかけた。べ、別に、怖こわいわけじゃないんですから！

「おれの兎を狙ねらっているのか、女。だめじゃあ、だめじゃあ、渡わたさぬぞ」

「いやっ狙ってるんじゃなくて。なんで監禁してるんですか！　そっちこそだめでしょう！」

「兎と神がみの血肉は、贄にえに精力を与あたえるぞ。たくさん贄がいるんじゃあ。うふふ、捧ささげれば、輝くお方がおれの願いをかなえてくださる」

　や、そのいかつい顔と体つきで、かわいくうふふと笑われても！

「……って贄？　輝くお方？」

　私がいぶかしげに呟つぶやくと、男は「そんなことも知らないのか、無知な女め」という嫌な顔をした。知らなくて当然だってば。

「おまえと違って大層美しい方が、贄を捧げればおれを人にしてくれると言うたのだ。汚よごれた水みな底そこを漂ただよう我が卑ひの和わ爾に族も、これでようやく日の目を見る」

　自身を卑の和爾族と蔑さげすんだ男は、夢見る眼まな差ざしで顔の鱗をざらざらと撫なでた。

「あなたも神様なの……？」

　神様が人間になりたがっている？　私は混乱した。神様のほうがランクが上じゃないのか。

「違ちがいます。この醜みにくき者は神ではない。荒あら神がみにすら届かぬ卑ひ俗ぞくな穢え主ぬしの一族だ。長い年月が爪つま先さきほどの魔ま力りよくを与えたというだけの、腐ふ泥でいにまみれた川の主ですよ」

　朝火さんがいつもどおりの歯に衣きぬ着せぬ説明をした。

「こ、こらっ、朝火さん！　その毒どく舌ぜつが相手の怒りをあおって危険を呼ぶわけで、ここは無事に乗り切るためにちょっと言葉を選んでですね……！」

「愚かな穢主が兎神を捕とらえて血肉をはぐとは。愚ぐ行こうにもほどがある。陽ひ女め神がみの神しん威いのもとで、よくもやってくれる」

　朝火さんが吐はき捨て、私を肩かたに担かつぐようにして抱かかえ直した片手の剣けんを軽く振る。

　ちょっ、私を見て「……重い。コレを担いで剣を使うのはしんどいな」って億おつ劫くうそうに溜ため息いきをつくくらいなら、なぜ降ろしてくれないんですか！

　私は無理やり朝火さんの肩から飛び降りた。そんな腹を立てた顔をしないでください、もう。

「……穢けがれし者は、皆みな殺ごろしにする」

「ま、待ちなさーい！」

　朝火さん、だからあなたはほんとに顔に似合わず武ぶ闘とう派はすぎる！

　和爾族の男がすごく意味深な発言をしたじゃないか。戦う前にちゃんと詳くわしい話を聞かないといけないのに。緋剣が個性的すぎて、私、従わせる自信がないんですが！

　それまで沈ちん黙もくしていた未み不ふ嶺ねさんが、犬のように喉のどを鳴らして威嚇する和爾族の男を見やり、ふと口を開いた。

「──薬神たる兎神の血肉を、贄に与えるというのか？」

「うん？　おお、おぉ。おまえ、よき顔よのう」

　和爾族の男はどうもその、美しい人間が好きなんだろうか。

　さらさらとした長い髪かみの未不嶺さんを見て威嚇をやめ、媚こびる目をした。一ひと目め惚ぼれとかの甘い感情が芽生えたんじゃなく、あくまで『容姿』にこだわっているようだった。

「そうじゃあ。この陽ひの国を抱いだく美しきお方が、精力溢るる贄をたんと捧げよとなあ」

「──陽の国を抱く……？」

　背筋がぞっとした。それはまさか。

「陽ひ女め神がみ……、架か々が裏りさんのこと？」

　怖こわ々ごわと呟いた私を、朝火さんが凝ぎよう視しした。

「おれは日の下を歩いてみたい。だが陽の輝きは、我ら一族にはまさに火のごときよ。我らの皮を焦こがしてしまう。陽の地にはこうまでも美しきものがたんまりあるというのに、我らは薄うす暗ぐらい水底から眺ながめて羨うらやむだけ。人になりたい人になりたい、人に人に人になあ」

　だだをこねるように和爾族の男が足を踏ふみ鳴らした。

「おまえのような美しいおとこになりたい。珠たまの肌はだ。髪は蜘蛛くもの紡つむぐ糸のようじゃ。もったいないから、おまえは贄にはせぬ。そのまろき肌をおれにおくれ？　おれは美しいおとこになる。そうして我ら、人の一族にとってかわるのじゃあ」

　な……なんだってー！

　仰ぎよう天てんした瞬しゆん間かん、足を踏み鳴らしていた和爾族の男が変化した。

　襤褸ぼろの衣を弾はじき飛ばし、窓のないこの部屋を押しつぶすのかというほど身体からだを膨ぼう張ちようさせていく。めきめきと骨まで膨ふくらむ音がした。

「ああ、早く皮ひ膚ふがほしい」

　人の原形はもうどこにもない。瞬またたく間に巨きよ大だい化し、全身を鱗で覆おおったぶよぶよの肉につ塊かいとなった。そして、がぱっと口を開く。私は目を疑った。頭の後ろまで裂さけていそうな乱らん杭ぐい歯ばの覗のぞく大きな口から、ぼろぼろとなにかがこぼれ落ちてきた。

「これ、さっきのワニ……!?」

　私は悲鳴を上げた。巨大化した男は、ほおずき色の壁から飛び出てきた醜しこ女め顔のワニとそっくりな生き物を次々と吐き出している。

　どうする私！　ええと、ええと！　陽ひ女め神がみ様みずの様、あとその他ほかの蒸む槻きの神々、どうか力を貸して！

　私はとにかく皆みなを守らなきゃと思って、朝火さんの前に仁に王おう立だちした。

「さ、下がってて！　私がなんとかします！」

　意気込んでそう宣言すると、朝火さんが首筋をくすぐるように甘く苦く笑しようした。

「ばかですね？　これは緋剣の戦いだ」

　えっ、と振り向いた瞬間、腕うでがすっぽ抜ぬけそうなくらいに強く摑つかまれ、後方に立っていた未み不ふ嶺ねさんのほうへと突つき飛ばされた。

　未不嶺さんが反射的といった動きで駆かけ寄り、勢い余って転びそうな私を両手で抱だきとめる。

　私はあたふたと未不嶺さんの腕にしがみつき、朝火さんに顔を向けた。

「朝火さん……！」
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　異形と化した男の口からざらざらっと濁だく流りゆうのようにこぼれ落ちるワニたちを踏み台にして、朝火さんが俊しゆん敏びんに突っ込んでいく。

　和わ爾に族の男が、爪つめだけがやけに伸のびた太い肉塊の手を伸ばし、接近する朝火さんを握にぎりつぶそうとした。それを軽かろやかにかわして、手首と思われる部分を一刀両断する。

　和爾族の男が耳をつんざくような悲鳴を上げた。

　朝火さんは下から上へと剣を振り上げ、でっぷりと肥えている鱗の腹部を縦一文字に斬きり裂いた。袋ふくろの口のように開いた腹部から数えきれないほどの醜女顔のワニたちが噴ふき出し、地面を覆っていく。

「朝火さん!!」

　駆け寄ろうとする私を片かた腕うでで押しとどめ、未み不ふ嶺ねさんは兎と神がみのいる壁かべ際ぎわに後退した。

　和爾族の男は怒りに染まった目を忙せわしなく回転させ、ワニたちの波に吞のまれた朝火さんを押し倒たおそうと、ぐうっと前のめりの体勢を取った。

「朝火！　やめて、だめっ、こんなの……！」

　朝火さんが殺されてしまうという恐きよう怖ふを、私は力ずくで身の底にねじ込めた。

　違う違う!!　死ぬはずない、もう泣きわめいたりするものか！

「わ、私の緋ひ剣けんなら──生きて戻もどってきなさい！」

　叫さけんだ瞬間、和爾族の男の身体が、どくっと一度大きく脈打った。朝火さんを抱え込んだ部分から、細い触しよく手しゆに似たなにかが無数に湧わき出てくるのが見えた。

　蔓つるだ。花の蔓。それが広がって、縄なわのように和爾族の男をがんじがらめにした。床ゆかや壁かべにも伸びて、逃にげ惑まどうワニたちを容よう赦しやなく搦からめとる。

「やばいですこの蔓、私たちのほうにも来たー！」

　未不嶺さんの腰こしにしがみつきながら、私は叫んだ。包み隠かくすように未不嶺さんが私の背に両りよう腕うでを回す。守ろうとする意志を感じる腕だった。

「……あれ？」

　私は瞼まぶたを無理やりこじ開け、未不嶺さんの胸から恐る恐る顔を上げた。木の根のようにみっしりと部屋中に張り巡めぐらされた蔓は、私と未不嶺さん、それに兎神を避さけている。

「どういうこと？」

　不思議に思いながら視線をさまよわせたときだ。

　無数の蔓によって床や壁におさえつけられたワニたちが、見る見るうちに石化し始めた。

　親玉である和爾族の男にも変化が生じている。悲鳴を上げて揺ゆれるその身に苔こけが生え始めていたんだ。蔓に精気を吸われているようだった。

「これ、朝火さんが……？」

　緋剣の力なのか、と驚おどろいた直後。和爾族の男が断だん末まつ魔まの叫びを上げた。鼓こ膜まくが破れそうな凄すさまじさに私はおののき、未不嶺さんの胸に耳を押し付けた。未不嶺さんが私の頭を抱え込んだ。

　その悲鳴を最後に、巨大な身体は完全に石化し、幾いく重えにも蔓を巻き付けたオブジェとなった。

　静せい寂じやくが押し寄せる。私と未み不ふ嶺ねさんは、色とりどりのきれいな花を咲さかせる蔓のオブジェをぽかんと見つめた。数秒後に我に返り、急いで駆け寄る。

「……朝火さん！」

　茶色の蔓をぶっちぶちに引きちぎって朝火さんを捜さがす。

　オブジェと一いつ緒しよに石化していたらどうしよう、持ち帰って九く支しさんに祈き禱とうしてもらえば元に戻るだろうか、と余計な不安を膨らませ、泣きたい思いを抱く。

「朝火さん、どこ！　お願い、返事をして。どこにいるの！　……朝火！　答えなさい！」

　巨大なオブジェの蔓と格かく闘とうしながら大声を上げたときだ。

「はい、緋ひ宮みや」

　私が捜しているところから少し離はなれた位置にある蔓が、もごもごと動いた。未不嶺さんが手早くそこの蔓をひっぺがしてくれる。私は未不嶺さんの横から潜もぐり込むようにして、オブジェの下部……おそらく和爾族の男の足あし下もとになるんだろうくぼんだ場所を覗き込んだ。

「緋宮」

「朝火さん……！」

　うわああ生きてた、石化してなかった！　蔓に巻かれまくって身動きできないみたいだけれど、無事だった！

「しっ、心配させて！　ほんとＳ様なんだから！」

「えすさま……？」

「知夏、どけ」

　未不嶺さんは、目を三角にして怒おこる私を下がらせると、朝火さんの身に巻きついている蔓を器用に外していった。

「助かった」

　朝火さんは偉えらそうに礼を述べ、未不嶺さんの手を借りて、くぼみから這はい出ようとした。

「……ああ、剣けんを忘れるところだった」

　途と中ちゆうで思い出したように振ふり向き、朝火さんがくぼみの奥に手を伸ばす。ずるっと、オブジェに刺ささっていた剣を引っこ抜く。

「あっ、剣が」

　緋剣の持つ特とく殊しゆな剣。それが今、刀身全体に赤い花の模様を散らしていた。

「花の絵が増えてる？」

　私たちが見守るなか、模様は複雑な動きを見せ、刀身の一部にとどまる程度に減っていく。

「不思議だ……」

　目を見張って呟つぶやくと、くぼみから完全に這い出てきた朝火さんがちょっと疲つかれた様子で石いし床ゆかに座り、苦笑した。剣を消し、首の後ろを揉もむように撫なでる。

「不思議もなにも。緋宮が蒸む槻きと調和を果たしつつあるから、我らの剣も力を増しているんですよ」

　ということはやっぱりこのオブジェは、朝火さんの剣がやったものなんだ。

「さすがに疲れました」

　朝火さんが「けっこう頑がん張ばったんだから褒ほめろやー」というように私に軽く寄りかかった。やだこの人、ほんとＳ様だ。怪け我がしている側の肩かたにわざと頭を乗っけた！

「……ご苦労様です」

　私は眉み間けんに深い皺しわを作りながらも、ねぎらった。くすっと朝火さんが笑ったのがわかった。未み不ふ嶺ねさんが戸と惑まどいの目で私たちを見下ろしている。

　違ちがうんですよ、これは私に懐なついているのではないのです、嫌いやがらせなのです、と真実を伝えたくなった。

「俺はよき緋剣でしょう？」

　朝火さんは視線を上げ、期待のこもるきらきらした表情を見せた。

「……はいはい。よい緋剣です」

　そう答えないとあとが怖こわい。

　妙みように儚はかない気持ちになって遠くを見つめたときだった。一いつ瞬しゆん、地鳴りのようなものを感じた。朝火さんがゆらっと身を起こし、からかいの余よ韻いんを消し去って鋭するどい目を周囲に注ぐ。

　ぱらっと、天てん井じようから砂すな埃ぼこりが落ちてきた。

　私たちは同時に「……まさか」と顔を見合わせた。

「気のせいでしょうか、崩ほう壊かいの危機って言葉が脳のう裏りをよぎりました」

　私は心底否定してほしいと願いつつ、二人を見つめた。

「崩くずれますね、これは」

「宮が壊こわれるのだろう」

　お二人が、うん、とかわいらしくうなずいた。

　……ぽやんとしている場合じゃなーい！

「にっ、逃げましょう！　その前に兎と神がみ様の枷かせを！」

　私は這いながら壁際の兎神のほうへ近づいた。和爾一族を討とう伐ばつできたためなのか、兎神の首にあった枷は消えている。だけどもこの足では自力で動くことなど不可能だ。

　私は急いで衣ころもを一枚脱ぬぎ、ぐったりしている兎神の身体からだを包んだ。

「ごめんね。痛いだろうけど、少し辛しん抱ぼうしてください！」

　兎神が弱々しく目を開ける。私は兎神を抱だき上げ、二人に顔を向けた。

「緋宮。しかし、先ほどの穴はこの石化した和爾の男の身で塞ふさがれていますが」

　朝火さんが冷静に指し摘てきした。

「閉じ込められてる！」

　私は青ざめた。窓もない部屋だ。外へ出る方法がわからない。

「朝火さん、さっきはどうやって壁に穴をあけたんですか！」

「……あの壁に緋宮が飲み込まれたあと、我らも入ろうとしたのですが。仕し掛かけられていた術にはねのけられてしまいましたので、力任せに叩たたき斬きりました」

「さ、さすが武ぶ闘とう派は！　ぜひ今、ここでその妙みよう技ぎを！」

「もう神じん力りよくを使い果たしたようなので、無理ですね」

　眉まゆひとつ動かさずに平然と却きやつ下かしてくれました。いや、おもわず無表情になってしまうくらいヤバイ事態って気が。

「……地鳴りが、強まったが」

　未み不ふ嶺ねさんがぽつっと言った。なにこの絶体絶命な空気感！　そして突とつ破ぱ口こうがまったく見当たらないんですが！

　内心頭を抱かかえたときだった。地鳴りとはまた別の、ごごっという重い音が左手の壁かべの奥から聞こえた。巨きよ大だいな生き物が地面を這っているように思えた。

「……なにかが壁の向こうにいますね。和爾の眷けん属ぞくでしょうか」

「お願い朝火さん、冷静に言わないで！」

「おまえたち、そんな話よりもここから出る手段を考えるべきだ。そもそも緋宮が私を緋ひ剣けんに指名していれば、こうまで苦戦することなどなかったのに。まったくまれびと女め神がみは……」

「だから未不嶺さんものんびりと叱しかるとか……！」

　よくわかった。この二人は根本が貴人思考で危機感に欠けている！　それに朝火さんは自分の命をあんまり大事にしていない！

　私がなんとかせねば。しかし私の特技って椰や真まちゃんと碁ご子こちゃん召しよう喚かんくらいか……この場面では役に立たないかも。そう悩なやんで焦あせりを強めたときだ。

　外側からなにかがごつっ、ごつっと繰くり返し壁かべに衝しよう突とつする音が響ひびいた。

　私たちは揃そろって壁を凝ぎよう視しした。一部にぴきっと亀き裂れつが入る。

　朝火さんが自分の手から再び剣を取り出した。未不嶺さんが私の前に立ち、庇かばう。

「俺が敵を引きつけますので、そのあいだに外へ出てください」

　朝火さんが告げた瞬しゆん間かん、壁が崩れ、大人が余よ裕ゆうで通り抜ぬけできるくらいの穴が開いた。私は絶望的な気持ちでそちらを見つめ──すぐに未不嶺さんの後ろから飛び出して、駆かけ寄った。

　壁の穴からにゅるっと顔を出した、特大の蛇へびにだ。

「緋宮!?　殺されたいのか！」

　未不嶺さんが驚きよう愕がくの声を上げて私をとめようとしたけれども、大丈夫！

「これ、胡こ汀ていの蛇だー！」

　巨きよ木ぼくのように太く、白い胴どう。ところどころに紫むらさき色いろの縞しまがある。ご主人様そっくりなふてぶてしいこの目つき、間ま違ちがいない。しかも私の髪かみを齧かじろうとしているし。

　まさか自分の人生で、蛇に頰ほお擦ずりする日が来ようとは……っていうかおまえ、以前見たときよりでかくなってない？　うわあ胴が穴に挟はさまっているよ。無理してこっちに入ってこなくていいです！

　警けい戒かいする未み不ふ嶺ねさんを促うながし、大だい蛇じやが開けてくれた穴から通路へ出る。

「え？　なに。背中に乗れって？　出口わかるの？」

　大蛇が肯こう定ていするように、にゅるにゅると蠢うごめいた。胡こ汀ていさん最高！

「このような不気味な魔ま物ものに乗れと？」

　未不嶺さんが信じられないという態度で、胡汀の呪じゆ術じゆつで作られた大蛇を見つめた。朝火さんはさすがに慣れたもので、さっさと大蛇の背に乗り、兎と神がみを抱えている私に手を差し伸のべた。

「ここに残りたいなら、とめぬが？」

　朝火さんがにこやかながらも辛しん辣らつにそう言った。

　なにか文句を言おうとしたんだろう、未不嶺さんが顔をしかめて口を開いたときだった。ばらばらっと天井から石のかけらが降ってきた。

　どこか遠くで土ど砂しや崩くずれのような凄すさまじい音が響き、その震しん動どうがこちらにまで伝わった。

「未不嶺さん、行きましょう」

　呼びかけると、未不嶺さんは一呼吸ののち、大蛇の背に飛び乗った。
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　胡汀が寄よ越こしてくれた大蛇のおかげで私たちは間かん一いつ髪ぱつ、崩壊する岩屋のなかから脱だつ出しゆつすることができた。岩屋の内部から都の外に通じているらしい。私たちが出たのは夜や見みの宮があるほうじゃなくて、背面に立っていた巌がん壁ぺきの裏手側にあたる場所だった。

　あたりは真っ暗。深い木立のなかだ。土の匂においを含ふくむ湿しめった秋風が衣のなかに滑すべり込む。

「隠かくし通路があるとは、由々しきこと。帰き鼓こ廷ていには知らされておらぬが、回かい絽ろ廷ていはどうなのか」

　朝火さんは蛇の背から私を降ろして自身も横に並ぶと、難しい表情で未不嶺さんを見やった。私は兎神を抱え直し、そうっと朝火さんの袖そでを引いた。

　朝火さん朝火さん、その疑問を追つい及きゆうする前に、こっち。

　大蛇を寄越してくれたってことは、当然その召喚者がいるわけで。

　生せい還かんを果たした私たちのそばに、その、たいまつを持つ緋剣の二人が。

　目を合わせられない。普ふ段だんは温おん厚こうな伊織さんまでが鬼おにの顔をして私を睨にらんでいる！　胡汀なんてもうもう、この漂ただよう殺気だけで呼吸をとめられる！

　いや、二人のお説教を聞くのもあとだ。私は自分の腕うでのなかにいる兎神を見下ろした。

「──椰や真まちゃん、来て」

　呼んだ瞬間、なにもない空中からばさっと羽の音が降ってきた。

「何用か、女神」

　マイ飛行機椰真ちゃんが出現し、私の近くにある岩の上に降り立った。いつものように背中にはり付いてこないのは、どうやらご機き嫌げん斜ななめであるせいらしかった。

「ねえ椰真ちゃん。兎神様の傷って帰き鼓こ廷ていの祈き禱とうで治せるかな？」

　私は椰真ちゃんに兎神の傷の具合を見せた。

　胡こ汀ていと伊織さんが複雑な感情は一いつ旦たん脇わきにのけたようで、怪け訝げんな顔をして集まってきた。

「くき。無理だ。帰鼓廷の力では神なるものの血肉の蘇そ生せいなどできようはずがない」

「……そうなの？」

「みずののもとへ連れて行くか？　兎神も蜜みつ葉はの森に住む者だ。かの水神ならば治ち癒ゆができるやもしれぬ」

「うん！」

「では急がねば。その神、放ほうっておけばいずれは祟たたりをもたらす荒あら神がみと成り果てる。目の色が落ちてきているぞ」

　胸がぎゅっとなった。兎神は、どこか虚うつろな赤い目で私を見上げていた。

「椰真ちゃんの術で、みずの様のところに一いつ瞬しゆんで運べる？」

　兎神を連れての瞬間移動は無理なんだろうか。

　椰真ちゃんが考え込むように羽をぱたぱたさせた。

「どうだろうか。みずののほうから門を開けてくれれば、その神気を目指して渡わたれるのだが」

　難しいらしく、けききくききと悩んでいる。

　私は兎神を、悩める椰真ちゃんに渡し、自分の手から指輪を抜いた。

「これ持っていって。みずの様のところに通じてる」

「きけ。そうか。よいのか？　渡りの術の糧かてとすれば、壊れるかもしれぬ」

「うん。みずの様に、かわりに謝っておいてね。それから兎神様をよろしくね」

　私は少し悲しく思いながら兎神のこけてしまっている口まわりを撫なでた。兎神が目を瞬またたかせて、また寂さみしげに泣き始めた。『苦しいよ、帰りたいよ』と不ふ明めい瞭りような声で訴うつたえている。

「大だい丈じよう夫ぶ、帰れるよ。傷もきっと治るからね」

　私は励はげますように囁ささやいた。

　椰真ちゃんがひとつうなずき、兎神を抱えてばさっと飛び上がった。

「行ってくる」

　私は手を振ふった。椰真ちゃんが羽の一枚をはらはら落として、闇やみ夜よのなかに姿を消した。

　きっと助かるよね。蒸む槻きの守護者っていう緋ひ宮みやが祈いのっておけば、いくらか力になるかも。たくさんお祈りしておこう。

　すでに見えなくなった椰真ちゃんの姿をいつまでも追うようにして空を仰あおいでいると、誰だれかがわざとらしく咳せき払ばらいした。私は嫌いやな予感がし、ぎくしゃくと振り向いた。

「──緋宮」

　きた。きたきたっ。

　伊織さんと胡こ汀ていがたいまつを朝火さんたちに乱暴に押し付けて、私の前に立った。夜風が急に冷たさを増した気がする。私は限界まで身を小さくした。どんなバイオレンスが待っているのかと震え上がったとき、二人がざっと両りよう膝ひざをついて頭を下げた。

「え？」

「処しよ罰ばつを、緋宮」

「胡汀……？」

「我ら緋ひ剣けん、主しゆたる方から離はなれ、怪け我がを負わせてしまうとは」

「伊織さんまで、そんな。あ、怪我ってこれのこと……」

　私は戸と惑まどいながら自分の腕を見下ろした。痛みが消えたわけじゃないけれど、しだいにそれに慣れてきていたため、忘れていた。右みぎ腕うでの袖が血にそまり、ちょっと重い。というか、意識した瞬間、立ちくらみに襲おそわれたんですが。

「でも、私よりも朝火さんのほうが怪我をしてるから」

　そう言ったのに、二人は身を起こさない。どころか。

「俺の咎とがだ。やはり帰き鼓こ廷ていからお連れすべきではなかった。おのれの浅せん慮りよが花のごときお方を散らしてしまうとは」

「伊織さんってば、私大だい丈じよう夫ぶ！」

　私は慌あわてて二人の腕を引っ張り上げ、立たせた。

　胡汀の視線と一瞬だけ交差する。全身に鳥とり肌はだが立った。私を叱しかりたいとか、腹を立ててるとか、そういうのとはなにか違ちがう。殺してやりたいな、っていう感じの凄すごい目だった。

　私はびっくりして胡汀の手をぎゅっと握にぎった。すると胡汀が瞬きひとつで今の凄みをきれいに消し去り、いつもの見慣れた生意気な表情を浮かべた。私の手を自然な動作で離すと、木々の枝を揺ゆらして遊んでいる大だい蛇じやに近づき、術を解いて土に戻もどす。

「──緋宮、司し狼ろうにお乗りください。お報しらせしたいこともあるし、お聞きしたいこともある。まずは休み処どころに戻りましょう」

　立ち尽つくす私の背をやんわり押して、伊織さんが木に繫つないでいる司狼のもとへと促うながした。

「はい。あの、伊織さんたちは無事でしたか？」

「お話はあとで」

　伊織さんが優やさしく微笑ほほえみ、私を司狼の背に乗せた。もう怒おこっていないらしい。

　全員分の司狼はいないので、みんなで相乗りをする。

　私や朝火さんの怪我に気を遣つかってくれたのか、伊織さんたちは司狼をゆっくりと走らせた。そのため香こう人じん区にある休み処にたどり着いたのは、幼子が眠ねむりにつく時刻を大きく過ぎたあとだった。何日も経過したわけじゃないのに、この部屋が妙みように懐なつかしく思える。

　部屋に入ってから、すぐに伊織さんがどこかへ姿を消した。私や朝火さんたちは岩屋での戦いで埃ほこりまみれだったので、まずは湯ゆ浴あみをさせてもらう。湯室は大たい抵てい、一階にあるんだけれども、胡こ汀ていが私の疲ひ労ろう具合を考えて、室内で身体からだを洗えるようわざわざ湯ゆ桶おけを借りてきてくれた。

「なにかあったら呼べ。戸の外にいるから」

　未み不ふ嶺ねさんと朝火さんが連れ立って湯室へ向かったあと、胡汀もそう告げて部屋を出た。

「おー、気持ちいい温度だ」

　私はお湯に手を浸ひたし、深いため息をついた。湯桶は、仕切りの奥にある一室に運んでもらった。ただしこちらは寝しん台だいや長持なども置かれているので、狭せまい。

「もし誰だれか入ってきたら、丸見えだなあ……。決して誇ほこれる身体からだじゃないのが切ない。……カーテン作ろ」

　私は呟つぶやき、部屋の片かた隅すみに立てかけられていた物もの干ほし竿ざおのような長い棒を手に取った。

　私の身長くらいの高さにしたい。そう考えて室内を見回し、左右の先せん端たんを水平に格こう子し壁かべの出っ張り部分、そして飾かざり棚だなの段に引っ掛かける。

「それで、ええと。この布を棒にかけて……」

　入り口からの視線を遮しや断だんするべく、長持に入っていた大きめの布を垂らす。

「うーん、ちょっと透すけてるし、怪あやしい赤だ……まあ、ないよりはましか」

　自分を納なつ得とくさせ、手早く衣ころもを脱ぬぐ。それから着き替がえの衣を、カーテンがわりの布を垂らした棒に掛けておく。私は浅い湯桶にゆっくりと腰こしを下ろした。

「極ごく楽らく……」

　おっさんっぽい感かん嘆たんを漏もらしてしまった。はりつめていた気持ちが快く溶とかされる。

「うー、痛い」

　腕の傷を確かめてみた。皮ひ膚ふがぐりっと牙きばの形に抉えぐられて、血が固まっている。そこは濡ぬらさないように注意しないと。数分、うっとりと目をつむってお湯を楽しんでから髪かみをすすぎ、身体を洗う。胡汀が部屋の外で待っているので急ごう。

　身を起こし、濡れた髪を絞しぼりながら、私は着替えの衣に手を伸のばした。

「……うわっ、やば！」

　衣を引っ張った拍ひよう子しに、棒まで一いつ緒しよになって格子壁の出っ張りから外れそうになった。

　私はそれを受け止めようとして、必要以上に衣を強く引いてしまった。

　棒が音を立てて落下し、同時に赤い布も空気を孕はらんでふわっと舞まう。

「わあ！」

　布に視界を遮さえぎられ、私はばしゃんと水を跳はね上げて湯桶のなかに尻しり餅もちをついた。

「痛たた……、あー！　布、濡れたー…」

　赤い布からもがもがと顔を出し、情けない声を上げる。私の身体に被かぶさっている布は、湯桶の水を吸い込んですぐにぐっしょりとなった。これ、休み処の人に怒られるかなあ。

　しょげつつ、肌はだにはりつく濡れた布を指先で持ち上げようとしたときだ。

「──緋宮、今の音は！」

「あ」

　部屋の外にいた胡こ汀ていが、物音を聞きつけてこちらの一室に飛び込んできた。

　そこで時間がとまる。胡汀が啞あ然ぜんと私を見下ろしていた。

　私は青ざめ、怖こわ々ごわと自分の姿を確かく認にんした。ますます血の気が引いた。湯桶のなかに後ろ手をつくような体勢でへたり込んでいる。むき出しの片足は桶の縁ふちに乗っかっている状態だ。首から下には赤い布が一応かかっているけれど、水を吸って上半身の形を露ろ骨こつというほど浮うき彫ぼりにしていた。かすかに透け感のあるてかてかした赤い色も、恥はずかしさに拍はく車しやをかける。

　胡汀が深く息を吐はき、音を立てずに湯桶の前に膝ひざをついた。この醜しゆう態たいをからかわれると思って私はびくっと身を揺らし、頰ほおを紅潮させた。

「困った」

　予想と違う。囁かれた声は、いつもと違う温度があった。

「これはちょっと、いけない。ずいぶんしどけない」

「こ、こて……!?」

　布の上を滑すべる視線は、知らない男の人のようだった。普ふ段だんは涼すずしげな藍あい色いろの瞳ひとみから理性がほどけていくのがつぶさにわかって、私はくらりとした。

　胡こ汀ていが手を伸ばし、固まっている私の顎あごの下を緩ゆるくさすった。それから、湯桶の縁を摑つかみ、身を乗り出して私の胸に顔を近づける。

「な、なに!?　胡汀……！」

　一番高い部分に唇くちびるが触ふれそうなぎりぎりのところで、ふっと息を吹ふきかけられた。布が水を含ふくんで肌にはりついているせいなのか、息のあたたかさを直接感じてしまう。そこを中心にしてぞくっと痛いくらいの奇き妙みような痺しびれが全身に広がった。むず痒がゆくて、わななきそうな。

「ふぁっ…」

　初めての感覚に私は心底驚おどろいた。呼吸がうまくできず、酸素を求めてお腹なかが激しく上下する。胡汀は私のおへそのあたりに手を置こうとした。見下ろすその眼まな差ざしはとてもきれいで、言葉がないほどに、はしたないものだった。

　私は水をちゃぷっと揺らし、湯桶のなかで小さく逃にげた。胡汀が笑う。腹部に触れようとした手で、先端から雫しずくをたらす私の髪を軽く撫なでる。

「知夏」

　呼ぶ声は、優やさしい威い力りよくに満ちていた。私の名前ってこんなに蠱こ惑わく的なものだったのか。
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「そう怯おびえられると、本当に困る」

「お、怯えてなんか……！」

「もっと怯えさせたくなるから」

「……!?」

「おまえだけに特別、そう感じてしまう。困るだろう？　俺はこんなに穏やかな者なのに」

　愕がく然ぜんとした。もうだめだ、瞼まぶたさえも閉じられない。

　私の過か敏びんな反応を楽しむように、胡汀が視線を合わせ、片かた眉まゆを上げた。

「おまえ、きっと俺が好む甘い身体だと思う。だが、さすがに今は、おまえを揺らして楽しむわけには。──ああ、ほら。衣をまとえ。向こうにいるから。そろそろ朝火たちも戻ってくるだろう」

　胡汀が艶つやっぽい笑えみを作り、さっと立ち上がった。振ふり向きもせず去っていく。

　私はしばらく動けなかった。これっぽっちも頭が回らないのに、心臓だけはどくどくしっぱなし。湯桶の湯が、私の震ふるえのせいでかすかに波立った。

　──い、今のなに!?　胡汀なにを言った？　や、あれ別人だ、胡汀じゃないよ！

　私は混乱しながらざぱっと腰を上げ、ろくに身体も拭ふかず衣をまとった。

「夢だ、うう、恥ずかしい、ううう！」

　私は長持の陰かげに隠かくれ、膝を抱かかえた。すぐにはおさまらない激しい鼓こ動どうと熱を持て余す。

　悶もだえるうちに、隣りん室しつに人の気配が増えたことに気づいたので、慌あわてて飛び出した。全員がすでに揃そろっていて、ばたばたと現れた私を不思議そうに見やる。──憎にくたらしいことに、胡こ汀ていも。

「緋ひ宮みや、こちらに来てください」

　伊織さんが抱えていた治ち療りよう箱を小しよう卓たくに置き、円座を用意して私を呼んだ。どうやら伊織さんはこれを探しにいってくれていたらしい。私が円座に落ち着くと、皆みなもぱらぱらと近くに腰こし掛かけた。平静を取り繕つくろうので精せい一いつ杯ぱい。とても胡汀のほうに目を向けられない。

「腕うでをお見せください」

　伊織さんに柔やわらかく催さい促そくされた。

　気持ちを無理やり抑おさえ込み、袖そでをまくって恐おそる恐る傷口を見せる。すると、手当てをしてくれる伊織さん以外の全員が律りち儀ぎに顔を背そむけた。最初はわけがわからずぽかんとしたけれども、そうか……貴人が未み婚こん女性の肌をじろじろと見るのは礼れい儀ぎに反しているわけね。

「……よく考えたら、私も一応、貴人の娘むすめになるのかな」

「よく考えずとも。もっとも尊きお方であられるが」

　私の独白に伊織さんが微び笑しようした。

「伊織さん、手当てが上手なんだ」

「……山暮らしだったので、薬草には詳くわしいと思いますが」

　感心しながら見つめていると、次し第だいに伊織さんの手つきがたどたどしくなってきた。

「すまないのだが。その、あなたのように可か憐れんな方の手当てをしたことはないのです」

　俯うつむく伊織さんの耳が、色づいている。

「……え!?　か、可憐とはほど遠いので気にしないで！」

　胡汀とは違ちがった意味で、伊織さんにはどきどきさせられる。

「いえ。どこもかしこも、柔らかくて滑なめらかだから」

「は、はあ、どうも……」

　って伊織さん、今のはかなり妖あやしい発言のような。

　自分でも気づいたみたいで、伊織さんはぎょっと顔を上げた。およそ十秒、無言で私を見つめる。それから鮮あざやかに頰ほおを燃やし、よろりと横を向いた。

　私は勢いよく立ち上がり、未み不ふ嶺ねさんの腰にあった黒い扇おうぎを奪うばって顔を隠した。未不嶺さんも他ほかの緋ひ剣けんも、やけに緊きん張ちよう感かんを漂ただよわせているものの、私の行動をいっさい咎とがめなかった。

　あーもう！　この人たち手に負えない！

　私は胸中で精一杯悪態をついた。全身の火ほ照てりがまた、ぶり返している。

「……なにか、腹に入れましょうか」

　朝火さんが笑いを堪こらえながら、場の流れを変えてくれた。

　その発言に乗った胡汀が休み処どころの使用人を呼びつけ、白さ湯ゆと軽い食べ物を持ってきてくれるようお願いした。さほど待たずに、部屋に膳ぜんが運び込まれる。

　山菜入りの穀物をつめた春巻きのような食べ物だ。それと、数種類の肉団子らしきもの。

　精神的にもだけど、疲ひ労ろう感かんが強くてあまり食しよく欲よくがわかない。

　緋剣たちに視線で促うながされ、葉に包まれている春巻きもどきをのろのろと口に運ぶ。

　食べてみて、ようやく自分が空腹だったと気づいた。

「……皆も、食べてね」

　私が許可しない限り誰も口をつけないんだってことに気づき、慌ててお願いした。

　こういうところで柔じゆう軟なんなのは伊織さん、胡こ汀ていだ。

　追加でお酒を頼たのんだのが、朝火さん。お酒好きだからっていうよりも、痛みや疲ひ労ろうを飛ばす目的らしい。最後まで私の前で食事することに抵てい抗こうしたのは、未み不ふ嶺ねさんだ。

　お腹が満たされたおかげで気持ちがかなり静まった。皆の表情からも穏おだやかさがうかがえる。

「おまえたちは、どうして緋宮までが夜や見みにいるとわかった？」

　酒しゆ杯はいをあおりながら、朝火さんが伊織さんに視線を向けた。

「ああ。それは。案外調べものが早く片付き、休み処へと戻もどったんだが。もぬけの殻からだとわかり、夜見へ向かった。俺たちを追ってそちらに向かったのだと思ったから」

「おまえたちが先に夜見に行ったときは、やつらに捕つかまらなかったのか？　夜見の者たちの様子が奇妙であったことはすぐわかったろう？」

　問いかける朝火さんに、胡汀と伊織さんが食事をやめて視線を合わせた。

「もしかして……二人は夜見に行ってなかったの？　私たちを捜さがしにきたときが初めて？」

　私の言葉に、伊織さんが躊躇ためらいながらうなずいた。

「順を追ってお話ししよう。はじめは夜見を調べるつもりで行ったが、途と中ちゆうで仲間と会ったのです」

「仲間……犀さい鬼きさん？」

　まずそうに酒杯を舐なめていた未不嶺さんが、ちらりと伊織さんに視線を向けた。

　なにかまた皮肉を言うのかと少し緊張したけれど、思い過ごしだったようだ。未不嶺さんは視線を落として春巻きもどきを口に入れた。

「ええ。仲間に白雨の父親の動きを探さぐらせていましたので。すると、神巫かんなぎのような格好をした女と隠れて会っていたとのこと。そこで父親は女から金品の入った袋ふくろを受け取ったらしいです。その……、悪事に関かかわっているとわかるまではなるべく手出しはしないつもりだったのだが。そうすると、長期戦となりますので」

　言いにくそうに視線を泳がせる伊織さんを見て、だいたいの想像がついた。

「私がいるから、日数をかけられないんだよね。それで、夜見には行かず、白雨さんのお父さんに直接声をかけたんですね」

　胡汀と伊織さんがそっと私から顔を背けた。

「もしかして、手て荒あらなことを……？」

「いや！　それはしておりません。女のほうは引き続き仲間に見張らせ、白雨の父親に話を聞いたのですが。どうもおかしな具合になりました」

「──彼によると、『緋宮』が秘ひ密みつ裏りに男を集めているのだと。白雨が緋剣となったこともあり、そこで協力すれば帰き鼓こ廷ていと繫つながりを持てると考えたらしいな」

　胡汀が感情を殺した声こわ音ねで続きを話した。私は白湯を飲む手をとめ、胡汀を見つめた。

「今、なんて？　私が男の人を集めてるって？」

　全員が私に注目した。しばしの沈ちん黙もくのあと、胡汀がやや低い声で次の言葉を投下した。

「若く、見み栄ばえの良い、精気に満ちた男限定でな」

「……はいっ？」

　私は白湯の入った椀わんを取り落としそうになった。じろりと全員が重たい目を私に向けた。

「なんですか皆、その顔は！」

　まったく身に覚えのない話なのに、どうしてこんなに睨にらまれなければならないんだ。

「それも、集落が作れそうなほど大量の男を求めていると」

　咳せき込んでしまった。な、ない！　それだけはない！

　妙みように生き真面まじ目めな顔をした朝火さんが酒杯を卓に置き、端たん然ぜんと私に向き直った。

「緋宮、まさかと思うが。我らには秘密にして祇ぎ官かんどもに、かような頼みを……」

「ないないない、いっさい！　してません！」

　全身全ぜん霊れいで否定すると、朝火さんは明らかに笑いを堪えている胡う散さん臭くさい表情を浮うかべ、切々と告げた。

「我らも男なのだが、なにか不満が……」

「ありませんありません……ってなんの話ですか！　だからどうしてみんな、私のことをそんなハレンチと責める顔で見るんですか」

　そういえば私、以前に神巫かんなぎたちから、男遊びが激しいというよからぬ噂うわさを立てられたっけ……うわああ！

「しかし、先代とて華はな宮みやを持っていたからな」

「……はなみや？」

　詳しく聞くのが怖こわいんですが。冷や汗あせを拭ぬぐいながらたずねると、朝火さんが意味ありげに片方の眉まゆを上げた。他の方々、私のことを結けつ婚こん詐さ欺ぎ師しかなにかを見るような目をしてる。

「遊びの君のことです。または色いろ巳みともいいますね」

「色巳……何度か聞いたことがあるかも」

「伽とぎ相手ですよ。さすがに歴の変わり目に遊ぶというのは、誹そしりの的となるが。しかし帰鼓廷は、華宮の渡わたりを奨しよう励れいしている。交わりで力を得るためにですね。年々緋宮の神じん力りよくは衰おとろえが見えていたので、むしろ帰鼓廷が積極的にあてがって……」

「わかりましたもうやめてください」

　私は早口で朝火さんの言葉を遮さえぎり、卓たくに突つっ伏ぷした。こう見えても年とし頃ごろの乙女おとめなのに、なんてあけすけな。

「だからこそ、緋ひ宮みやが一人に寵ちようを傾かたむけることは認めがたいんです」

　私は両手で耳を塞ふさいだ。胡こ汀ていの顔を正視できない。恥はずかしさだけじゃなくて、少し胸がひやっとするような感覚に襲おそわれる。そういう話は、よくわからないけど、不用意に覗のぞき込んじゃいけない薄うす暗ぐらい怖さがある気がした。

　それに、寵を傾けるなって……誰だれかを好きになってはいけないってことなのかな。

「とにかくだ。白雨の父親は『緋宮』が男を望んでいると信じていた」

　胡汀が抑よく揚ようのない声で脱だつ線せんしかけていた話を戻した。私は慌あわてて顔を上げ、背筋をぴんと伸のばした。今は恋れん愛あい事ごとについて悩なやむときじゃない。

「問題は、その『緋宮』が誰か、ということだ」

　胡汀の言葉に、私は膝ひざの上で拳こぶしを握にぎった。

「架か々が裏りさん……なんですね」

　岩屋での和わ爾に族の話もあるし、彼女以外考えられない。それに架々裏さんは以前にも、似たような行こう為いをしている。隠かくれ神しん殿でんに監かん禁きんした滸こ楽らくから力を得ようとしていたんだ。

　伊織さんが気き遣づかいの表情を見せ、杯さかずきのふちを指先でつつきながらうなずいた。

「そうだと思います。白雨の父親は、先代と緋宮を混同しているようでしたよ」

　胡汀がお酒の入った徳とつく利りを持ち、伊織さんの杯に注いであげた。無言でずいっと朝火さんも杯を差し出す。そこにも胡汀は注いだ。

「むしろ神巫かんなぎの女は積極的に誤解させたんだろうな。そしてその女は帰き鼓こ廷ていを知る者のはず。そうでなくては貴人たる白雨の父親を騙だませはしない」

　私も飲みたい気分で白湯の椀を差し出した。

　胡汀は説明のほうに意識を向けていたせいか、誰の椀か気づいていなかったらしい。途中まではお酒を注いでくれたのに、それが私のものだと知ると急に腹を立てた顔をした。椀を奪うばい、勝手に飲み干す。くそう。

「……まずは金品を女から受け取り、明日、囲っている男たちを引き渡すそうだ」

　私を睨みながらも胡汀は続きを話した。

「じゃあ──白雨さんのお父さんが架々裏さんの事情に巻き込まれているのは事実なんだ」

　暗い気持ちが広がった。緋宮のため、というところがまた救いがない。どちらにせよ、帰鼓廷を通していない以上は違い法ほうな取引となる。

　それに、もっと問題なのは岩屋に通じる夜や見みの宮の件だ。

「緋宮はやはり俺たちを追って夜見にきたのですか。だが朝火までがなぜここに来ているのか」

　伊織さんがちょっと渋しぶい顔をして、私を見た。お酒を飲むペース、皆みな速い。未み不ふ嶺ねさんだけはあまりお酒が得意ではないようで一人眉み間けんに皺しわを寄せ、ゆっくりと口に含ふくんでいる。

　私は胡こ汀ていの手からお酒の徳利を取って、杯を空けた朝火さんに注いであげた。そうすることで、返答の時間を稼かせぐ。佐基さんとの再会を話すべきか、考えるためだ。

　だけどそう長くは悩まない。この人たちは私の緋ひ剣けんだ。なんでも正直に話すべきだった。ただ、佐基さんと会う前にかわした未み不ふ嶺ねさんとの口論については伏ふせておくことにする。

　そう決めて口を開こうとしたとき、未不嶺さんが杯を卓に戻もどし、私に静かな眼まな差ざしを向けた。

「緋宮は、私を追って休み処どころを出た」

「……どういうことだ？」

　伊織さんが尖とがった目を未不嶺さんに向ける。

「言い争いをした」

　短い返答に、緋剣たちが不ふ穏おんな気配をにじませる。私は慌てて会話に飛び込んだ。

「た、確かにちょっと喧けん嘩かしましたけれど！　皆に言わなきゃいけないことがあるんです！　休み処を出てすぐに、佐基さんと会ったの」

　全員が驚おどろいたようにこっちを見た。

「でも、引き止められなくて……その、落ち込んでたんです。未不嶺さんは、出て行ったあとですぐに戻ってきて、私を気遣ってくれた。ところがですね。ちょっとその、お互たがいに方向音おん痴ちなことが災わざわいして夜見に迷い込んでしまい……」

「そこに、九く支しから緋宮の外出を聞き出した俺が合流したんですね」

「緋宮を少しでも一人にしたことは私の過あやまちだ。非を認めよう」

　まったく謝罪の気配が感じられない堂々とした態度の未不嶺さんに、緋剣たちが呆あきれた目を向けた。それをずずっと私のほうに移動させる。私はつい俯うつむいた。その後の行動は、朝火さんが手短に説明した。岩屋でのこと。そこでも架か々が裏りさんの影かげを感じたことなど。

「──しかし、夜見は広いぞ。なぜ俺たちが宮に囚とらわれているとわかった？」

　朝火さんの問いには、胡汀が答えた。

「白雨の父親から、美味なる男の作り方を聞いた。朝火らも見栄えのよい男だろう？　ならば捕とらえられ、そこに連れて行かれたかと」

「お、おとこのつくりかた……」

　すごい発言に、私は引きつった。

「ただ見栄えのいい男ではならぬ。精力と神力を持つ男がいいと。架々裏の側から白雨の父親に接せつ触しよくしたようだ。というのも白雨の父親は夜見でもともと無位の男女を囲い、貴人に売っている」

　私はお酒の入った徳利を無意識に抱だきかかえた。

「そうか。あの宮は、白雨さんのお父さんが管理してたってことになる……」

「架々裏が──あるいは、架々裏に従う佐基が、衰えし神力を補うため兎と神がみの力に着目したのだろう。兎神は薬神として知られている。その血肉は力となる。ただ、小さき神とはいえ、そうたやすく捕とらえられるはずがない。兎神が唯ゆい一いつ恐おそれるものは相そう克こく関係となる和爾の一族だ」

　胡こ汀ていは、考え考え、そう告げた。

「なるほど。和爾一族に捕らえさせ、界で封ふうじたのか。そして白雨の父親が兎神の血肉を、集めた無位の者たちに与あたえたのだな。緋宮の任から離はなれてただびととなった者が神の血肉をそのまま食せば穢え主ぬしと成り果てる危険がある。それを避さけるためにも架々裏は自ら食すことはせず、男たちに与えたと」

　朝火さんが一気に杯を空け、納なつ得とくしたようにそう言った。

「兎神の血肉を、男の人たちが……」

「夜見全体の気配がおかしかったのも道理だな。和爾一族の敷しいた界から、荒あら神がみに近づきつつある兎神の狂きよう気きが漏もれて民たみを傀かい儡らいのように変えたか」

　朝火さんの深刻な声こわ音ねに、私は指先でこめかみを押した。

　だめだ……白雨さんの父親を、ここで見み逃のがせない。なにも知らずに利用されているだけだったなら、まだよかった。だけどそうじゃない。

　和爾一族を陽よう都と内に設けられた夜見の区に招き入れている時点で、確実に罪となる。

「明日、男たちを引き渡すと言ったが、まさかこの陽都ではやらないだろう？」

「ああ。違ちがう。そこで──緋宮」

　朝火さんの言葉にうなずいた胡汀が、ふいに私を呼んだ。

「はいっ」

「おまえはもう帰き鼓こ廷ていに戻れ。今夜は仕方ないが、主しゆたる緋宮がそうそう帰鼓廷を空けるものではない」

　私はまじまじと胡汀を見つめた。

　違う、本心じゃない。なにかしでかそうとしていて、それを私に隠したいんだ。

「嫌いやです。ここで戻りません」

　全員が私を困こん惑わくの眼差しでとらえた。私はぎゅっと徳とつく利りを抱きしめ、横を向いた。

「意地になってるわけじゃありません。胡汀たちはその……潜せん入にゆうするつもりでしょう？」

　これは未み不ふ嶺ねさんが言っていたことだ。自分を餌えさにするって。

　図星だったらしく、胡汀と伊織さんが一いつ瞬しゆん目を泳がせた。やっぱりそうだったんだ。

「私を関かかわらせないようにしてる！」

「……緋宮は怪け我がまで負われた。どうか俺たちを信じて、お戻りください」

　伊織さんも追い払はらおうとする。私に暗いものを見せまいとして。それから、自分のなかにある暗さを見られまいとして。

　だったら私から先に、自分の暗く卑ひ怯きような部分を差し出す。

「嫌です」

「緋宮、我がを張るな。危険が多い。ようやく新しん暦れきが正しく始まりかけている。ここでおまえを失ったら、どうなると思う」

　渋じゆう面めんを作る胡こ汀ていに、きっ、と鋭するどい目を向ける。

「九く支しさんは前に言いました。守られるだけの緋ひ宮みやなんて不要だって」

「それは……！」

　反論の声を上げかけた伊織さんに、私はめいっぱい首を振ふった。

「私もそう思う。もし自分が身分を持たない国民の一人だったら、人の背に守られる緋宮なんて信じないよ」

「緋宮！　なんてことを言われる！」

「危険の先に架か々が裏りさんと佐基さんがいるってわかっているのに、一人だけ安全な場所へは戻れません。私、架々裏さんが怖こわい。先代は強くて美しかったのに、今度の緋宮は弱い……そう比べられるのがずっと怖くて、辛つらかった。この国を嫌きらいだとも思った」

　伊織さんが息をのむ。

「私、強い緋宮になりたい。意識しなくてすむように……架々裏さんを超こえたい。負けたくない。胸をはっていたいんです。それで、神様も皆も全部ひっくるめて、守りたい」

　振り絞しぼるように言ったあとで、顔が熱くなった。

「あっ、まだ力不足ってわかっているんですけど！　か、勝ち負けの問題でもないけど、どうしてもそう思っちゃう自分を乗り越こえないと、いつまでも引きずりそうっていうか」

　私はすごくしどろもどろになった。我に返ると、とんでもない発言をしたってわかる。

　でも、本音だ。負けるのは嫌だという激しい考えが、胸のなかにいつの間にか生まれている。架々裏さんは、私の心に突つき刺ささったままの鋭いナイフだ。

　彼女と比ひ較かくされたことは今でも重荷だし、佐基さんを奪うばわれた気持ちにもなっている。

　架々裏さんにしてみれば、私がなにもかも奪ったようなものだろう。

「新暦の緋宮として、お願いします。私を帰き鼓こ廷ていに帰さないで」

　頭を下げる。

　しばらくの沈ちん黙もく後、すっと横から手が伸のびてきた。とびきり嬉うれしそうな表情をする朝火さんの手で、顎あごを上げさせられる。緋宮大好きっ子すぎます、その顔。

「むろん、すべて緋宮の望むままに」

　うん、朝火さんはきっと喜んで味方してくれるだろうと思った。

「緋剣のつとめとして、今こ宵よいのお相手をして差し上げようか？」

「……はい？」

　首を傾かしげた瞬しゆん間かん、伊織さんと未み不ふ嶺ねさんが同時に朝火さんの肩かたを摑つかみ、私から遠ざけた。

　胡汀が深々と溜ため息いきをつく。

「もう休め。明日、ともに行くというのなら」







　その後のことだ。

　休めなどと言いつつも、男が数人集まれば大たい抵てい飲み会となるわけで。

　私はウェイトレスと化し、うまい濁にごり酒を用意するため、階下の厨くりやに足を運んだ。

　すでに数回行き来しているので、厨の使用人が「もう好きに樽たるから酒を汲くんでいけや……」という太っ腹な笑え顔がおを見せてくれた。たっぷりと支し払はらった前金効果だ。

　彼が去ったあと、こっそりと棚たなを物色する。ノミモノガカリの名にかけて緋ひ剣けんたちをときめきの底に突き落としてみせるんだ。私はスペシャルブレンドな酒を作ることに情熱を燃やした。

「この果実は、イケる……」

　ザクロのような実を手に取り、にやついたときだ。

「──酔よった」

「ぎゃあ……!!」

　突とつ然ぜん背後から腕うでが伸びてきて、だらっと両りよう肩かたに乗った。

　こ、この腕は胡こ汀てい？　心臓がとまるかと！

「酔った。緋宮、酔った」

「くそう、酔っぱらい……」

　私は一度、両手で胡汀の腕を持ち上げ、それからよいしょと身体からだの向きを変えた。

「もうっ、明日起きれなくなっても知らないよ」

　怒おこりながら胡汀と向き合い、ついでに腕をまた私の肩に乗せてやる。

「伊織と朝火はおかしい。全身酒浸びたしなのに酔わぬとは」

「ちょっぴり呂ろ律れつが怪あやしいです、胡汀さん」

「緋宮、酔った」

「うん、酔ってる酔ってる」

　酔っぱらいの世話って大変だよね、同じ言葉を意味なく繰くり返して絡からんでくるんだもんなあ。

「酔い覚ましに、わざわざ会いにきてやった。嬉しいか？」

「わあ、無む駄だに態度でかいです。会うもなにも、私お酒を作りにきただけなんだけど…」

「ああ、酔った。なあ俺の鳥。酔う夜も、そばにいればいい」

「……!?」

　胡汀は幸せそうに笑い、私の頭を引き寄せてぐりぐりした。この人って！

　これ絶対、翌朝自分がなにを言ったか覚えていないんだ！

　乙女おとめ心ごころを弄もてあそぶ暴君なんて本当、許せないっていうのに。

　私は突き放すことがどうしてもできなかった。







　三章







　曇くもり空の広がる翌朝。私たちは外出の準備をすませたあと、休み処どころの一階にある『善ぜんの間』に移動した。食堂のような部屋だ。

「緋宮、本当に来られるつもりなのですか」

「もちろんです」

　私は汁しる物ものを飲む手をとめ、動どう揺ようしている伊織さんにきっぱりとうなずいた。

　伊織さんがどう表現していいのかわからない、という困り果てた顔をする。それは、胡こ汀ていと未み不ふ嶺ねさんも同様だった。朝火さんだけが愉ゆ快かいそうに唇くちびるの端はしを曲げている。

「よくお似合いだ、緋宮」

　軽口を叩たたく朝火さんに、私は微笑ほほえみを返した。

　今の私はどこからどう見ても、凜り々りしい少年なのです。髪かみをきりっと結ゆい上げ、男物の衣ころもを着込んでいる。やあ、女らしくない貧相な体つきがここで役に立とうとは。世の中には無駄なことってなにもないんですね。

「それは、九く支しが用意した荷のなかにあった衣ですか……」

　伊織さんが、遠い場所にいる九支さんを怨うらむように宙を睨にらんだ。

　彼は昨夜、私たちが眠ねむったあとに、もう一度白雨さんの父親のところへ出かけたらしい。万が一の逃とう亡ぼうを阻そ止しするため、犀さい鬼きの仲間が軟なん禁きんしているそうだ。

「胡汀たちは、白雨さんのお父さんに協力を頼たのむつもりなんでしょう？　架か々が裏りさんの手下の女性に男の人を渡わたすとき、自分たちもそのなかに囮おとりとしてまざるんだよね。……私も行きます」

　伊織さんと胡汀が同時に渋しぶい顔をした。ダメダメ、なんとしてでも一いつ緒しよに行く。

　胡汀は大だい丈じよう夫ぶだろうけど……伊織さんが必要以上に自分を追い込まないか、心配だもん。

「……おまえの神気は、強過ぎる。神巫かんなぎの女が神じん力りよく高き者ならば、身なりを変えてもすぐに見破られるかもしれぬ」

「胡汀さん胡汀さん。集められた男の人たちは兎と神がみ様の……その、血肉を得て、神力を備えたんだよね？　架々裏さん本人が来るならバレると思うけど、そうじゃないなら私がまざっても神力の見分けなんてつかないんじゃないかな」

　ぐっと胡汀が押し黙だまった。

　最初からその点には気づいていたくせに、私を居残りさせるためにごまかそうとした！

「おまえ、このごろ妙みような知ち恵えをつけてきているぞ。……九支の教えが原因か？」

　胡汀が悔しげにぽつりとこぼし、手て慰なぐさみに自分の耳みみ飾かざりをいじった。

　朝火さんと未不嶺さんが同調するように苦い表情を見せる。

「……話を逸そらそうとしてもダメなんだから」

　ともかくも。神力があることと、それを使いこなせるかどうかっていうのはまったくの別問題。どんな危険が待っているかわからないので、男の人たちを最後まで巻き込むのは抵てい抗こうがある。

　そこで密ひそかに考えた作戦はこうだ。とりあえず受け渡し場面まではおとなしく潜せん入にゆうを続け、道中でばばーんと正体を明かす。で、男の人たちは解放する。架か々が裏りさんのもとへは神巫かんなぎの女性を脅おどし、案内してもらう、と。これも十分悪党な考えだけども。

「和わ爾に族が討とう伐ばつされた件はまださすがに、架々裏たちには伝わっていないでしょうからね。片を付けるならこの数日だ」

　憂ゆう鬱うつをまとう二人とは正反対に嬉うれしそうな顔をして朝火さんがそう言った。

　私も力強く頷うなずいた。宮が破は壊かいされ、兎神も奪われたことはいずれ架々裏さんの耳に入るはずだ。そうなったら行方ゆくえを捜さがすのは難しくなる。彼女に付き従っている可能性が高い佐基さんも。

「──しかし。この人数で先代をとらえるというのか？　手勢を揃そろえるべきでは」

　朝あさ餉げにほとんど手を付けていない未み不ふ嶺ねさんが、感情の乏とぼしい顔で私を見つめた。

「数を多く動かせば、それだけ先代に伝わる危険が増す。ただ、確かに懸け念ねんはある。──未不嶺。おまえは帰き鼓こ廷ていに戻もどり、この旨むねを九く支しに伝えよ。緋ひ宮みやも数日戻らぬが、我らが必ずお守りすると」

　朝火さんが思案するように顎あごを撫なでたあと、そう告げて未不嶺さんに冷静な視線を向けた。途と端たん、未不嶺さんが頰ほおを歪ゆがめ、朝火さんを厳しい目で見み据すえる。

「私を伝令扱あつかいするのか？」

「おまえがともに来ても、さほどの力にはならない」

　朝火さんは、冷れい酷こくな言葉を発した。

「私を誰だれだと？　今いま帝みかどの親族たる者を顎で使うのか」

「帰鼓廷の定めのなかで、その身分は意味を持たぬ。──それに、今帝の親族であろうとも、異母ではなく異父兄弟だ。回かい絽ろ廷ていでは忌いむべき血筋」

　未不嶺さんが頰を紅潮させた。朝火さんにつかみかかろうとする未不嶺さんに、私はすばやくしがみついた。離はなれた場所で食事をとっていた香こう人じんの客が、驚おどろいた様子でこっちを見る。

「未不嶺さん、だめ！」

「どけ、緋宮！」

「そも、今のおまえが我らとともにきて、なにができる？　魔ま物ものを狩かった例ためしはあるか？　その神力はどの程度だ。胡こ汀ていほどの術を使えるのか。術が使えないとするなら、伊織ほどの剣けん技ぎはあるのか。剣が使えぬとするなら、緋宮のように神々の力をお借りできるのか？」

「……ならばおまえはどうだ！　怪け我が人がいても足を引っ張るだけだろう」

「だが俺は緋ひ剣けんだ。おのれが災わざわいとなるなら、緋宮のために自害もしよう」

　朝火さんの静かな気き迫はくにおされ、未み不ふ嶺ねさんが一いつ瞬しゆん口ごもった。だけどすぐに眼まな差ざしに力を取り戻す。私が摑つかんでいる未不嶺さんの腕うではひどく緊きん張ちようし、かすかに震ふるえていた。

「では、私も緋剣となればいい、緋宮さえ頷けば──」

「いいや。おまえは緋宮のために命をかけぬ。帝を真っ先に優先する。仮に緋宮がおまえを選んでも、九支や神巫どもは回かい絽ろ廷ていの出方を気にして黙もく認にんするようだが。俺は認めぬ。帝の犬を緋剣の一人にしてたまるか」

「──」

　この会話に口を挟はさめない。今にも朝火さんに斬きり掛かかりそうな未不嶺さんの腕を押さえるだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

「人は絶えず、なにかしらの役目を持つ。今のおまえは伝令が相応ふさわしい」

　朝火さんの容よう赦しやない言葉に、未不嶺さんは一度、大きく肩かたを揺ゆらした。

「未不嶺さん！」

　腕にはりついている私を乱暴に引き剝はがし、朝餉台を蹴け散ちらすような勢いで立ち上がって『善の間』を出て行く。追いかけようとする私を、朝火さんがとめた。

「緋宮。やめなさい」

「でも！」

「あれを追うということは、緋宮も帰き鼓こ廷ていに戻るおつもりか」

「……朝火さん」

「へたな慰なぐさめなどしてはいけない。あなたに宥なだめられることはむしろ、辱はずかしめとなる。あれは、自覚しているから腹を立てたんですよ。しかし自じ暴ぼう自じ棄きになることは、あれの性情からしてありえない。頭が冷えれば命に従い、帰鼓廷に向かうでしょう。案じなくともいいんですよ」

　朝火さんの言葉に、胡こ汀ていたちが無言で同意を示した。私はしょんぼりと座り直す。

「だが、なぜ回絽廷の者がこうまで緋剣となりたがる？」

　伊織さんが不思議そうに首を傾かしげた。

「わからないか？　比ひ肩けんする勢力など目め障ざわりでしかたないだろうに。護ご剣けん士しの一人となって緋宮の寵ちようを得れば、帰鼓廷を思いのままに操あやつれる。表おもて舞ぶ台たいに立たぬといっても我らが帰鼓廷は、神を手玉に取る遊女のごとき。この特とく殊しゆな力は、欲しかろう」

「朝火。言い方が悪い」

　胡汀は叱しかるような声を発した。こういう会話が嫌きらいな伊織さんは、そっぽを向く。

「そうか？　俺は手玉に取られたいが？」

　朝火さんが朝餉の景色には相応しくない、一筋の色気がにじむ微び笑しようを見せた。

「さて、戯ざれ言ごとはここまでにするか。そろそろ行かねばな」

「わ……朝火さん、危ないっ」

　朝火さんが両手で私をひょいっと立たせた。気のせいか、楽らく奪ばい月つきのあたりから、朝火さんがやけに私にかまってくるんですが。本当に『緋宮』を中心にして生きている人だなあ……。

　でも先代の架か々が裏りさんに、心を残してはいないんだろうか。

　朝火さんも佐基さんと同じ、二代続いての緋剣だ。

　悩なやめる私と緋剣たちはぞろぞろと休み処どころを出た。
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　白雨さんの父親は貴人の身分を持っているけれど、愛人を囲うためのいわば別べつ荘そうみたいな屋や敷しきを香こう人じん区にも隠かくし持っている。

　伊織さんの仲間はその屋敷に上がり込み、父親が逃亡しないよう見張っているんだって。

　休み処からそう時間をかけず、私たちは白雨さんの父親の屋敷に到とう着ちやくした。

　広い庭園が設けられた立派な屋敷だ。胡こ汀ていの屋舎を数倍大きくした感じっていうのかな。

　私たちは勝手に敷しき地ちへ入り、正面扉とびらから堂々と屋敷のなかに侵しん入にゆうした。

　使用人の姿はない。もともと愛人宅だから人を多く置いていないんだろうけれど、この静けさはたぶん、前もって犀鬼の人たちが追い払はらったんだろう。

　伊織さんの案内で通路を進み、寝しん所じよのような部屋に入る。

「あ……」

　私はしばし絶句した。

　梁はりを支える柱に、白雨さんの父親とおぼしき人が座ったまま縄なわで繫つながれている。室内に乱れはない。高価な置物が、飾かざり棚だなにずらりと並んでいる。

「犀鬼たちはいないのか？」

　朝火さんが興味深そうに視線を巡めぐらした。

「あいつらは、人前で顔をさらすのを厭いとうから」

　伊織さんが軽く質問をかわし、うたた寝ねしているらしい白雨さんの父親に近づいて、縄を外してあげた。

　それで目が覚めたんだろう。白雨さんの父親がかすかに身を揺らして、顔を上げた。

　白雨さんと似ている、ととっさに驚おどろいた。実の父親だし、なにかしら似ている部分があって当然なんだけれど……。どういえばいいのか。

　身近な人の肉親を目にするっていうこと自体に衝しよう撃げきを覚えたみたい。

　年ねん齢れいは五十代だろうか。ちょっと恰かつ幅ぷくがいいかも。目め尻じりに深い皺しわがあり、白髪しらがが交ざっているものの、顔立ちの良さは明らかだ。ただ、どこかじっとりとした崩くずれた雰ふん囲い気きがある。私はその眼差しに、淡あわく恐おそれを持った。

「帰き鼓こ廷ていの剣士だとはいえ。貴人の私にかような仕打ちをして、無事ですむとでも？」

　深い声こわ音ねに、怯おびえはなかった。私は胡汀の袖そでを引き、そっと耳打ちをした。

「緋剣だとは説明してないの？」

「ああ。まだこちらの詳くわしい事情はなにも伝えていない」

　私は視線を父親のほうに戻し、少し感心した。相手の目的がなにかわかっていない状態で、この落ち着きだ。さすがは女王様な白雨さんの父親だった。

　朝火さんがちらりと私を見る。さてどうする？　と問う顔だ。

　彼を脅おどして無理やり従わせるか。それとも真実を話して、協力をあおごうか。

　それに、娘むすめである白雨さんになにも伝えずにいていいのか、ずっと迷っている。

　私は静かな動作で白雨さんの父親の前に膝ひざをついた。

　彼の視線が、私を値ね踏ぶみするようにゆっくりと動く。

「初めまして。あの、私……男の格好をしてますが、新しん暦れきの緋ひ宮みやです」

　まさか馬ば鹿か正直に名乗るとは思わなかったんだろう、緋剣たちがぎょっとした様子で私を見つめた。父親は一瞬だけ疑わしげにしたけれど、緋剣の反応で噓うそじゃないとわかったらしく、呆あつ気けにとられた顔をした。

「……これは驚きましたが。まこと緋宮であられるか」

「はい。白雨さんの、お父さんなんですよね。いつも白雨さんにはお世話になってます」

　ぺこっと頭を下げる。いや、束そく縛ばくしておきながら挨あい拶さつするっていうのもあれだけど。

　父親は、喉のどを鳴らして笑った。

「なんと……こたびの緋宮は噂うわさと違ちがい、ずいぶん愛らしい方でいらっしゃる」

　あ、かなり失望されたな、見下されたなあ、ってすぐにわかった。それでも、前ほど辛つらいって感じない。緋剣が私を遮さえぎろうとはせず、見守ってくれているからだ。

「さて、帰き鼓こ廷ていの尊き護女が、卑ひ小しようなる私などのもとへ降りてくださるとは。光栄に存ずるが、ゆえを問うてもかまいませぬか」

「協力していただきたいことがあるんです」

「ほう。無力な我が身を縛さねばならぬほどの頼たのみですか」

「はい」

　きっぱり頷うなずくと、社交辞令でしかなかった微笑ほほえみにわずかに興味の色が混ざる。

「夜や見みで、無位の人たちを集めてますよね」

　肯こう定ていとも否定ともとれない、狡こう猾かつな表情だ。

「ごめんなさい。夜見にあるその宮、昨夜、私たちが壊こわしました。和わ爾にの一族も退けたし、兎と神がみも解放しました」

　一気にそこまで言うと、耐たえきれない様子で朝火さんが笑い悶もだえ、壁かべに手をついた。私の暴ばく露ろっぷりに、はまったらしい。

　一方父親は、こればかりは余よ裕ゆうで聞いていられなかったのか、啞あ然ぜんと私を凝ぎよう視しした。

「私の命令ってことで、男の人を集めていたんですよね？　違います、私は命じていません」

　父親が、警けい戒かいの仮面をかぶる。

「しかし、私のもとへ来られたのは確かに帰き鼓こ廷ていの神巫かんなぎであられたが？　証あか石いしを持っていたというだけでなく、以前、公おおやけとなる神事の際にその者の顔を見たのですよ」

「命じたのは……先代緋宮の手下だと思います。私の暦になってから、少しずつ帰鼓廷の神巫たちが替かわっているんです。私は彼らの入れ替えにほとんど関かかわってないんですが…」

　これは帰鼓廷からは知らされていないことだ。とはいえ、そこで暮らしていれば、顔ぶれがちょっとずつ替わっていることに気づかないはずがない。

　楽らく奪ばい月つきのあいだに、九く支しさんはおそらく反目の意を持つ人たちを整理したんだと思う。

「あなたに近づいたのは、帰鼓廷から離はなれた神巫だと思います」

「……新たな護女はまれびとゆえに帰鼓廷と溝みぞがある、神じん力りよくの乱れをただすために都の外に用意された聖域で、絢けん爛らんに華はな宮みやの遊びを行なうのだと」

　顔が強こわ張ばるのがわかった。は、華宮。その、つまり……私の頭では理解できない宴うたげをやると。

　わからないからといって見てみぬふりはできない。神力復活のために、兎神が犠ぎ牲せいになっている。『苦しいよ』と訴うつたえて泣いていたあのむごい姿を思い出し、私は表情を引き締しめた。

「違います。たとえ私の神力が欠けていたとしても。神様や無関係な人を踏ふみつけにしてそんな儀ぎ式しきはしません」

　白雨さんの父親が、目を細めて私を見た。改めて心の奥底を覗のぞくような、値踏みの眼まな差ざしだった。押し寄せる宵よい闇やみに似た、とらえどころのない圧あつ迫ぱく感かん。私は背筋を寒くした。

「──先代緋宮を捕とらえます。男の人たちを受け渡わたす約束をしていますよね。私たち、そこに加わりたいんです」

　本当は男性たちをすぐに解放してあげたいところだけれど、この機を逃のがしてしまうと、架か々が裏りさんを捕つかまえるのが難しくなる。

　受け渡しの際にこの人がいなければ、当然相手は不ふ審しんに思うはずだ。潜せん入にゆうするならどうしても協力をしてもらわなきゃいけない。

　父親が私を見み据すえたまま唇くちびるを舐なめた。穏おだやかなのに、片時も気を抜ぬけない微び笑しようだった。

「むろん……緋宮の御み許もとに拝することをお許しいただけるならば、卑ひ俗ぞくながら身命を賭とするつもりですが」

　協力するかわりに、夜見の件は罪に問うなって言いたいんだ。

　緋ひ剣けんたちが冷たい気配を発するのがわかった。

「はい」

　私は頷うなずいた。緋剣たちが、なにか言いたげに私を見る。

「でも忘れないでください。今見み逃のがすのは白雨さんのためでも、あなたのためでもありません」

　私は自分の言葉に負けないように背を伸ばした。

　実の父親なのに白雨さんがひどく嫌きらう理由が、うっすらとわかった。

　愛人の口車に乗って罠わなにはめたせいっていうだけじゃない。きっと利口でずるい人だ。

　この人が生きてきた年月の深みを私じゃ全然見通せないし、予想もできない。

　駆かけ引きしても成功するはずがないから、正面突とつ破ぱを選ぶ。

「夜見での、無位の人たちの売買には、他ほかの貴人も関わってるんですよね。今の私がよくわかっていないまま手を入れたら、回かい絽ろ廷ていまでぐちゃぐちゃにしかねません。都を混乱させちゃうかもしれない」

　白雨さんの父親が、薄うすく微笑んだ。

「まだ私には力がありません。だから見逃しますが、いつまでも目を背そむけません。私は強くなります。誰だれからの圧力も片手で払はらいのけられるくらいに。……それと！　今回のことを利用して、私に近づこうとはしないでください。白雨さんにもです。もしそんな真似まねをしたら、たとえ都全体を巻き込んででも、あなたを追いつめます」

　私なりに一生懸けん命めい考えて緋宮らしく強気発言をしたのに、彼はまるで娘を見るように嬉うれしそうな顔をした。

「ただし。私から近づくときは、無条件で受け入れてください」

　こう言い添そえたのは、いつか白雨さんと和解をしてほしいっていう気持ちがあったせいだった。それはかなりの確率で難しい気がするけれど。

「無条件とは？」

　狡猾な瞳ひとみのなかに、会話を楽しむ色が見え始めた。

　ここで失敗できないと意気込んだものの、具体的な答えがとっさには思い浮かばない。

　私は狼ろう狽ばいを隠かくすためにわざと不ふ機き嫌げんな顔を作り、つんと横を向いた。

「……私がどんな無む茶ちやをお願いしても、今みたいに聞き返さないで従いなさいってことです」

「ほう、たとえばなにを望まれるのか」

　余裕の声こわ音ねに、私は焦りを深めた。主導権を握にぎられている。もっと強く出るべきなのか。

「あなたの正直な心」

　視線を戻もどして真面まじ目めに言うと、父親が奇き妙みような表情を浮かべた。

「駆け引きなんて考えないでください。わ、私が策略とか苦手だから……ってことじゃないですよ、ほんとに！　そういう探さぐる目はダメです！　損得ばっかり優先しているとですね、心ってどんどん悪くなります。噓だと思うなら一度、素す直なおになってみてください。それで、たくさんの人に優やさしくしてください。とくに私に……、や、ともかく。人に優しくできると自分の心もすっごく楽になると思うし。ええと、優しさというものが幸せを運び……」

　彼の眼差しの底知れなさが怖こわいと思い、ついそんな発言をしてしまった。

　たぶん、彼をここまであからさまにぽかんとさせたのは、私が初めてだろう。

　背後の朝火さんが我が慢まんできない様子で吹ふき出すのがわかった。

　むっと振ふり向くと、思った通り伊織さんの肩かたにしがみついて身体からだをぶるぶるさせている。……いいよ伊織さんも、堪こらえずに笑って。

「まあ、これは、これは……」

　父親が我に返って唐とう突とつに、ぱんと膝を打った。朝火さんとそっくりな笑え顔がおになってますが。

「なんと、かわいらしい方か」

　父親は大きくうなずいた。

「ええ、ええ。緋ひ宮みやの命、謹つつしんでお受けする。純真をお望みならば、そのように。ぜひともいずれ、この私……鷲わし見みを思い出してくださるよう。お招きくだされば、いつなりとも馳はせ参じる」

「……ありがとうございます」

　どうも見下す感は消えたようだけれど……さっきより緋剣たちが警戒している気がする。朝火さんも笑うのをやめた。

　私は戸と惑まどいながら立ち上がった。

　鷲見さんもまたゆっくりと身を起こす。その瞬しゆん間かん、私は息を止めた。

　鷲見さんの眼差しが、ねっとりとした輝かがやきを帯びている。

「それでは、無位の者たちを集めましょう。しばらくこちらでお待ちくだされ。鷲見が万ばん事じ、調ととのえますゆえ」

「は、はあ」

　鷲見さんと、監かん視しするつもりだろう伊織さんがともに部屋を出たあとで、朝火さんが私の腕うでを引いた。この場に敵はいないのに、緊きん張ちようした様子で私を見下ろす。

「困った男だ。あのような目で緋宮を見るとは。よいか緋宮、たとえ白雨の父親とはいえ、我らを通さずにあの男と再び会うことはなりません」

「え……」

「まさかと思うが、白雨と仲良くなってほしいなどとお考えか？」

　私は押し黙だまった。すると朝火さんは苛いらついた動作で髪かみをかきあげ、鷲見さんが去った方向を睨にらんだ。

「無理です。緋宮が余計な期待を持たぬよう、ここで断言させていただく。あれは、『父親』にはなれぬ類たぐいの者だ。死ぬときまで『男』でしかいられない。そうでなくば、実の娘むすめを陥おとしいれることなどできはしません」

　朝火さんの言葉の意味がよくわからず、私は困こん惑わくした。死ぬときまで男でしかいられないっていっても……たとえどんなに嫌いやがっても子どもにとっては父親じゃないの？

「ああ、あなたにはまだわからないか。……そうだな、あなたにはいつまでもわからぬことかもしれない。もしかすると、俺はあの類いの男だろうか。そうでないことを願うが。なあ胡こ汀てい、おまえはどちらだ？」

　朝火さんは憂ゆう鬱うつそうに言って、胡汀を見やった。

「さあ……」

　胡こ汀ていは目を伏ふせて、小さく笑った。
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　夕刻が近付いたあたりのこと。私たちは伊織さんに呼ばれて屋や敷しきの庭園に移動した。

　そこに二十人ほどの整った容よう貌ぼうの男性が集められている。年ねん齢れいはまちまちで十代後半から三十代くらいだと思う。な、なんかすごいな。

「緋宮。この者らは夜や見みで仕入れた無位の者ではありませぬよ。皆みな、私が面めん倒どうを見ている者で、多少は武術の心得もあります」

「え？」

「これならば、仮に危機が迫せまろうとも、緋宮の御おん身みを守る盾たてくらいにはなろうかと。どうぞ存分にお使いくだされ」

「ま、待ってください。その、つまり男性たちを鷲見さんの私兵と全員入れ替かえた、ということですか？」

　底の知れない微笑をたたえながら、鷲見さんが肯こう定ていした。

「それは……難しいかも。相手は架か々が裏りさんのもとにいた神巫かんなぎです。神じん力りよくの見分けまではつかないはず。でもさすがに、あるかないか、っていうのはわかると思う」

　だからこそ、申し訳ないんだけれど受け渡わたしの場面までは、兎と神がみの血肉を取り込んだ男性たちを連れて行くしかないって思っていたんだ。

「いいえ、問題はありませんよ」

　鷲見さんが笑みを深めた。どういう意味かすぐには理解できなかったので、緋ひ剣けんたちの反応を確かめることにした。

「……彼らも、神力を取り込んでいるのか」

　胡汀が、一言も発さない男性たちをじっと見つめながら呟つぶやいた。

　私は驚きよう愕がくし、男性たちと鷲見さんを見比べた。

　この人たちも、兎神の血肉を口にしたってこと？

　私は一気に鷲見さんが嫌きらいになってしまった。

　蒸む槻きの人たちの食す膳ぜんには時々兎うさぎの肉があがる。でも、そういう事情とはまた別だ。

　伊織さんが私たちを見回し、重い溜ため息いきをつく。

「だが確かに、なにかあったときのために、戦える者を揃そろえておくべきかと」

　その意見には、不承不承ながら他の緋剣たちも賛成らしかった。心情的には鷲見さんに借りを作るのってよくない気がしたんだけれども、戦いに関することは緋剣に従ったほうがいい。

　私たちはそれから、神巫の女性との待ち合わせ場所へ急いだ。不用意に人目を集めないよう数台の屋形車にわかれて進む。

　目指す先は、古こ麻ま山ざん。十と十と山ざんよりも陽よう都とに近い位置にある、なだらかな山だ。

　その麓ふもとにある旅人のための望ぼう楼ろうで、神巫かんなぎの女性と辰たつ緒おの刻に会う予定なんだとか。日本時間でいうと午後八時だ。

　陽都を出て、数時間経たっただろうか。

　同じ屋形車に乗り合わせた伊織さんが深刻な顔をし、しきりに外を気にし始めた。

「どうも嫌な予感がする」

「え……？」

「いや。……なにがあってもお守りしますから、緋宮」

　気持ちを切り替えたように、伊織さんが優しく笑った。彼は勘かんのいい人だ。

　なにか不安に思うことがあるなら聞いておいたほうがいい。

　そう思って口を開いたとき、屋形車が止まった。望楼に到とう着ちやくしたらしい。

　私は屋形車から恐おそる恐る降りた。前を走っていた屋形車がすでに何台もとまっている。

　夜の時刻ということもあって、あたりは真っ暗だ。秋の匂においが充じゆう満まんする木々のなか、鬼おにの角みたいにかがり火を左右に掲かかげた石造りの望楼が傾けい斜しやした地面に建っていた。

　私は目を凝こらした。望楼の下、先に到着した鷲見さんが、色しき笠がさで顔を隠かくした誰だれかと話をしている。

「あれが、架か々が裏りさんの使いの神巫……？」

「緋宮、お静かに」

　鷲見さんたちはぼそぼそとした声で話しているため、会話を聞き取れない。

　なるべく目立たないよう、私たちは男性陣じんのなかにそっと紛まぎれた。一応、緋剣や私は髪をそめたり、ちょっと化け粧しようを施ほどこして雰ふん囲い気きを変えている。

　当初の私の目的はここで正体を明かし、女性を脅おどすっていうものだったけれども、鷲見さんの協力で考えが少し変わった。もしバレずにすむのなら、このまま男性陣に紛れて敵の……架々裏さんの本ほん拠きよ地ちまで行きたい。

「──確かに。皆、神力のにじむ男たちのようだ」

　低い女性の声が、ふいに近づいた。たいまつを掲げ、ざっと私たちを見回す。

　よ、よかった。一人一人をじっくり確かく認にんされていたらやばかったけれど、夜の暗さのおかげで顔の造作を多少はごまかせただろう。不ふ審しんに思われずにすんだみたい。いけるかも。

「残りの貨か幣へいと玉石類は、あのなかに。持っていけ」

　その女性が、ここまで乗ってくるのに利用した屋形車に、手を差し向けた。鷲見さんの従者が急いでそちらへ行き、大きめの長持を重たげに運び出す。

「夜見のほうで、変わったことは？」

「ありませぬよ。ご安心くだされ。私は『緋宮』の忠実な僕しもべですよ。失望させる真似まねなど致いたしませぬ」

「ふん。ならばいずれ、また頼たのむ」

　鷲見さんとのやりとりののち、女性が私たちに向けて、手にしていた小さな鈴すずをちりんと鳴らした。うん、ついてこいってことね。私はちょっぴり放牧される羊気分になりつつも、皆と一緒に女性のあとに続いた。

　横を通るとき、鷲見さんと一いつ瞬しゆん視線が交差した気がする。やっぱりあの人の目つきは苦手だ。ごめん白雨さん。

　ちりん、ちりん、と鳴る鈴の音を追って、私たちは山道を練り歩いた。

　望楼から離はなれるにつれ、足あし下もとの起き伏ふくも激しくなり、木々が密集し始める。たいまつがなければとてもじゃないが進めない暗さ。どこを歩いているのかさっぱりわからない。

「真っ暗……」

　口のなかで呟いた。闇やみが重さを持ち、全身を圧あつ迫ぱくしている。

　わずかな明かりを頼たよりに、必死に目を注いでも、見えるものはとことん木々。その奥にさらなる木々。低木の枝がトラップとなって足に絡からみ付いたりする。

「魔ま物ものの山だ……」

　なんか非常に怖こわい。これだけの人数がいるのにみんな無言、落ち葉を蹴け散ちらす足音だけがざくっざくっと鋭するどく響ひびく。そして時折届く獣けものの声。

　頭のなかに、四よつ谷や怪かい談だんとか雨う月げつ物もの語がたりとか浮かんだんですが！

　こ、怖い、想像がなおさら恐きよう怖ふをかき立てる。や、すでに幽ゆう霊れい以上におそろしげな悪あつ鬼きや魔物を色々と見ているわけですが、そこはそれ。長時間歩き続けて足も痛くなってきた。

　喉のどもからから。「休きゆう憩けいを取ろう」と勇気を出して提案してくれる人はいませんか。

　疲ひ労ろう感かんに負けてぐったりと項うな垂だれながら歩いていたとき、ふいに手を握にぎられた。

　髪かみを逆立てて叫さけびそうになるのを必死に堪こらえ、手の主に顔を向ける。

　こ、胡こ汀ていさん!!　心臓が飛び散りそうになった！

　涙なみだ目めで睨にらみつけると、胡汀は耳にくっつくほど唇くちびるを近づけて囁ささやいた。

「瘴しよう気きを感じる。今は魔まの刻。これは一いつ旦たん、離れたほうがいいかもしれない」

　瘴気？

　私は周囲に視線を投げた。相変わらずの淀よどんだ闇と木々の連なりなんだけれど、あれ……、霧きりが広がり始めている？

「でも、離れるって言っても、皆を連れてどこに……？」

　私も歩調を落とさないよう注意しながら、胡汀の耳に言葉を吹ふき込んだ。わ、髪の毛が頰ほおに触ふれた。……うわっ！　ちょっ誰ですか、今度は反対側の腕うでを引っ張られた。

「緋ひ宮みや、少しよろしいか。これ以上進むのは危険です。俺と伊織はこのまま残ります。緋宮と胡汀はひとまず抜ぬけてください」

　右側の耳に囁いたのは朝火さんだった。私はしかめ面づらを作った。この人たち……もしかして事前に私を途と中ちゆう退場させようって打ち合わせをしていたんじゃ？

　むっとして朝火さんに顔を向けたとき、大きな足音を立てて伊織さんが駆かけ寄ってきた。

「伊織、軽けい率そつだぞ。むやみに音を立てては──」

「女が消えている！」

　朝火さんの小声を遮さえぎって、伊織さんが叫んだ。

　えっ、そんなはずない。だって鈴の音がちゃんと前方から聞こえているもの。

「霧が出てから、どうも奇き妙みような感じがしたので女のほうに近づいたんです。鈴の音は聞こえるが、姿はない！」

　私たちは立ち止まった。こっちの様子がおかしいのに気づいて男性陣も足を止め、不安そうに辺りを見回す。

「この霧って、なんだか蛇へび神がみ様にとらえられたときと似ているような……」

　私の呟き後、緋剣たちが無言で剣けんを取り出した。

「皆みな、離れるな！　異変を見つけたら叫べ！」

　朝火さんが号令を出した。男性陣が隠し持っていた武器を次々に取り出す音が聞こえた。

「緋宮、決して手を離すな。いいな？」

　胡こ汀ていが真しん剣けんな顔をしてそう言い、私の手を握った。前回の反省をふまえてか、しっかりと手を摑つかんでおくことにしたらしい。

　霧はすぐに晴れた。鈴の音は確かに聞こえるのに、女性の姿はどこにもない。

「たいまつの火を消さぬように注意しろ」

　朝火さんが伊織さんたちに告げ、列の先頭に戻もどっていく。

「……どこに行けばいいの？」

　私は心細くなり、胡汀の手を強く握り返した。伊織さんが私の横に並び、警けい戒かいの表情でたいまつを掲げる。

「俺たちの存在に気づいたのか？」

「──いや、違ちがうだろう。鈴の音が鳴り続けている」

　伊織さんの鋭い問いかけに、胡汀が慎しん重ちように首を振ふった。

「とにかく、この鈴の音を遠ざけねば。次し第だいに瘴気が強まっている」

　鈴の音と連れん鎖さしているって意味なの？

「これでは──まるで冥めい婚こんのようだ」

　胡汀の言葉に、私と伊織さんは思わず足を止め、顔を見合わせた。

　男性たちは皆、山道をゆくにはあまり相応ふさわしくない上等な衣ころもをまとっている。華はな宮みやのためという名目で、着き飾かざっているんだ。

　見ようによっては、婚こん儀ぎの衣ともとれないだろうか。

「伊織さん、これって……仲間の犀さい鬼きさんたちが目もく撃げきした行列の状じよう況きようと、似ている？」

「いや、やつは鈴の音の話などしなかった。それに冥婚とは他所よそから男を集めるのではなく、ひとつ箇か所しよの集落を狙ねらうものです」

「……行列以外の人には、鈴の音って聞こえなかったんじゃないかな。神しん花かが咲さく前なら、死の集落があってもおかしくはなかった。だけど実りのある今の時期に見つかれば、すごく不審に思われるはず。だから──鷲見さんを使って、あまり騒さわぎとならない無位の男性を集めた、とか」

　伊織さんが呼吸をとめて私を見つめた。切れ長の瞳ひとみに、色いろ濃こい緊きん張ちようがにじんでいる。

　私は唇を引き結んだ。架か々が裏りさんが華宮目的で男性を集めているって聞いたとき、すぐに冥婚と結びつかなかったのは、時期の違いが頭にあったせいだ。

　神花が咲く前に、犀鬼の人が行列を見た。その後に、死の集落を発見した。なら当然、冥婚が行なわれたのは、神花を咲かせられない新しん暦れきの緋宮を支えるためだって考える。

　だから伊織さんも、気にはなりつつも冥婚と鷲見さんの件は別々のものだって無意識に切り離していたんじゃないか。

「緋宮、一度帰き鼓こ廷ていへ戻ろう。これはきっと剣けん士しではなく神巫かんなぎの力が必要となる。瘴気のなかに、神かみ懸がかりの気が見える」

　胡こ汀ていが深い懸け念ねんを含ふくんだ表情で私を見下ろした。もともとは架々裏さん側に警戒させないようにと、危険をおして少人数で来たはずだった。これから帰鼓廷に戻り、腰こしの重い神巫たちを急せかして駆けつけた場合、間ま違ちがいなく架々裏さんに勘かん付づかれ、逃のがすことになるだろう。

　考えが甘かったんだ。相手は、ただのか弱い女性じゃない。周囲の命を根こそぎ刈かり取って自分の糧かてにする残ざん酷こくな人だ。昨夜の時点で帰鼓廷に連れん絡らくを取り、バレるかもしれない覚かく悟ごを決めて総動員で乗り込むべきだった。たった一人の相手に、そこまでしないといけない。

「一人じゃないか……」

　佐基さんが一いつ緒しよなんだよね。私は力なく項垂れた。

「緋宮？」

「……うん。戻ろう。この人たちまで冥婚の犠ぎ牲せいにさせられないもんね」

　気持ちを切り替かえ、顔を上げてそう告げると、胡汀がほっとしたように柔やわらかく微笑ほほえんだ。

「朝火のほうへ行こう」

　胡汀に手を引かれ、私たちは男性陣じんのあいだを縫ぬって先頭へと近づいた。

「え……？　ま、待って胡汀。みんなの様子がおかしいよ」

　私の声に、胡汀が振り向いた。

　横を歩く男性たちの表情が、変だ。やけに虚うつろな目をしているし、どこかふらふらした足取りに変わっている。

「夢遊病っぽい……」

「なに？」

　胡こ汀ていが聞き返しながら、私の視線を辿たどって男性たちの顔を見る。

　二人掛がかりでこれだけ熱心に見つめているのに、その男性はまったく反応しない。いや、彼だけじゃなくて他ほかの男性たちまでも人形めいた、感情のない表情をしている。

「……とまれ、おまえたち」

　試ためすように胡汀が呼んでも、誰だれも反応しなかった。

　胡汀はすばやく私の肩かたを引き寄せ、抱だきかかえるようにして足をとめた。

　そのとき、先頭を進んでいた朝火さんが、こっちに戻ってきた。私たちは再び歩み始めた。

「気づいたか？　この者たち、正気を失っている」

　私たちのそばに来ると、朝火さんは忙せわしない口調でそう言った。

　伊織さんがたいまつをわざとのように大きく揺ゆらしても、やっぱり誰一人、視線を寄よ越こさない。ひたすらぼうっとした顔で、暗い山道を黙もく々もくと進んでいる。

「あ……、武器が」

　私は小さく声を上げた。彼らが、手に提さげていた小刀などをぼとぼとと落とした。たいまつを持っていた人も同様だった。拾おうとする人はいない。目を向けることもない。

「鈴すずの音に惹ひかれている」

　胡汀の声に、私は思わず自分の両耳を塞ふさいだ。ちょっと呆あきれた表情をされてしまう。

「この音が皆を傀かい儡らいにしたのか？　だが、俺たちだけはなぜ平静でいられる？」

　伊織さんの混乱がまじる問いに、朝火さんと胡汀が「あー…、きっとコレの加護のおかげなんだろうな。あんまり感謝したくねぇー」ってな許しがたい顔をして私をじろじろと眺ながめ回しました。

　やだもう、緋ひ剣けんの暴走をとめられない。

「どうする。全員を殴なぐり倒たおして気を失わせるか？　それしか行進をとめるすべがないだろう」

「朝火さん朝火さん、優やさしい笑え顔がおで暴力発言はどうかと」

「殴るのはいいが、この人数をどうやって運ぶんだ。背負いきれぬ」

「伊織さんも真顔で答えないでください」

　こういう呪じゆ術じゆつ関連については専門家の意見を聞いたほうがいい。私はそう判断して、唯ゆい一いつ有益な策をもたらしてくれそうな胡汀を見上げた。

「軽い術なら殴れば解けるが」

「えっ、ほんとにそれで術が解け……!?」

「だが鈴の音だけではない。この満つる瘴しよう気きも関かかわっている。どちらにせよ止めねば。……運ぶ手段についてはあとだ。殴れ」

　冗じよう談だんに思えた朝火さんのバイオレンス提案が採用されるとは思わず、私は口を開けた。

　伊織さんが無言で胡汀にたいまつを預ける。それから、そばを歩いていた人のみぞおちでも狙おうとしたのか、肩に軽く手を置いた。しかしだ。

「──!?」

　触ふれた瞬しゆん間かん、人形のようにふらふらしていた男性が、どこか機械じみた不自然な鋭するどさで伊織さんに攻こう撃げきを仕し掛かけた。伊織さんは間かん一いつ髪ぱつのところで身をよじり、男性の手刀をさけた。

「これは……！」

　次の攻撃に身構えた伊織さんが、目を見開いた。

　その男性は何事もなかったように再びのろのろと歩き出す。

　朝火さんが一いつ瞬しゆん考え込み、なにかを試すように別の男性の腕うでに触れた。

「あ、危ない！」

　私は思わず叫さけんだ。その男性もまた、異様な速さの攻撃を朝火さんに仕掛ける。それをかわして少し距きよ離りを取ると、男性は人形に戻もどり、歩みを再開する。

「触れたら、攻撃してくるの……？」

「そのようですね。正しくは、歩みを妨さまたげる者を許さぬということでしょう」

　朝火さんが注意深く彼らを見回しながら肯こう定ていした。完全に暗示に落ちている状態なのか。仮にこっちが攻撃の意志を持たず、ただ、ぽんと触れた場合はどうなんだろう。

　それでも反応するんだろうかと考え、私はそうっと近くを歩く男性に指を伸のばした。

　触れる直前で、慌あわてた伊織さんに腕を摑つかまれ、胡こ汀ていにもぐいっと繫つないでいた手を引っ張られた。朝火さんには襟えり首くびを引っ摑まれている。

「緋ひ宮みや」

　全員から、揃そろって陰いん気きな声で呼ばれ、私は首をすくめた。

「ご、ごめんなさい」

　伊織さんが、たいまつを胡汀の手から取ったあと、軽く私を睨にらんで顔をしかめた。

「これでは気を失わせるのは難しいぞ。かすり傷だけではすませられない。手加減できず殺あやめてしまう危険がある」

「──ならば、術者を叩たたくしかないな」

　胡汀の言葉が重く響ひびいた。彼らを救うには、架か々が裏りさんと対たい峙じするしかないってことだ。

　私は後こう悔かいを嚙かみ締しめた。男性たちを巻き込んでしまった。帰き鼓こ廷ていには戻れない。

「そうだ、伊織さん。昨日、神巫かんなぎのあとをつけたっていう犀さい鬼きさんからの報しらせはあった？　さっき鷲見さんと会った神巫とは別の人なのかな」

「……それはわからぬが。仲間は明け方に戻ってきました。途と中ちゆうで霞かすみのように消え、見失ったとのこと。根城を突つきとめれば、このように緋宮を危機にさらさずともすんだのに」

「霞のように……？」

　思い浮うかんだのは、佐基さんの姿だった。もしかして、皆みなを人形に変えたこの大規模な暗示も、佐基さんの術によるものなんだろうか。

　私は男性たちを眺ながめた。佐基さん、本当に？　兎と神がみを犠牲にし、穢え主ぬしである和わ爾に一族に協力を頼たのんで、集落に死を注ぐ手助けをしたの？

　私には、その行ないはとても罪深いものとして映る。

　でも、蒸む槻きの住人にとってはそんなにおかしな話じゃないのか。

　帰き鼓こ廷ていでも冥めい婚こん自体は禁じていないんだという。国を守るために身分の低い者を犠牲にする。

　それがこの国では当たり前のことだって。

「緋宮。どうされるか？」

　朝火さんが問う。私は男性陣の目指す先に視線を向けた。

　この果てに、架か々が裏りさんと佐基さんが待っているなら。

　私は自分の手を、胸に押し当てた。返答を待つ緋剣たちに目を戻す。このまま進むのは無む謀ぼうすぎる、とか、彼らまで巻き込むのは間ま違ちがってる、とか否定的な考えがいくつもよぎる。

　そう迷いながらも、選せん択たくする道はもう決まっている。それをどう告げていいだろう。

　未み不ふ嶺ねさんが言っていた言葉を思い出す。傷つかないで、と命じるよりも──。

　まさか、本当に自分がこの言葉を口にするときがくるなんて。

　人形と化した男性たちをここで見捨てる真似まねはできない。その先に待つのは確実な死だ。

　そして架々裏さんはさらなる力を得ることに。

　今、彼女をとめられなければ、いつかもっと大きな災わざわいを招く。

　だから、緋宮として剣けんを持つ。

「ねえ、緋剣たち」

　はい、と彼らが答えた。

「死ぬときは一緒です。だから……緋宮が命じます。私のために血を流してください。先代をとめます」

　再び、はい、という答えが返ってきた。







　四章







　闇やみ夜よの行進は続いた。

　私は考えた末、一度足を止めて身を屈かがめ、ぽんぽんと地面を叩いた。

　わざわざ帰き鼓こ廷ていまで戻らずとも、連れん絡らくを取る方法があると気づいたんだ。

　緋ひ剣けんたちが振ふり向き、戸と惑まどったように歩みを遅おそくする。

　すぐに追いつくから大だい丈じよう夫ぶです、とこっちに来ようとする彼らにとりあえず手を振っておく。

「碁ご子こちゃん、起きて」

　そう、私にはかわいい仲間の碁子ちゃんたちがいる。およそ無限大の数。……う、想像して鳥とり肌はだが立った。

　すぐには地面に変化はなかった。遅い時間だから、碁子ちゃんたちも寝ねてるんだろうか。

　それともこの一帯には碁子ちゃんの住すみ処かがあまりないのかも。

「緋宮、早く」

　胡こ汀ていが前方で、私を呼んだ。行列が少しずつ遠くなる。たいまつの光を見失ったらもう戻れないだろうと思い、私は諦あきらめて立ち上がった。そのときだ。

　ぽこぽこっと地面の一部が丸く膨ふくらみ、黒い生き物が五羽わ、飛び出してきた。「おのれ、早寝のわしらを叩き起こすとは太い輩やからめ！　やぁ知夏だったか、ぬう……っ、仕方ないのう、今回は目をつむってやるぞ？」というように身を膨らませ、嬉うれしげに足をよじ上ってくる。

「起こしてごめんね、碁子ちゃん」

　私は手の上で縦一列に積み重なる五羽の碁子ちゃんに微笑ほほえみ、行列のほうに戻った。

　振しん動どうで、碁子ちゃんがゆらゆら揺ゆれた。「わしらが崩くずれるではないか、走るな知夏！」と訴うつたえるように羽をばたつかせている。

「碁子を召しよう喚かんしたのか。……預かってやろうか？」

　夢見る少年の眼まな差ざしに変わった胡汀は別として、他ほかの緋剣たちは微び妙みような表情を浮かべていた。

「あのね碁子ちゃん。帰鼓廷までお使いしてくれる？　祇ぎ官かん長ちようの九く支しさんと未み不ふ嶺ねさんに会って、緋宮が至急、応おう援えんを求めているって伝えてほしいんだ」

　私がこうお願いすると、朝火さんがいきなり身を屈め、平らな石を手に取って差し出した。石に文字を書けってことだろうけれど。

「えっと、それだと碁子ちゃんには大きすぎて運べない……」

　碁子ちゃんたちがむっとして「侮あなどるなよ知夏、運べるぞ！」というように蠢うごめいたけれど、いや、無理だから。絶対途中でへこたれるから。

　こういうときに機転がきくのは伊織さんだ。さっと自分の衣ころもを破ると、歯で指を傷つけ、血の文字を書く。それに、『緋宮』の命令であることを証明するための証あか石いしを包む……のは無理だな。さっきの石と同じで、これも碁子ちゃんには大き過ぎる。

「証石についている房ふさ飾かざりなら軽いかな」

　房飾りを包んだ手紙を、不満そうな碁子ちゃんに持たせた。「ちぇっ、わしらが少しばかり小さいからって侮るとは。まあ、いい。帰き鼓こ廷ていまで行ってやる」というように私の手の上で飛び跳はねると、元気に地面に降りて、あの黒い虫を彷ほう彿ふつとさせる速さで消えていく。

　碁子ちゃんを見送ったあと、私たちはそれから一刻あまりも歩き続けた。

　たいまつの明かりだけしかない山道だ。その分、神経を集中させて歩かなきゃならないので、疲ひ労ろうが激しい。足はもうがくがくで、感覚が失われ始めている。

　額に浮かぶ汗あせを夜風が冷やし、身体からだを震ふるわせた。

「緋宮、抱かかえてやるから、来い」

　私の軟なん弱じやくぶりを見かねて、胡こ汀ていが不ふ機き嫌げんな顔で言った。いや、緋剣の体力を奪うばうほうが今はまずいもんね。一人で歩かないと。

「平気、まだまだ歩ける」

　気き遣づかいを断って、緋剣たちからちくちくとした視線を頂ちよう戴だいしたときだった。

「──集落がある」

　伊織さんが驚おどろきの声を上げた。

　私では、暗くら闇やみに沈しずむ木立の奥に集落があるのかどうか、見分けることができない。

　でも伊織さんたちにはわかるらしい。どうやらそこが行列の目的地のようだった。

　さらに十分ほど歩いて、私にもようやく集落の姿がわかった。

　物もの見み櫓やぐらと幅はばの狭せまい小川の奥に、藁わら葺ぶきの高たか床ゆか式しき倉庫と木造の屋舎が並んでいる。一定の間かん隔かくでかがり火が置かれ、闇やみにオレンジ色の光を与あたえていた。

　畑は離はなれた場所にあるんだろうか。さすがにこの暗さでは、そこまでは見て取れない。

「人の気配がない」

　朝火さんが剣を取り出し、警けい戒かいの目を集落に注いだ。行列はずんずんと集落のなかへ進み、一番造りがしっかりとしている集会所らしき建物に入っていく。

　それを追おうとしたとき、伊織さんがなにかに気づいた様子でそばを離れた。

「伊織さん？　一人でどこに……！」

「井い戸どが」

　伊織さんは説明の途中で言葉をとぎらせた。石板で組まれた小さな廟びようの近くに井戸があり、そこの手前で伊織さんが強こわ張ばった背中を見せる。

　私たちは伊織さんのほうに駆かけ寄った。

「……なんだろ、この白いの」

　井戸が白い石で埋うめ尽つくされている。

　囲いの外にまで溢あふれているそれをひとつ拾おうとして、背後から胡汀に引き寄せられた。

「骨だ」

　朝火さんが硬かたい声を出した。

「骨……？　え、骨？」

　意味を吞のみ込めず啞あ然ぜんとしたとき、井戸から視線を引き剝はがすように胡こ汀ていがむりやり私の身体を別の方角へと向けた。

　そこで、閃ひらめくように気づく。人間の骨だ!!

「う、噓うそ……っ！」

　振り向こうとする動きを力ずくで胡汀にとめられた。耳が、彼の心臓の位置にあたる。緊きん張ちようを示すように、どくどくと激しい高鳴りを聞かせた。

　布越ごしに伝わる胡汀の体温が、私の混乱をいくらか静めてくれる。

　落ち着け！　狼狽うろたえてないで、早く行列を追わないと！

　自分に言い聞かせて、何度か深呼吸する。

「緋ひ宮みやをどこか休ませられるところへ」

　胡汀が宥なだめるように私の背をさすり、朝火さんたちに囁ささやいた。緋剣が全員、異議なしという感じで足早に井戸から離れ、私を引っ張る。

　こういう危機的状じよう況きようのなかでも私を休ませることを優先しようとする。大丈夫、みんながそばにいるんだもん、辛つらいことも怖こわいことも平気だ。きっと乗り越えられる。

「ううん、いい。行こう」

　心配そうにしている胡汀の手を握にぎり、私は行列が消えた方向へと歩き出そうとした。するとだ。

　かたかたかた、となにかが小刻みに軽くぶつかり合う不思議な音が後方から聞こえた。

「……はい？」

　背筋を伝う汗。嫌いやな予感しかしないんですが！

「このまま全力で走って逃にげたほうがいいって私の勘かんが告げています」

「──逃げろ、緋宮！」

　朝火さんの怒ど鳴なり声が聞こえた。それから、がしゃがしゃっとなにかが動く音も。

　私は怖こわ々ごわと振り向いた。

　蒸む槻きに来て以来何度も経験した、悪夢を超こえる恐おそろしい光景。

　井戸から這はい出た白骨死体が自らのあばらあたりの骨を剣けんに変え、群れをなしてじわじわと私たちを囲み始めていた。お、おかしいよ！　普ふ通つうに人の姿を取るならまだしも、なんでそんなに化け物系もいるの!?　バカでかい蜘蛛くもとか狼おおかみの形もあるんですが！

「が、がが骸がい骨こつが、骸骨」

　青ざめ、舌の回らない私の盾たてとなるように、緋剣たちが剣をかまえて前方に立った。

「ぎゃ……！」

　私は、潰つぶれた声を上げた。骸骨たちが、碁ご子こちゃんを超えるスピードでこっちに飛びかかってきたからだ。あ、ああありえない！

「手を休めるな！　とにかく叩たたき斬きれ！」

　朝火さんが剣を振ふり上げ、叫さけんだ。四方八方から突とつ進しんしてくる骸骨たちを、伊織さんと朝火さんが乱切りのていで始末する。

「また寄り集まっている！」

　舌打ちまじりに伊織さんが言った。叩き斬られて崩れた白骨が見る見るうちに再構築され、また襲おそいかかってくる。

　私を片手で抱えていた胡こ汀ていが術を紡つむぎ、大だい蛇じやを召喚した。ほっとしたのもつかの間で、井戸から氾はん濫らんの勢いで白骨が溢れ出てきた。私は卒そつ倒とうしそうになった。

「これは、凄すさまじいな……」

　思わずのように胡汀が眉まゆをひそめて呟つぶやいた。

　井戸から溢れる骨が、女の長い髪かみのようにうねり、地面に不気味な川を作っている。

　それがかたかたと音を立て、次々と白骨の化け物に組み立てられる。

　怪かい異いに慣れているはずの緋剣たちもこの光景には圧あつ倒とうされ、しばし剣を動かす手をとめた。

　無事に生せい還かんできる気がまったくしない！　どうしようこれ！　碁ご子こちゃん召喚する!?

「待て──あれは」

　胡汀が虚こ空くうに視線を投げた。ひゅんっとなにかが飛んできた。矢だ。

　雨のように矢が降ってきて、骸骨たちを突つき崩くずす。

「あっ、未み不ふ嶺ねさん!!」

　集落の仕切りとなっている小川の向こうに、動くものが見えた。司し狼ろうを走らせてこちらに接近する集団──帰き鼓こ廷ていの剣けん士したちだ。後ろに神巫かんなぎを乗せていた人もいる。

「ど、どうして。碁子ちゃんがこんなに早く呼んで来れるはずが」

「案外使えるじゃないですか、あの男も」

　憎にくまれ口を叩く朝火さんを茫ぼう然ぜんと仰あおぐ。

　帰鼓廷に戻もどった未不嶺さんが、九く支しさんたちを説得して応おう援えんを引き連れてきたんだ。

　小川を越えて集落に到とう着ちやくした司狼から神巫たちが慌あわただしく降り、呪じゆ術じゆつを唱え始める。すると、地面の野草が揺ゆれ、ずるっと長く伸のびて骸骨に絡からみ付いた。

「神巫も、やるときはやるようだ」

　伊織さんが緊張を残しながらも、微び笑しようを見せた。

　精せい悍かんな顔で手を振る穂ほ野のさんを発見し、私も同じ動作を返した。偉えらい、よく来てくださったー！　また『真夜中の秘密の剣士会』を開いて、スペシャル麦ばく酒しゆを作ります！

　胸を熱くして誓ちかいながら、私たちはこの場を剣士と神巫にまかせて行列の消えた集会所へと走った。平べったくどっしりした構えの建物だ。屋根の端はしが軽く上に反っている。

　正面の短い階きざはしを上がり、両開き式の扉とびらを伊織さんと朝火さんが二人掛がかりで開放する。その瞬しゆん間かん。

「え？」

　黒い霧きりが扉からどっと溢れ出てきて、私たちを軽く吹ふき飛ばした。

「緋宮!!」

　胡こ汀ていが私のそばに駆け寄ろうとする。けれどそれよりも早く、黒い霧から誰だれかの手が伸びてきて、地面に尻しり餅もちをついてうめいていた私の腕うでを思い切り引っ張った。

「な──」

　ずるっと身体からだが霧のなかに吞み込まれる。緋ひ剣けんたちの驚きよう愕がくの顔が目に映った瞬間、ばたんと音を立てて扉が閉とざされた。視界は墨ぼく汁じゆうの海に飛び込んだみたいに真っ黒だ。

　ふいに思い出した。初めてこの世界に来たときの、黒い川。あのぬるさ。

　そうだ──ずっと忘れていた。北ほく斎さい画がのように荒あらく波立つ黒い川には、『なにか』がいた。

　孤こ独どくの眼まな差ざしを持つ『なにか』。あの正体はいったいなんだったのだろう。

　それに、雪柱の上にいた、繊せん細さいな男の人は誰だったのか。

　黒い川を越えて、滸こ楽らくの王たる遠とお凪なぎさんに出会った。

　ああ、よく考えてみれば、遠凪さんが蒸む槻きで最初に会った人なんだ。

　そして、最初に助けてくれた人でもある。

　胡汀と出会ったのは、そのあとだ。

　胡汀。私は闇やみのなかで名前を呼んだ。黒い川から私を引っ張り上げてくれたときの手の強さが蘇よみがえる。今のように、こんなふうに腕を摑つかみ──。

「緋宮──ばかな方」

　囁き声が、耳に飛び込んだ。この声は。

「──佐基さん？」

　私は忙せわしなく瞬きをした。視界が急に開け、真っ赤な明かりを見せつける。

「ここは……？」

　既き視し感かんに、戸と惑まどった。ここは帰き鼓こ廷ていの……ひの間によく似ている。神々の去来を見守るという、厳おごそかな気配の満ちる特別な部屋。

　三方の壁かべに余よ裕ゆうで通り抜ぬけできそうな大型の丸窓を設けた広い部屋に、蠟ろう燭そくが幾いく重えにも輪を描えがくようにしてずらっと並んでいる。

　私はその、中心となる部分にへたりこんでいた。誰かに抱かかえられて。

「なぜ、来たのです。夜や見みでお会いしたとき、帰鼓廷に戻りなさいと申しましたのに。本当に、私の願いはなにひとつ聞いてくださらない」

　私はゆっくりと、声の持ち主に視線を向けた。

「佐基さん……」

「はい、緋宮」

　仕方なさそうな微笑を作る佐基さんの顔が、すぐそばにあった。

　私は息をつめて佐基さんを覗のぞき込んだ。深い紫むらさき色いろの衣ころもに、染めたままの髪。蠟燭の明かりを受けて赤く輝かがやく佐基さんの瞳ひとみ。そこに、まんまるに目を見開く私の姿が映っている。

　佐基さんは全身を緊きん張ちようで硬かたくしながら、私を静かに見つめている。詰なじられるのを覚かく悟ごしているような表情だった。

　私がまずはじめに取った行動は、がしぃっとしがみつくことだった。

「緋ひ宮みや!?」

「も、もう離はなさないんだから！　どんなに拒きよ絶ぜつされても諦あきらめませんよ!?　絶対連れて帰る！」

「緋宮、なにを……状況をおわかりか！」

「わかってます！」

　佐基さんは狼狽うろたえながら私の身体を引き剝はがそうとした。でもその手に力が入っていない。

「私が誰のもとにくだったのかおわかりというなら、なぜそのような……！　連れ戻して罰ばつするとでも？」
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「そうです、もちろん容よう赦しやなく罰しますとも！」

　強い語調に、佐基さんがひるんだ。

「佐基さんを見つけたあと、私、どうしようかってずっと悩なやんでました」

「……」

「もし、本気で戻ってきたくないって言われたら、無理に連れ戻そうとしないでそっとしておこうか。私や帰き鼓こ廷ていとは離れたほうがいいのかなあって」

　私は両りよう腕うでを佐基さんの背中に回して、しっかりと抱だきついた。

　抗あらがうことを忘れるくらい真しん剣けんに、佐基さんは話を聞こうとしている。

「でも、そんなことを考えるのはもうやめました。だって私……緋宮です。命じればよかったんだ。私のもとに戻りなさい。緋剣が勝手に、私の手から離れてはいけません」

　佐基さんが息をのんだ。

「それから──佐基さんが他ほかの緋剣たちに疑いを持ったりするのを、力ずくでとめる真似まねはしません。だけど！　緋宮を疑うのは、緋剣としていけないことです！」

　未み不ふ嶺ねさんの言いたいことが、ようやくわかってきた。私は彼らを手放したくない。

　その願いを叶かなえるためには、いつでも手元に置く力が必要だ。我が儘ままで理り不ふ尽じんな命令さえくだせるくらいの。

「あなたは私の剣けんです。だ、だから、耐たえなさい！　私があなたを握にぎらないときがあってもです！　それが緋剣です。だって握らないときでも、私が見捨てることはないんですから」

「緋宮──」

「そ、そういうわけで！」

　かすかに身体を震ふるわせる佐基さんの言葉を遮さえぎった。ここで気を緩ゆるめたら全力で謝罪したくなってしまう。途と方ほうもない発言だっていう自覚もある。

「必ずあなたを罰します。私を見捨てて架か々が裏りさんのもとへ行くなんて、すっごい罪です。それに、架々裏さんの手助けをするために悪いこともしましたね？　許さないんだから！」

「──今いま更さら!!」

　呪のろうような声こわ音ねで思い切り怒ど鳴なられ、私は一気に度胸を失ってオッドオドになった。

「さ、佐基さ……」

「なぜ今更!!　そんなことを！」

「ごっ、ごめんなさ……」

「なぜもっと早く!!　私がこうなる前になぜ言ってくださらなかった！」

　佐基さんが私の呼吸をとめるくらいに強く抱きしめた。

「もう遅おそい！　私の神じん力りよくはすでに堕おちた、穢え主ぬしに変わる！」

「佐基さん！」

「ああ、緋宮。なんてひどい。甘い声で私を選ぶと言い、迷わせた。疑わせ、手放したくせに、迎むかえに来る。どうしてもっと早く来てくださらなかった。早く今のお言葉を聞きたかった。そうすれば私は」

　佐基さんが私の肩かたに顔を置いた。

「私は神力高き者。なのに天神には愛めでられぬ。どれほどその事実に苦しんだか。いつしか穢主どもの誘ゆう惑わくが聞こえるようになる。おまえは穢けがれる定めだ、我らの一部になる者だと！　私は選ばれたかった、天あまつ神かみが目を背そむけるのなら、美しき陽ひ女め神がみの方に。そうすれば、私の定めは穢れに侵おかされることはない、夜ごと押し寄せる穢え主ぬしどもの嘲ちよう笑しようも聞かずにすんだ！」

「佐基さん、私」

　おろおろと、佐基さんの背中側に回した手をさまよわせる。

　叫さけんだとき、目の端はしになにかが映った。蛇へび？　──違ちがう、花の蔓つるじゃないか。

「さっ、佐基さん!?　これ、緋ひ剣けんの……！」

　私は言葉を失った。朝火さんが和わ爾に族を封ふうじるときに使った技わざと似ている。細い蔓が佐基さんの下から無数に伸のびている。触しよく手しゆのようなそれが、私の腰こしや腕に幾重にも巻き付いた。

「痛いっ」

　佐基さんが、私から少し身を離した。どこか虚うつろな、壊こわれた瞳だった。

　この蔓、だんだんと締しまってきてる！　全身をくびってしまいそうな勢いだ。

「い、痛いよ……！」

　焦あせりながら訴うつたえると、佐基さんはうっとりと微笑ほほえんだ。

「……私は禁を犯おかし、善き神の血肉を食はんだのです。魔ま物もののごとき身と化した私に、恐おそれはありません」

　佐基さんの指が、私の唇くちびるを柔やわくさすった。

「あなたを傷つけることも、平気です。私に命いのち乞ごいをしますか？　でも逃にがしてあげません」

　私はじたばたともがき、蔓を引き剝がそうとした。ところが、急激に手足が重くなる。

「あっ!?」

　肌はだが粟あわ立だった。和爾族の男と同じ現象が私の身にも現れ始めていた。石化だ。

「霊たままで石と変える緋剣の術。私はあなたを躊躇ためらいなく殺せます。もう、あなたを必要としてはいないのです」

　足の感覚がじわじわと消えていく。石化した状態で身を砕くだかれたらどうなるんだろうという寒々しい考えが浮うかんだ。佐基さんは脇わき目めも振ふらず、私を見ていた。

　──噓うそつきだ、本当はまだ怖こわがっているくせに。

「……騙だまされません。佐基さんには私がとっても必要なんです」

　佐基さんが目を見開き、それから苦く笑しようした。

「この状じよう況きようで強気なことをおっしゃいますね。ご自身にそこまでの価値があると？」

　少しだけ胸がずきずきしたのは内ない緒しよだ。

「はい。佐基さんにとって私がもしいらない存在なら……緋剣の力もきっと使えないよ」

　佐基さんがいぶかしげな表情を見せた。

「それで、私も佐基さんをいらないって思っていたら。儀ぎ式しきでの繫つながりが切れて、やっぱり緋剣の力が凍こおったはずです」

　私の願望がつまった、まったく根こん拠きよのない話だ。たぶん、事実は違うだろう。

　それでも当然の顔をして、私は言い募つのった。

「私が佐基さんを好きで、佐基さんも私のことをすっごく好きだから、血の絆きずなが繫がったままなんです」

　めちゃくちゃ都合のいい主張だ。あっまずい、腕うでまで石になってきてる！

「ばかなことを……」

　佐基さんが、私の首に手をかけた。冷たい手は、感情を表すように震えていた。

「緋ひ宮みやの血って、穢れを祓はらえないかな……？　よ、よかったら飲んでください。そしたら穢え主ぬしに変わらなくてすむかも」

　佐基さんを吸きゆう血けつ鬼き扱あつかいしてしまった。

「本当にばかな方」

　さっきからばかばかってひどい。でもなんだか瞼まぶたが重くなってきて、心臓がおかしい。血がどろどろしている。

「こんな目にあっても私を好きとおっしゃる。私は心から憎にくんだというのに！　本当に残ざん酷こくな方。私を弄もてあそび、死ぬほど苦しめて……！」

　憎ぞう悪おの深さを伝えるように、私の首を摑つかむ手に強い力がこもった。

　──一いつ瞬しゆん、ダメだったのかなって、意識が真っ暗になった。だけど。

　以前、思ったことがある。言葉に力があるのなら──ひっくり返してみせようと。

「生きてる限り……だから、佐基さ……」

　新しい自分に、生まれ変われ。声にならない言葉を届ける。

　緋宮、と呼ぶ声。私の好きなこの優やさしい口調。しゅるっと蔓の動く音が聞こえた。鈍にぶくなりかけていた鼓こ動どうが元に戻もどり、呼吸が格段に楽になる。

「──ああ、緋宮。私はやっと満たされた」

　私の首から手を離はなし、佐基さんが囁ささやいた。蠟ろう燭そくの明かりに輝かがやく瞳ひとみから、きらきらとした涙なみだがいっぱいこぼれ落ちていた。

「私は美しき者から、見放されていない」

　私は視線を忙せわしなく動かした。石化していた手足も元通りになっていて、蔓も消えている。すべて幻まぼろしであったかのように。でもそうじゃない。佐基さんが確かに目の前にいる。

　今度こそ、間に合ったんだろうか？

「と、当然です。緋剣を手放すはずがありません」

　私は動どう揺ようしまくる自分をごまかしつつ、佐基さんの頰ほおを拭ぬぐった。

　ふ、と佐基さんがとても儚はかなげに微笑んだ。甘えるように、私に抱きつく。

「異界より来られし、かわいい方。この今は……あなたは、私のものですね？」

　いつかかわしたやりとりのようだと思った。

「……一いつ緒しよにいたいときは、教えてください。そうしたら私、佐基さんにいくらでも時間を捧ささげるんだから」

　今の言い方はさすがにちょっと威い張ばりすぎだったか私!?　と内心びくつきながら、佐基さんの様子をうかがう。弱よわ腰ごしなくせに強気発言をしているのがおかしかったのか、佐基さんは顔を上げ、目を細めて笑った。その途と端たん、また新たな涙が頰を転がる。

「どうか、お戻りを。まだ架か々が裏り様はお目覚めではありません」

「……佐基さん？」

　佐基さんが、私を緩く抱きしめたまま、立ち上がった。私は慌あわてて自分の体重を支えた。

　なにをするのかと思いきや、佐基さんは床ゆかの蠟燭を蹴け散ちらし始めた。

「えっ、この蠟燭、倒たおしていいんですか？　ひの間のものと似ていて……」

「いいえ。これは、清き陣じんではない」

「じゃあ架々裏さんが」

　作ったものなの？　これで外の骸がい骨こつたちを操あやつっていた？

　そう続けようとしたときだ。ひゅっと、音がした。

　佐基さんの後方に見える丸窓から、格こう子しを壊して鋭するどいなにかが飛んでくる。

　あっという間の出来事だった。

　その、先の尖とがったモノが佐基さんの背に刺ささり──お腹なかの中心を突つき破って出てきた。

「……え？」

　私はなにが起きたのかわからず、ぽかんとした。佐基さんも驚おどろいた顔で、自分の腹部を見下ろしていた。赤く染まった鋭えい利りな凶きよう器き。ぱたぱたと床に血がしたたり落ちる。

　佐基さんは緩かん慢まんな動きで顔を上げた。私たちは、視線を合わせた。

「緋宮……逃げて」

　手を伸ばされ、そうっと愛いとしげに頰に触ふれられた直後だった。

　佐基さんの身体からだが、腹部を破ったサソリの尾おのような……ごつごつと骨張ったなにかに勢いよく引っ張られ、丸窓の奥へと吹ふき飛んだ。

「──」

　私はすぐに動けなかった。だって、今の光景をこれっぽっちも理解できない。

　なにが起きたの。

「さ、佐基さ……」

　私は放心したまま、あたりを見回した。倒れた蠟燭。破られた丸窓。そして、床に落ちている赤い血。

　ざわっと髪かみの毛が逆立つような恐きよう怖ふが全身を駆かけ巡めぐった。心臓が今にもひっくり返りそうだった。

「佐基さん！　佐基さん!!」

　私は転がるようにして壊こわれた丸窓のほうへ走った。曲線を描えがく縁ふちを越こえ、闇やみの広がるなかへと身を躍おどらせる。

「──!?」

　私はたたらを踏ふみ、忙しなく視線を動かした。こっちに入ると同時に、闇が一気に晴れた。

　すごく変な臭においがする。腐くさった花のような感じだ。

「なに……？」

　そこは、蠟燭の間と同じ広さを持つ正方形の大部屋だった。壁かべ際ぎわにずらっと並ぶ花か蠟ろうすべてに、火がともっている。中央には、直径五メートルはあるだろう巨きよ大だいな朝顔形の杯さかずきが台座に置かれていた。雅みやびな花の模様を外面に散らしている。

　杯の横には、やはり異様に大きな籠かごがあった。そこになにかが──ひからびた人間の身体がぎゅうぎゅうに詰つめ込まれているのが見えた。本物だろうか、作り物ではなく……？

　私は崩くずれそうな足に力を入れた。こみ上げる吐はき気を堪こらえ、叫さけぶ。

「佐基さん！」

　彼女の姿がない。間ま違ちがいなくこの部屋に引きずり込まれたはずなのに！

　ふと、かすかに水の揺ゆれる音が聞こえた。私は視線を上げた。

　杯の飲み口部分は目の位置より少し上にあるため、思いっきり背せ伸のびをしないとそのなかがどうなっているのかわからない。私は深呼吸し、一歩そちらへ踏み出した。

　その瞬しゆん間かん、ずちゅっとやや粘ねばり気のあるような、水の跳はねる音がした。

　誰だれかが、杯のなかから身を起こした。まるで浴よく槽そうに潜もぐっていたっていうみたいに。

「佐基さ……？」

　私は掠かすれた声を上げた。本能が、佐基さんじゃないって確信していた。

　起き上がったその人は、はぁ、と甘く吐と息いきを落とした。両手で濡ぬれた頰を撫なで、悩なやましく髪をかきあげる。それから、ふっと私を見下ろす。

　私は、足が動かせなくなった。

「か、架か々が裏り──」

　全身を真っ赤に染める美しい人……架々裏さんが私を無感動に見つめていた。血の杯に、下半身を浸ひたしたまま。

　薄うすい衣ころもを一枚だけまとっている。それも赤く染まっていた。成熟した女性の身体の線があらわになっていた。

「ふふっ、『緋宮』か」

　架々裏さんが柔やわらかく微笑ほほえんだ。

「おまえの芳かんばしい神気は、血のなかでもよう香かおる。待っていたぞ、『緋宮』」

　びしゃん、と水の音がして、架々裏さんの浸つかっている杯からなにかが現れた。さっき佐基さんを刺した、サソリの針を持つ長い尾だった。私はそれを凝ぎよう視しした。

　血に濡れていても、その尾がワニのように鱗うろこに覆おおわれているとわかる。それに──。

「か、架か々が裏りさん」

　杯の縁を、やはり尾と同じ、ワニの足に似たものが摑つかんだ。

　どう考えても、その異様な尾と足は、架々裏さんの上半身と繫つながっている気がした。

　架々裏さんが、薄く笑って私のほうに身を乗り出した。

　私の推測は間違っていなかった。架々裏さんは、人魚姫ひめのように下半身が別の生き物に変わっていた。夜や見みで見た和わ爾に一族の手足とそっくりだった。

「なにをそう驚く？　蒸む槻きにはけだものからなにから、様々な異形の者がおろうに」

「だ、だって、架々裏さん」

　架々裏さんは仲のいい友人のような笑えみを見せた。同時に、神々のように人間の域を超こえた者の持つ瞳にも見えた。

「架々裏さんは、人間の女性で……」

　身み籠ごもっていたはずだ。それは、どうなったのか。

「そうまで激しく驚かれると、愉ゆ快かいよな。和爾の者と交わり、腹の子の血肉を力に変えたのだ」

「え……？　ちょ、ちょっと待って」

　私は混乱がとまらず、片手で頭を押さえた。なにから考えていいのかわからない。どうしたらいいのか！

「さ、佐基さん！　佐基さんは!?」

「まだ生きているとも」

　架々裏さんは妖よう艶えんな微笑を浮うかべ、頷うなずいた。

「どこにいるの!?」

「おまえは不可思議な娘むすめだこと。我に殺あやめられるかもしれぬというのに、佐基を案じるのか」

「私の緋ひ剣けんです！」

「緋剣か。そうよな。緋ひ宮みやは緋剣を愛めでる」

　架々裏さんが体勢を変え、再び杯のなかに身を沈しずめて、縁に両りよう腕うでを置いた。浴槽につかっているようなくつろいだ雰ふん囲い気きに、私はますます混乱した。

「我はおまえを憎にくんだが。考えてみれば、歴を継ついだおまえは妹にも等しいか。陽ひ女め神がみの血族だものな」

　頰ほお杖づえをつくようにして架々裏さんがじろじろと私を見回した。反応に困る！　こういう再会は想像していなかった。もっと真正面から憎ぞう悪おをぶつけてくるんじゃないかと思っていたのに。

「憐あわれなことよ。緋宮として目されるなど、悲運が定まったようなもの」

「どういうことですか……？」

　おののきながらも聞き返すと、架々裏さんは、おや？　と眉まゆを上げた。

「見た目のみならず頭のなかまで鈍どん重じゆうなのか。楽らく奪ばい月つきの儀ぎを行なったのであろう？　ひの間で過ごし、その上でもまだ蒸む槻きに対する忠義を手放さぬと？」

「……私、楽奪い月に帰き鼓こ廷ていにいなかったんです。神様が去らないよう、その、直接神しん門もんに行って、引き止めを……」

「なんと。それは！」

　架か々が裏りさんが楽しそうに声を上げて笑った。

　な、なんだろう、最後に会ったときとずいぶんイメージが違ちがう。こんなに明るく笑う友好的な人には見えなかった。気高くて、恐おそろしい人だったはず。

「ひの間で神々をお迎むかえしていないのか。それでは、わかるまいな」

「ひの間……あの蠟ろう燭そくの間が、なんですか？」

　架々裏さんは、さっきとは一転して凄すごみのある暗い顔をした。

「いや、しばらくはわかるまい。おまえはどうも……人の身では考えられぬほどに神気を放っている。だがな。その神じん力りよくが衰おとろえたときにようやく蒸槻の闇が見えるだろう。楽奪い月、あのおぞましきひの間で、なにをやらされるか」

「え……？」

「あの間こそが、香気根かざね呪じゆ法ほうの大樹よ。『ひ』は火であり、陽ひ。そして──秘ひめ事の」

「ひめごとって……？」

「わからぬか。おまえがまこと憐れになってきたぞ。香気根呪法は、名にもかかる。秘め事の女、緋宮──力なくば神々に弄もてあそばれる定め。そうして好きなだけ神々にむしり取られた力を補うため、次には華はな宮みやで男遊びに興じねば。なんという図式か」

「お、男遊び」

　知らないあいだに、身体からだが震ふるえた。

「人はまだよい。人に近い者も。だが、神々がすべて美しいと思うか。いいや。大半の神はなあ、化け物よ！　そんなものにまたがり腰こしを振ふる屈くつ辱じよくと恐きよう怖ふ、我ら緋宮以外の誰がわかろうか！」

　架々裏さんは笑いながら、憎悪を吐き出した。

「なあ、それを思えば和爾族と一度契ちぎるくらい、なんだという」

　視界がなんだかぼやけてきた。自分がよくわからないままに泣いているって、すぐには気づかなかった。頭がくらくらして、立っていられない。

「娘。我に神力を捧ささぐならば、おまえを受け入れてもよいぞ。しょせん蒸槻など陽ひ女め神がみを贄にえとしかとらえておらぬ。男神も男王もみな」

　男王。

「……司し義ぎさん」

　ふっと彼の姿が脳のう裏りに浮かんだ。架々裏さんは、回かい絽ろ廷ていの牢ろう獄ごくに収しゆう監かんされていたはずだった。

「私の神力を得て、どうするの？　それにさっき、お腹なかの子を力にって。あ、あれ？　緋宮の任期中に、どうして子どもが……。どうやって牢獄から。佐基さん！　佐基さんは！」

　私は言葉を正しく繫つなげることができなかった。壊こわれたように、脈みやく絡らくのない切れ切れの疑問をぶつける。全身に汗あせをかいていて、気持ち悪い。

「子か。そう──緋宮はけだものたる滸こ楽らくの子しか孕はらめぬ」

　……その相手って、遠とお凪なぎさん？

　あの遠凪さんが。信じたくない思いで、怖こわ々ごわと見上げる。

「ふふ、まさかなあ。男王と契った結果、孕むとは」

「──今、なんて言ったの？」

「なるほど、歴々の男王たちが緋宮を娶めとろうと必死になるはずだ」

「架か々が裏りさん！　男王って司し義ぎさんのことでしょう!?　ど、どうして妊にん娠しんができたの……？」

　私は額の汗を乱暴に拭ぬぐった。そうだ、そもそも架々裏さんは帝みかどの正妻になりたがっていたんじゃなかったか。刑けい場じようでそう言っていたし、帝側の貴人に態度のおかしな人もいた。

　それに帝……司義さんも、自ら帰き鼓こ廷ていに足を運んで『新しん暦れきの緋宮』である私を調べにきた。

　任期明け後の緋宮が権力を欲ほつして帝に近づきたがるというのは理解できるけれど、その逆になんのメリットがあるのか。

「神の歴とは罪に満ちている。男王もまた、神々の呪のろいに翻ほん弄ろうされている一人だ。だが、おのが身の呪しゆをとくために『緋宮』を犠ぎ牲せいにしようとはな。それをどうして、許せよう。祖の過あやまちを隠かくすことばかりに腐ふ心しんする。騙だまされた我がなにより愚おろかか」

　架々裏さんが自じ嘲ちようを見せた。

「司義さんも、神世の呪いに関かかわっている……？」

「わかっただろう？　男王の祖がなんであるか」

　それは──。

　私を見つめながら、架々裏さんは遊ぶように杯さかずきの血を指先でぱしゃぱしゃと弾はじいた。

「男王どもはな、知られてはならぬおのれの正体を隠すため、我を牢ろうに捕とらえた。その後、毒殺をしようとしたが。佐基に取り憑ついた穢え主ぬしの和爾が、逃のがしてくれたぞ。あまりに必死に我を追っては、余計な探さぐりを入れる者が現れかねない。男王も気が気ではないだろう。帰鼓廷に使いの者を潜もぐり込ませていると聞く」

　未み不ふ嶺ねさんのことだろうか。他ほかにも潜せん入にゆう者しやがいるの？

「さて、どのように回かい絽ろ廷ていに仇あだ討うちを成すかと思っていたらな。穢主の和爾が、愉快なことを我に願う。冥めい府ふと世をひっくり返そうとな」

「なにを……」

「だから、力がほしい。おまえの神力を得れば、神々をも従えられる。──虐しいたげられし『陽ひ女め神がみの末まつ裔えい』たる我が、この蒸む槻きを滅ほろぼして、なにが悪い。当然の怨うらみではないか？　神世からの犠牲を思えば、狂くるわぬほうがおかしなこと」

　私は唾だ液えきを飲み込んだ。

「この、死体も、力を得るために？」

「ああ。和わ爾にの力を受け、楽らく奪ばい月つきに乗じていくつかの集落の命も奪ったが。黄泉よみの戸を開くには、まだ足りぬ。仕方なしに余所よそより集めるしかない。この身に馴な染じまぬうちは、よく動けぬから」

　それで、兎と神がみの血肉を男性に与あたえて冥めい婚こんをさせたの。

「だめだよ、そんな……架か々が裏りさん、だめ」

　涙なみだで濡ぬれた目をこすり、私は大きく首を振った。だけど、声に力が入らない。

　だってこの人は『緋宮』だった。緋宮のすべてを知っている人だ。

　私の──未来の姿かもしれない人だ！

　誰だれかに助けてほしいって心から思った。緋宮の末路を知るのが怖こわい。

「佐基さん！　佐基さんはどこ！」

「ずいぶん佐基を気にかける。おまえはあれを、見捨てたのではなかったか。そのかわりに遊女や星ほし神がみ憑つきの緋剣どもを選んだと」

「──」

　星神憑き。

　私は、ひゅっと喉のどを鳴らし、硬こう直ちよくした。

「まったく興味深いまれびと女め神がみであること。おまえは陽ひ女め神がみの再来なのか。異国の星神を抱いだく男を選ぶとは。歴とはまこと……」

「な、なんの話!?　星神ってなに！」

　架々裏さんの感かん嘆たんを遮さえぎり、私は叫さけんだ。嫌いやな予感がとまらない。

　なんの話か全然わかんないもの!!

　知らないよそんなの、架々裏さんはなにか勘かん違ちがいしてる！

「神々との交わりを繰くり返せば、古き歴を夢見にて知ることもある。おまえを愛めでるあの男。恋れん着ちやくして当然よな、星神憑きならば──ただ、いずれは憎にくみ合うのか。恋こい慕したい続けるのか。ふふっ」

　心が音を立てて崩くずれていきそうな感覚に襲おそわれた。

　私を愛でる男。星神憑きなら当然。愛するのは。

　それ──誰のこと？

　脳裏に浮うかんだのは、好きな人の姿だった。普ふ段だんはもの静かで、目め尻じりに刺青いれずみがあって、どこか神秘的で──異国的で。

「違う……、違うよ」

　胡こ汀ていのことじゃない!!

　私は両手で力ちから一いつ杯ぱい耳を押さえた。違う。胡こ汀ていは、胡汀だ。私の飼い主だもの！

　暴君だとかたまに冗じよう談だんで言うけれど。本当は優やさしくて面めん倒どう見みのいい人だから、アホ過ぎる私にほだされちゃって任期明け後も一いつ緒しよにいろって言ってくれたんだもの!!

「おまえはまだ気づいていなかったのか？　しかし男のほうは、いくらか目覚めつつあったようだが？」

「知らない……！」

　嫌だ、知りたくない!!　目覚めつつあるって、そんな言い方やめてよ！

　胡汀までが神世の呪いに関わっているとでも！

　──でも、そうじゃなければおかしいっていうほどに、私のそばにいてくれた。

　異国の星神。私や遠凪さんのように神様に取り憑かれ、惹ひかれ合っているのだとしたら。

　その神は、どういう役割を持っていた？

「──信じてるもの、胡汀のこと。だから」

　私はぶるぶると頭かぶりを振って涙を散らし、背を伸のばした。耳から手を離はなして、ぎりっと架か々が裏りさんを睨にらむ。胡汀の口から直接聞くまでは、架々裏さんに従ったりしない。

「どうだ、娘むすめ。裏切りを知らぬのならば、そのままで我がもとへくればいい。そうして我らを贄にしかせぬ蒸む槻きの者を、明日に百、翌々の日に千、殺あやめてやろう」

「──私は、蒸槻を護まもるためにいる。あなたが百人殺すなら！　二百人を救ってみせる。千人でも、一万人でも！」

　架々裏さんが笑えみを消した。

　私たちは睨み合った。決けつ裂れつした瞬しゆん間かんだった。

「しょせんは、道理を知らぬまれびとか」

　架々裏さんは冷め切った目をして、悠ゆう然ぜんと腕うでを組んだ。

「情けをかけてやったというに。よい。ならば、その神じん力りよくを搾しぼり取るまでのこと」

　杯の血が突とつ如じよ、無数の玉を作って宙に浮かび上がった。

　それが弾だん丸がんの速さで私に向かって飛んでくる。全身を打ち抜ぬかれるとわかっているのに動けない。目を閉じることもできず、迫せまり来る血の粒つぶを慄りつ然ぜんとしながら見つめたときだった。

　背後から丸窓の破は壊かいされる大きな音が響ひびいた。そこから吹ふき付けてきた激しい突とつ風ぷうが私の前で蛇へびのようにうねり、血の弾丸を叩たたき落とす。

「──遅おそくなった。緋ひ宮みや」

　どきっとした。待ち望んでいた声のはずだった。

　なのに、振ふり向けない。

「しばらく見ぬうちに、ずいぶんと異形に変わったものだ」

　私の横にその人が──胡汀が立った。きれいな色の瞳ひとみを持つ、私の好きな人。

「おや、噂うわさをすれば」

「俺の主あるじを泣かせたようだな。おのれ以外の者に嬲なぶられるとは、あまり楽しくないことだ」

　俯うつむいていたら、頰ほおを手の甲こうで撫なでられた。この手が好きなのに、摑つかみ返せない。

「おまえが好き勝手をすると、我が主はどうも落ち着かぬ。果ては、目を盗ぬすんで帰き鼓こ廷ていより飛び出す始末。二度とそうさせぬためにも、ここで捕とらえさせてもらう」

「これは困った。我はまだ気を整えきっておらぬゆえ。他の者に戦わせることとしよう。さあ──佐基」

　杯のなかから大量の血が溢あふれ、ずるりと地面に滑すべり落ちた。

　それが見る間に、人の形を作る。すらりとした優しげな女性の姿。

「佐基さん……噓うそ」

　ここへ向かった行列の男性たちのように虚うつろな目で私たちを見つめ、手から特とく殊しゆな隼はや鉄てつの剣けんを取り出す。

「佐基!?　おまえ、本当に架か々が裏りに従うとは……！」

　胡こ汀ていの声も届かない。佐基さんは無言のまま勢いよく剣を振るった。さっきの胡汀の技わざとよく似た神力の風を生む。

　胡汀が私を突つき飛ばし、風の刃やいばから助けてくれた。床ゆかにどしゃっと倒たおれたあと、私は慌あわてて顔を上げた。胡汀と佐基さんが、鋭するどい音を立てて刃を交えていた。

「佐基！　操あやつられているのか！」

　胡汀のものに叩たたき付けた佐基さんの剣が一いつ瞬しゆんで溶とけ、それが無数の蜂はちとなった。一いつ斉せいに羽音を立てて宙を飛び回り、はっと身構えた胡汀に群がろうとする。

　対たい抗こうするように胡汀も剣の形状を蝶ちように変えた。その美び麗れいな羽で、飛びかかってくる蜂を包む。空中で無数の虫たちが踊おどるように舞まっていた。

　次に蜂はひとつに固まって虎とらとなり、蝶は狼おおかみに変わる。めまぐるしい勢いで隼鉄の剣は変化した。蛇に鳥、龍りゆうに鼬いたち。二人の神力と呪じゆ術じゆつで、自在に戦いの姿を変えていく。

　そうか、二人はきっと力の属性が同じなんだ。剣をじかに交えるよりも、呪術合戦のほうが得意なんだろう。

「いい加減に目を覚ませ！」

　胡汀が斬きりつけるような声を発した。だけど返事はない。佐基さんは完全に操られている。

　──私が架々裏さんを制して、力を削そぎ落とせば、暗示が解けるんじゃないだろうか。

　武器があれば。弓が欲しい。いや、そう都合良く弓なんて転がってるはずない。どうしたらいい。こうして二人が傷つくのを見ているだけしかできないのか。

　私は全身に力を込め、架々裏さんを睨んだ。彼女は面おも白しろそうに胡汀たちの戦いを見ている。私の存在を警けい戒かいしていないのは、完全に侮あなどっているからだ。この場面ではまったく役に立たないとわかっている。

　私が得意なことは、碁ご子こちゃんの召しよう喚かんだ。今呼ぼうか。

　そしてまた、碁ご子こちゃんの犠ぎ牲せいで弓を作るのか。

　なんだかそれは、架か々が裏りさんとやっていることが変わらない気がした。

　最初はただ不気味にしか思わなかった碁子ちゃんだ。

　でも次し第だいに情がわいて、ぬまごえ様やみずの様たちと同じ位置づけになってきている。

「私が直接架々裏さんをとめるんじゃなくて……」

　呪術合戦を繰り広げている二人に目を向け、急いで考える。

　私が一瞬でも佐基さんを足止めして、その瞬間に胡こ汀ていに架々裏さんを狙ねらってもらうほうが、現実的だ。戦力にはならない私でも、一瞬の隙すきを作るくらいだったらきっとなんとかなる。

「思いっきり佐基さんに抱だきつくしかない」

　やってみよう。今の私にできることなんて他ほかにない。

　私のために血を流せ、そう言って緋ひ剣けんたちにここまで来てもらった。

　なら、緋剣のために私が血を流してもいいんじゃないか。

　そういうどこか投げやりな……極きよく端たんな考えが頭に浮かぶ。架々裏さんの言葉が心に影かげをもたらしていたのかもしれない。

　飛びつく瞬間を探してゆっくりと立ち上がったときだ。

「──!?」

　腰こしになにかが巻き付いた。先せん端たんがサソリの針のように尖とがった、架々裏さんの尾お。

「わ……！」

　ぶんっと放ほうり投げられるようにして身体からだが勢いよく浮いた。長い尾は、私の身体を架々裏さんの正面に移動させる。宙に持ち上げられているような状態だった。

「く、苦し……！」

　お腹なかに食い込む尾を引き剝はがそうとしたけれど、びくともしない。

「緋剣や神巫かんなぎどもが揃そろう前に、おまえの力を得ておきたい」

　あでやかに微笑ほほえむと、架々裏さんは私の身体を血の杯さかずきのなかに沈しずめようとした。

　全身が総毛立つ。杯の血がいくつもの人の顔を浮うき上がらせていたからだ。これはきっと冥めい婚こんとして呼び集めた男性たちの血をしぼったものに違ちがいなかった。

「やめて……！」

　私は手足をばたばたさせて暴れた。すると、架々裏さんが口元を手で隠かくし、おかしそうにくすくすと笑う。

「蜘蛛くもの糸にかかった蝶のようだな。憐あわれで、とてもそそるものだ」

　私は、かっと頭に血を上らせた。抵てい抗こうすらまともにできないって笑われている。

「──緋宮！」

　後ろのほうから胡汀の声が聞こえ、私は必死に振り向いた。

　胡汀は私たちを見て、深い怒いかりをその目に宿した。

「他者に嬲られるのは好かぬと言ったのに」

　低く紡つむがれた声に、私は息をつめた。なにかおかしい。胡こ汀ていの瞳ひとみが、星ほし屑くずのような銀色に変わった気がする。

「胡汀……！」

　胡汀が無意識の仕草のように指で自分の頰に触ふれた。刺青いれずみのある側だ。

　私は暴れるのをやめ、その部分を凝ぎよう視しした。刺青がずるっと動き、目め尻じりから剝がれる。そして生き物のように肌はだの上を駆かけ、胡汀の指へと移動した。

　それは瞬またたく間のことだった。指にまとわりついた赤い刺青が質感を持ってどくんと脈打ち、木の根のように触しよく手しゆを広げ──化け物じみた大きな赤い弓に変わった。

　構えを取ると同時にすうっと青白い炎ほのおをまとう矢が現れる。

「胡汀!?」

　放たれた矢が、佐基さんの肩かたを貫つらぬいた。胡汀が、息継つぐ間もなく連続で矢をつがえる。

　架か々が裏りさんが血の雫しずくを浮かばせ、胡汀に向かって投げつけた。弓を離はなれた矢が血の雫を割り、私の脇わきをかすめて、架々裏さんの右胸に深く突き刺ささる。
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「おのれ……！」

　架々裏さんが身を揺ゆらした。杯の血がその動きに合わせて波打った。

「わ、わあっ！」

　腰に巻き付いている尾が緩ゆるみ、私は落下した。がたっと杯の縁ふちにぶつかり、床に転げ落ちる。い、痛い！　痛くて息が乱れる……！

　私はうめきながら顔を上げた。

　傀かい儡らいと化している佐基さんは、肩を貫かれても痛みをまったく感じていないように見えた。虚ろな眼まな差ざしを自分の肩から胡こ汀ていへと動かし、また呪術による生き物を召喚しようとしている。

　胡汀はそんな佐基さんに冷然と、再び狙いを定めた。

　──知らない人のようだった。

「胡汀、待って……待ってよ」

　優やさしさを拭ぬぐい去った鋭えい利りな表情は見み蕩とれるほど美しい。でも、そんな目の色は、胡汀じゃない。澄すんだ藍あい色いろだったのに。

　弓につがえられた矢は、佐基さんの心臓を狙っている。

　私は呼吸をとめて痛みを堪こらえ、走った。距離的に、胡汀よりも佐基さんを目指したほうが早い。もともと佐基さんに突とつ撃げきして攻こう撃げきの手をとめる計画だったんだもの。躊躇ためらうこともない。

　浅あさ沓ぐつが片方脱ぬげて転びそうになった。その、よろめく勢いも借りて佐基さんに飛びついた瞬しゆん間かん、ざくっと肉を破る音が響ひびいた。脳まで痺しびれるような痛みが広がる。

　目を落とすと、鎖さ骨こつの下あたりに矢や尻じりが生えていた。……違う、身体を貫かん通つうして、それで。

　意識が一瞬、ふっと落ちた。崩くずれる身体を誰だれかが支えた。

「佐基さ──」

「……緋ひ宮みや？」

　佐基さんが私を抱だきしめ、見つめていた。今目覚めたばかりのように、不思議そうな顔をしていた。そのきれいな目が、私の肩に生えている矢にとまる。

　神じん力りよくで作られたもののためか、青い輝かがやきをうっすら放つ矢は、すうっと溶とけるようにして消えてしまった。ほんのわずかだけ、息苦しさが消える。

「緋宮」

　あ、これ、いつもの癒いやし系な佐基さんの声こわ音ねに戻もどってる。嬉うれしくなって、えへ、と私は笑った。痛みのせいなのかよくわからないけど、ぶわっと涙なみだが浮かんだ。

「よかったあ……間に合った…」

　ずるっと佐基さんの腕うでから身体が落ちる。腰に力が入らない。

　佐基さんの不思議そうな顔が次第に驚きよう愕がくを映し、恐きよう怖ふの色までにじませた。

「緋宮っ!!」

　佐基さんが悲鳴を上げ、私を夢中で抱きかかえた。いたっ、痛いよ佐基さん。

「星神憑つきめ、よくも……！」

　架か々が裏りさんが片手で胸を押さえ、杯の縁に身を乗り出した。彼女自身が言っていたように、まだ取り入れた神力が身に馴な染じんでいないんだろう。反はん撃げきの術をすばやく紡げないでいる。

「こて……」

　佐基さんの腕のなかで、私は顔を胡こ汀ていのほうへ向けた。このささやかな動作でも、身がすくみ上がるくらいの痛みが全身に走る。胡汀は茫ぼう然ぜんと私を見ていた。魂たましいが砕くだかれてしまったみたいに、身じろぎもせず立ち尽つくしている。

　ここでへこたれていられない。架か々が裏りさんとの決着がついていないんだから。

「胡汀！」

　私は声を振ふり絞しぼった。頰ほおをはられたかのように胡汀がびくっと身を揺らし、それから架々裏さんに向けて弓を引き絞る。でも、さっきとは違って放たれた矢の輝きがひどく薄うすかった。

　架々裏さんのひと睨にらみで、矢は空中で弾はじけ飛んだ。

「男などに負けはせぬ。我にまつらう冥めい府ふの者よ、牙きばを剝むけ」

　杯から赤い血が溢あふれ出た。

「あ……!?」

　いや、杯の縁から地面にしたたり落ちた血が、次々と大おお蟻ありに姿を変えていく。

「こっちに来る……！」

「あれは冥府の蟲むしです。逃にげねば」

　佐基さんが私の身体を抱き上げ、心の乱れを必死に隠かくした硬かたい表情を見せた。

「早く逃げなさい！」

　そして胡汀にも声を投げつけ、壊こわれた丸窓の縁を越こえて、蠟ろう燭そくの燃える隣りん室しつに飛び込む。

　視線を巡めぐらすと、胡汀もちゃんと追ってきたのがわかって私はほっとした。とはいえ、安全からはほど遠い状じよう況きようだ。血の大蟻が群れをなしてやってくる。

　胡汀が化け物じみた弓を、一ひと抱かかえくらいの不死鳥めいた優美な鳥に変化させる。鳥は尾おをなびかせ、光の粒りゆう子しを舞まわせながら飛び上がると、突とつ進しんしてきた大蟻に炎を吹ふきかけた。

　でも、大蟻の群れは圧あつ倒とう的だった。壁かべや天てん井じようの隙すき間まからも這はい出してきて、あっという間に私たちを取り囲む。

「……緋宮」

　佐基さんが床ゆかに膝ひざをつき、丁てい寧ねいに私を降ろした。

「来てくださって嬉しかった。信じていただけぬかもしれませんが、私はあなたをお慕したいしていたのです」

「佐基さん？」

　別れの気配を感じ取り、じわりと不安が広がる。

　佐基さんが私の耳に唇くちびるを近づけた。小さな声が鼓こ膜まくにぶつかった。

「忘れないでください。私は妬ねたみのためだけに……彼らを認めなかったのではない。楽らく奪ばい月つきに、見たのです。あの伊織という男。取り憑かれた私とは違い、穢えの主ぬしどもを自在に操あやつって神しん門もんに忍しのび寄る悪あつ鬼きを払はらったのです」

　伊織さんが──なに？

「どうか、彼らに心を預けぬよう……裏切られぬよう。ああ、あなたを最後までお護りできないことが、本当に辛つらい」

　佐基さんが震ふるえる囁ささやき声を落とした。

　嘆なげく響きにさらに不安をかき立てられ、私は無意識に佐基さんの衣ころもを握にぎった。

「知夏様──愛いとしきまれびとの方に、幸あれ」

　柔やわらかい唇がこめかみに触れた。

　びっくりした瞬間、佐基さんが、まだどこかぼうっとしている胡こ汀ていに鋭するどく目を向けた。

「お護りせよ」

　一言短く告げ、名残なごり惜おしそうに私から身を離すと、佐基さんは火の消えていなかった蠟燭に手を伸のばした。

「穢え主ぬしどもよ、我が身をくれてやる」

　手のひらで、蓋ふたをするように蠟燭の火を包む。

　すると黒い炎がそこから一気に広がった。鉛なまりを溶かしたような質感を持つそれが疾しつ駆くの勢いで床を舐なめ、忍び寄ってきた血の大蟻たちを次々と吞のみ込んでいく。

　私は戦せん慄りつを覚えた。蠟燭を包む佐基さんの手に、火傷やけどに酷こく似じした水ぶくれがいくつも出始めている。

「佐基さん!?」

　叫さけぶと同時に、背後から胡汀に身体からだを抱き込まれた。強い腕に押さえられ、なにも見えなくなる。ただ、大気が大きく揺れるのがわかった。

「佐基さ……っ、胡汀放して!!」

　肩かたの痛みがひどくて、胡汀の腕から逃のがれることができない。

　佐基さんをとめないと！　この術は絶対よくない。私のなかの神力が、この黒い炎ほのおに穢けがれを感じている。蛇へび一族の長おさが生んだ炎より、もっと禍まが々まがしい。

「──佐基。我を見切ると？」

　ずるりと、なにかが這って近づく音が聞こえた。架か々が裏りさんの嗄しわがれた声も。今にも絶命しそうなくらい息が荒あらい。もしかするとこの黒炎が架々裏さんの神力を削けずっているのかもしれない。

「あと少し。時を稼かせげば、黄泉よみの力が定まるというに！」

「いいえ、なりません。ともに黄泉へ行きましょう。私たちは、償つぐなわねば」

　黒炎の狭はざ間まから、細い腕が伸びてくる。苦痛と憎にくしみを顔にはりつけた架々裏さんだ。乱れた長い髪かみを散らして。

「なにを償えと！　我らを貶おとしめたこの蒸む槻きに屈くつするのか。仇あだも討うたず、再びの犠ぎ牲せいになれと!!」

「架々裏様、蒸槻は……それでも美しい国です。陽ひ女め神がみのように」

「佐──!!」

　佐基さんの手から溢れる黒炎が勢いを増し、架か々が裏りさんの驚愕の声を途と中ちゆうでかき消した。私の身を抱かかえる胡こ汀ていの腕に、さらに力がこもる。

　ばりばりと硬かたい物が引きちぎられて飛んでいく音が聞こえる。衣の裾すそが強風にあおられてなびく。私は無理やり顔を上げ、彼女たちの姿を捜さがした。

　淀よどんだ黒い炎が佐基さんを中心にして旋せん風ぷうのように舞っていた。ワニの下半身を引きずる架々裏さんの腕を、佐基さんが強く摑つかむ。

「架々裏様、もうやめましょう」

「いいや、おまえの命を糧かてとしてでも諦あきらめぬ」

　架々裏さんは呪のろうように告げると、佐基さんの腕を逆に摑み返した。

「我が身をよく見よ。ここで果てるというのなら──なんのためにこうまで醜みにくく変わったのか」

「──架々裏様」

「化け物として死ねと!!　どれほど我を辱はずかしめる！」

　揺ゆらめく黒炎の隙間から、架々裏さんの尾が動く様子が見えた。佐基さんを刺さす気だ。さっき腹部を貫つらぬいたように。そこにまた血を注ぎ、佐基さんを人形のように操るのか。

　異形と化した自分と同じ運命を佐基さんにも辿たどらせるつもりなのかもしれない。

「やめて」

　私は小さく呟つぶやいた。架々裏さんの意図に気づいているはずなのに、佐基さんは動かない。

　架々裏さんのために身を捧ささげるつもりなんだ。私の緋ひ剣けんなのに。胸が痛む。架々裏さんも悲しい思いをしたんだろうか。私に緋ひ宮みやの座を奪われ……緋剣も奪われて。

　しゅっとサソリめいた鱗うろこの尾がしなった。

　私は胡汀の腕から飛び出し、猫ねこみたいにがつっと架々裏さんの上半身に抱きついた。

「──!?」

　架々裏さんが、啞あ然ぜんと私を見つめた。鱗に覆おおわれた鋭い尾は、佐基さんの胸に突つき刺さる寸前でとまっていた。

「架々裏さん、一いつ緒しよに帰ろう？」

　たくさん人を殺し、罪を犯おかした人だ。でもこの人は、心を麻ま痺ひさせてしまうくらい苦しんでいる。『緋宮』の定めからずっと逃れられずに。

「その身体、知り合いの神様たちに頼たのんで、治してもらう。無理って言われたら……ゆ、輸血です。私の血、あげます」

　時間をかけて、少しずつ血を入れ替かえたらどうだろう？　あ、血液型……この世界で今いま更さらか。

「ゆけつ……？」

　私を引き剝はがそうとしていた架々裏さんが、ふと怪け訝げんな顔をした。

「私、あなたを羨うらやましいって思ってたんです。きれいで強い人だって。今もそう思ってる」

　架か々が裏りさんは長い睫まつ毛げを揺らし、私を見つめた。

　なんだか不思議だった。ある意味、高たか嶺ねの花に近い人が、腕うでのなかにいる。

「身体がもとに戻もどるまで、ずっとそばにいます。治っても、そばにいる。私が守ります。もう傷ついたりしないようにずっとずっと一緒にいます。だってきっと……私たちって他ほかの誰だれより繫つながってる」

　架々裏さんも、どこか不思議そうな目をした。あ、今の表情、好きかも、と頰ほおが緩ゆるんだ。

　そのときだ。黒炎が魔ま物もののように咆ほう哮こうした。

　大おお蟻ありを吞み込んだせいで、意思めいたものを持ち始めているのかもしれなかった。

「あ!?」

　黒炎が架々裏さんの全身にまとわりつき、私の腕から引き剝がして攫さらう。

「だ、だめっ！」

　黒炎は、召しよう喚かん者である佐基さんにも狙ねらいを定めた。炎の舌を伸ばし、その身に幾いく重えにも絡からみ付く。

「佐基さん！」

　二人の身体を巻き込んで、黒炎は螺ら旋せんを描えがき、隣りん室しつへと移動した。

　架々裏さんが悲鳴を上げた。何人もの声が重なったような恐おそろしい響ひびきだった。

　私と胡こ汀ていは同時にはっと身を起こし、荒あれ果てている隣室へ近づいた。

　黒炎が、木き屑くずや籠かごの蓋の上に横よこ倒だおしとなっている血の杯さかずきのなかへ勢いよく吸い込まれていく。架々裏さんと佐基さんを道連れにして。

「待って、連れていかないで！」

　私は急いで二人を追った。杯のなかに吞み込まれてしまいそうな二人の手を、間かん一いつ髪ぱつのところで摑む。だけど肩に怪け我がを負っているため、手に力が入らない。

　陽ひ女め神がみ様とかその他の神々とか、もうなんでもいいから、お願い力を貸して！

「い、痛っ……！」

　二人分の体重が腕にかかり、顔が歪ゆがんだ。架々裏さんが目を見張って私を仰あおぐ。佐基さんは、意識を失っているようだった。

　杯は今や、黄泉の戸へと変わってしまったのか、波打つ黒い水みな面もを見せている。すでに二人の下半身は黒水のなかだ。私はがつっと杯の縁ふちに片足をかけて踏ふん張った。傾かたむいている木板の上に乗っているせいで体勢が安定せず、なおさら腕に負担がかかる。

　だめだ、支えられない！　ずるずると二人の手が離はなれていく。

「──知夏。黄泉で待つ」

　架々裏さんがふと微笑ほほえんだ。負け惜しみだったのか、私に助けられるなんて嫌いやだったのか。それとも、佐基さんを救うためだったのか。

「それまでは、黄泉の神々と遊んでいようか」

　咲さきこぼれるような、ひときわあでやかな微笑みだった。

　架か々が裏りさんは私の手を払はらった。途と端たん、渦うず巻まく杯の黒水が架々裏さんの身体を一息に吞のみ込んだ。

「架々裏さ……!?」

　口を開くと、手の力が緩む。私は奥歯を嚙かみ締しめ、両手で佐基さんの腕を引っ張った。それでも、黒水の吞み込もうとする力に負けてしまいそうになる。

「あ──」

　私の後ろから、腕が伸のびてきた。視線を上げ、胡こ汀ていの横顔を見つめる。刺青いれずみが目め尻じりに戻っていた。胡汀は力強く佐基さんの腕を摑むと、私に無言で「どけ」と合図した。私は慌あわてて場所を譲ゆずった。ぐったりしている佐基さんの身体からだを胡汀が杯のなかから引っ張り出す。

「佐基さん！」

　私は佐基さんを両りよう腕うでで抱え、木屑やらなんやらが飛散している床ゆかの上に座り込んだ。佐基さんの身体は、黒いへどろでぎとぎとになっていた。

「よかった、息してる……。胡汀はどこにも怪我はない？」

　私は胡汀の背中を凝ぎよう視しした。胡汀はそれに答えず、隼はや鉄てつの剣けんを取り出して勢いよく杯に叩たたき付けた。杯が獣けもののような断だん末まつ魔まの叫さけびを響かせ、砕くだけ散った。
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「──いつくし女め神がみ」

　放心して、杯の残ざん骸がいを見つめていたときだ。

　ばさりと、聞き覚えのある羽音が耳に届いた。

「椰や真まちゃん……？」

　空中に広がる羽。私の保護者の椰真ちゃんが姿を現し、さかさまに顔を覗のぞき込んできた。

「女神、無事か？」

「……うん」

　そう答えて、私の額にばさっと落ちた椰真ちゃんの髪かみを、摑んだときだ。

「ぬ、ぬう！　これ椰真、わしが落ちてしまうぞ」

　妙みようにおかしみのある慌てた声が響いた。今のって。

　椰真ちゃんがくるっと宙でもう一度回転し、私の横に降り立った。そして、両手で抱えているなにかを私のほうに差し出す。もぞりと丸みのあるものが動いたのが見えた。

「ワレ、久方ぶりよの」

「あっ、もしかしてぬまごえ様……!?」

　正気に返り、素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。椰真ちゃんの手のなかに、みずの様くらいにちんまりしたサイズのナマズがいる。

　私の視線を受けて、とぼけ顔のぬまごえ様が地面に飛び降り、ほよほよとひれを動かした。以前お会いしたときは極ごく大だいだったのに、臨機応変に体長を変えられるんですか。

「うぬ。みずののやつがな、自分は兎と神がみの治ち癒ゆにあたっているゆえ動けぬから、わしに行ってこいと。なんという神使いの荒あらさじゃ。本来の大きさでは緋ひ宮みやを困らせるだのなんだのと文句を垂れ、わしをかほどに小さくしおって……」

　ぬまごえ様が、髭ひげをしょんぼりさせた。私は微笑もうとして、失敗した。この沼ぬま神がみの眷けん属ぞくである、ときごえ様の最さい期ごが脳のう裏りに浮うかんだからだ。

「あの……ぬまごえ様」

「ふぬう。ワレがなにを言いたいのか、その情けない顔を見ればわかるわ。だがな、黙もくせよ。世には、どうにもならぬこととてある。心というのもそのひとつ。わしはワレを気に入っておるから、ここでどうか怨うらみを持たせぬでおくれ」

　切ない声こわ音ねに、私は項うな垂だれた。

「それを責めるために参ったのでもないからなあ。話はな、その女によ人にんのことじゃ」

「えっ、佐基さんですか？」

　私はぎゅっと佐基さんの身体を抱かかえた。

「うぬ。穢けがれを帯びすぎておるなあ。高き神じん力りよくが災わざわいしたか。女人の腹の奥に、穢え主ぬしどもの霊たまが潜ひそんでおるわ」

　私は必死に佐基さんを抱だきしめた。嫌な話の運び方に警けい戒かいが強まる。

「緋宮。女人を渡わたされよ」

「い、嫌です」

　条件反射で拒きよ絶ぜつしてしまった。ようやく仲直りできたのに、ここで手放したくなんかない。

「渡さずとも、その女人はもう長くは生きられぬ。腹が破れて、血を失いすぎておる。ほれぃ、緋宮も重傷じゃ。我がを張らずに」

「……嫌です！　わ、私が帰き鼓こ廷ていに連れ帰って、手当てしますもん！」

「帰鼓廷はその女人の戻もどりを認めぬだろうて」

　私は勢いよく首を振ふった。嫌だ、絶対に渡すもんか。架か々が裏りさんはきっと佐基さんを私に託たくしてくれた。だから、他の人に世話をまかせる気はまったくない。

　ぬまごえ様がぽりぽりと困ったように頰のあたりをヒレでかいた。

「……おお、悩なやましきことじゃの。そう泣かれるとなんとも……のう、護ご女じよよ。ここは堪こらえて、わしらに預けてみぬか」

「……」

「女人が穢主の穢れに負けた場合は、滅めつするより他にない。だがこの者、神気の質が護女によう似ておるゆえに、長き月日をゆけばもしや蒸む槻きを支える神と変生するかもしれぬ。どちらにしても遠き歳月を要し、人に戻ることは叶かなわぬが」

「でも……私の緋ひ剣けん…」

「うぬ。そう忘れずにおれば、よいではないか。なあ」

「でも」

「……緋宮。渡してやれ。このままでは醜しゆう悪あくたる死を迎むかえ、穢え主ぬしと成り果てる。それは、佐基も喜ばない」

　胡こ汀ていが私のそばに屈かがみ、ほら、というように腕うでを伸ばした。私はぬまごえ様たちを見回した。

「長い月日ってどのくらい？　一年とか…？　いつになったら佐基さんと会えますか？」

　ぬまごえ様が困った様子で自分の髭を引っ張った。

「もっと？　……五年くらい？」

「緋宮。渡しなさい」

「十年くらいかかる……？」

　ぬまごえ様が気まずそうに口をもにゅもにゅさせた。視界が涙なみだで覆おおわれた。

　もしかして、もっと？

「二十年とか……」

「緋宮。さあ」

「もっとなの？　二十五年？　三十年？　ねえ、どのくらいですか、ぬまごえ様」

　ぬまごえ様は髭を弄もてあそびながら、横を向いた。

「そ、そうだ。土つち老ろう人じんのお力を借りることはできませんか！　前に、白雨さんたちの毒を取り除けた！」

　畳たたみ掛かける勢いで言うと、ぬまごえ様は悲しそうに頭かぶりを振った。

「大神をみだりに動かしてはならぬよ。地が崩くずれてしまうでな。以前は新しん暦れきへの祝いとして慈じ悲ひをくれたのじゃろ。約定から外れた望みは叶えられぬ」

「……私のそばにいたら、佐基さんは治らないの？」

「ぬう」

「その……じゃあ、ぬまごえ様が預かってくださったあと、会いにいってもいい？」

　ぬまごえ様はとても困ったように私を見た。ダメなんだとわかった。

「……少しだけ待ってください！　なにか治ち療りよう方法があると思う。私、かなりの強運の持ち主なんですよ。だから絶対に助けてみせます」

　気を失っているけれど、私の腕のなかで安らかに息をしている。だからそう簡単に諦あきらめられるはずがなかった。ここで手を離はなせば──二度と会えなくなるっていうのに。

　私は力ずくでも奇き跡せきを起こしてやろうと思った。

　──子どもじみた、必死の決意だった。

「どんなことでもします。毎日お祈いのりして、穢れを寄せ付けないようにするから……、胡こ汀てい!?」

　高ぶる思いを吐はき出したときだ。胡汀がさっと私の腕から佐基さんを抱き上げた。それからすばやく椰や真まちゃんに渡す。

　椰真ちゃんは心得た様子で佐基さんを抱え直し、ふわっと宙に浮いた。

「あっ、やだ！　待って！　椰真ちゃん待って！」

　私はつかの間啞あ然ぜんとし、慌てて両腕を伸ばした。

「──早くゆけ」

　胡汀が私の言葉を遮さえぎるように命じた。

「……すまぬのう、護女。待ち望んだ華はな々ばなしき神しん花かを咲さかせる護女じゃ。この女人をそばにとどめれば、せっかくの新暦が途と絶だえてしまうかも知れぬ。その災いは避さけねばならぬ」

　ぬまごえ様がぴょんっと飛び跳はね、椰真ちゃんの髪にしがみついた。

「そ、そんな、ダメです、待って！」

　椰真ちゃんが切なげに私を見下ろし、大きな羽音を立てて、天てん井じよう近くまで舞まい上がった。

「椰真ちゃん!!」

　佐基さんを抱きかかえたまま、椰真ちゃんは姿を消した。

「あっ、ああっ、佐基さんが、胡汀、どうしよう！」

　私はよろめきながら立ち上がり、忙せわしなく周囲を見回した。

「佐基さんが……佐基さん！」

　名前を呼んでうろうろしていると、胡汀にそっととめられた。

「胡汀、お願い！　佐基さんを連れ戻したいの！」

　胡汀は私の髪に指をくぐらせ、ゆっくりと丁てい寧ねいに梳すいた。

　心の乱れも一いつ緒しよにときほぐすように。それから両手で私の頰ほおを包んだ。

　あたたかな手のひらだ。ひたひたと、全身にぬくもりがしみ込んでいく。

「緋宮。佐基はいつでも、心にいるだろう？」

　その言葉で、崩れ落ちそうになった。支えを求めて手を伸のばす。応こたえるように、胡汀が私の腰こしを引き寄せた。隙すき間まをなくすようにぎゅっと私を抱きしめる。

「胡汀……」

　小さく呼ぶと、胡汀は静かに身を離した。ふらつきそうな私の身体からだを、軽々と抱き上げる。そこでやっと、胡汀の眼まな差ざしにも深い傷があると気づいた。

　佐基さんを救えなくて、胡汀だって辛つらいんだ。

　私は胡汀の首に両りよう腕うでを巻き付けた。触ふれる肌はだは汗あせばんでいて、疲ひ労ろうと悲ひ嘆たんが満ちている。

「朝火たちのところへ行かねば」

　そう淡たん々たんと告げ、胡汀は蠟ろう燭そくの間の出口へ向かった。

　佐基さん。助けたかった、一緒にいたかった。傷つけた分、なんでもお願いきいちゃうんだから！　とか、そんなことを考えていたのにどうしてこうなるの。絶対に取り戻すって誓ちかったのに、これまでうまくいったことがある？　結局架か々が裏りさんだって、救えなかったじゃないか。いつも叶わない、いつだっていつだって間に合わない。なにもかも遅おそい。

「誰だれか、助けて」

　私は呟つぶやいた。胡こ汀ていが一いつ瞬しゆん、足をとめた。瞼まぶたが急に重くなり、意識が闇やみに落ちていく。怪け我がもしていたから、体力の限界だったのかもしれない。

　闇のなか、佐基さんと架々裏さんに手を伸ばす。二人は一度、振り向いた。でももっと暗いほうへと歩いていく。手が届かない。行かないで。追いつけないよ、お願い──。

　私はすうっと気を失った。







　五章







　目覚めたときには朝だった。

　馴な染じみのない部屋の様子に私は薄うすい恐きよう怖ふを覚え、飛び起きた。

「ここ、どこ……？」

　寝しん台だいを降りて数歩進んだところでめまいを起こし、へたり込む。私の動く気配を感じたのか、部屋の扉とびらが外側から開かれた。

「緋ひ宮みや！　寝ねていなさい」

「白雨さん」

　思わぬ人の姿に、私は驚おどろいた。長くきれいな白い髪かみ。シンプルな剣けん士し服。白雨さんがいるってことは、ここは帰き鼓こ廷てい内にある屋や敷しきなのか。それにしては、やけに質素な造りの部屋だ。板いた敷じきの床ゆかより十センチほど高い寝台と小しよう卓たく、長持がいくつか置かれているだけ。

「ここは帰鼓廷じゃない……？」

　彼女は返事をせず、私の背中に手を添そえ、寝台に戻もどしてくれた。

「あっ皆みなは？　佐基さんは、胡汀は？　それに、架々裏さんや朝火さんたちは」

「落ち着け。白さ湯ゆを持ってくるから、話はあとで」

　そう言って白雨さんは、私と視線を合わせることなく長い髪を翻ひるがえして部屋を出た。

　やきもきしながら待っていると、白雨さんのかわりに朝火さんが姿を見せにきた。彼の手には、白湯を載のせた小さな膳ぜんがある。

「朝火さん！」

「ご気分はどうか？」

　朝火さんは膳を小卓に置くと、私の上体をゆっくりと起こした。それから白湯の椀わんを取り、差し出す。

「白雨さんは？」

「ああ、伊織に呼ばれたと言って、俺に膳を押し付けて屋おく舎しやから出ていきましたが」

「そう……」

　裾すそをさばいて、小卓の横に敷しかれている円座に腰こし掛かけた朝火さんを、私は言葉なく見つめた。私や胡こ汀ていが架か々が裏りさんと向き合っているあいだ、彼らはずっと外にいたはずだ。負傷した剣士たちはどのくらいいるんだろう。被ひ害がいの程度を知りたい。

「混乱されているご様子だ。説明してあげますから」

「……うん」

「ここはまだ集落のなかです。緋宮はご自覚がないようだが、重傷なのですよ。血をずいぶん失っていますし、少なくとも数日は身体を動かすべきではない」

　私は自分の肩かたにぎこちなく触れた。衣ころもの下に、布が巻かれているのがわかる。あんまり痛みは感じず、重傷と言われてもピンとこない。

「薬で麻ま痺ひさせているのです。それに、緋宮だけでなく他ほかにも負傷者がおりますので。白骨の化け物どもは駆く逐ちくしましたし──胡汀から聞きましたが、集会所の内で架々裏も制したとのこと。とりあえずの危機は去ったので、こちらでしばしの休息をとります」

「あ……伊織さんや神巫かんなぎたちは」

「伊織は無事です。幸い死者は出ておりません。……しかし、彼は神じん力りよくを持たぬ者であったが。緋ひ剣けんとなって恐おそろしく強くなったようだ。彼の働きのおかげで被害を最小限に抑おさえることができたと言っていい」

　私は顔が強こわ張ばりそうになるのを必死に耐たえた。

　佐基さんが、なんて言っていただろう。穢えの主ぬしどもを自在に──。

「楽らく奪ばい月つき後は帰き鼓こ廷てい、回かい絽ろ廷ていともに忙いそがしくなり、国全体に目を配るのが難しい。死の集落については毎年のように報告を受けるため、取り調べはどうしても後手に回っていたのです。架々裏はそこを狙ねらったのでしょう」

　白湯を飲むよう視線で促うながしながら、朝火さんが説明した。

「帰鼓廷に要よう請せいをしましたので、数日後にはこの集落を清めるために神巫たちがもっと来るはずです」

「うん」

「鷲見の件ですが。さすがに白雨本人には隠かくし通せないだろうと思いましたので。緋宮が目覚める少し前に全ぜん貌ぼうを伝えました。だから、あいつの様子がおかしくとも、見み逃のがしてあげなさい。緋宮が宥なだめようとすれば、ああいうひねくれ者はなおさら憂うれいを深めます」

「……うん。白雨さんは、いつこっちに来たの？」

「未み不ふ嶺ねたちの到とう着ちやくから少し経たったころですね」

　おもむろに朝火さんが身を起こし、私のすぐそばに移動して、片かた膝ひざをついた。顔を至近距きよ離りで覗のぞかれるのが嫌いやで、私は俯うつむいた。

「佐基のことも、聞いております」

　探さぐる眼差しから逃れるため、横を向く。

「そう胸を痛めることはないでしょう。あれにとって最良の結果では」

　あんまりな冷たい物言いに私は腹を立て、朝火さんを睨にらみつけた。

「命を賭として緋宮をお護まもりしたのだ。そしてこうまでも緋宮に執しゆう着ちやくされている。緋剣として本ほん望もうでしょう。俺は羨うらやましくさえ思うが」

　私は頭が痛くなった。こんなひどい結果のどこに羨む要素があるんだろう。

「──なあ、緋宮。先代の緋剣のなかで、なぜ俺と佐基だけが生き残ったと思いますか？」

「……わかりません」

「神力にもっとも秀ひいでていたのは佐基です。架か々が裏りの不調をいちはやく察したはず。だが、見てみぬふりをした。優やさしさといえば聞こえはいいが、あれはひたすら恐れたのです。神力優すぐれし者ゆえに、幼きころより神や悪あつ鬼きを見ていた。怯おびえ続けたことでしょう。心を陰かげらせれば、取り憑つかれる。他の子らのように、日の下を走り回って笑う無む邪じや気きな暮らしは望めない。陽ひ女め神がみ……つまり緋宮とは、その恐れを拭ぬぐう道しるべだったのですよ。だから見捨てられぬよう、必死だったのです」

「朝火さんは……」

「緋剣三方の死に、疑問を持ち始めたところだったので。あなたが現れなければ、いずれ俺も殺されていたでしょうね。ただ後回しにされていただけです」

「どうして？」

「先代の緋剣のなかで唯ゆい一いつ、色いろ巳みの相手を断ったから」

　怪け訝げんな顔をする私を見て、朝火さんは楽しそうに唇くちびるをほころばせた。

　色巳って確か……と余計なことを思い出しそうになり、慌あわてた。

「その、緋剣の人たちっていつも緋宮を大事にしてくれるでしょう？　……今は私の剣だけど、本当は朝火さんもまだ、架々裏さんに」

　心の大部分を残しているんじゃないだろうか。そう尋たずねようとして、口ごもった。

　どんな言葉に換えても、やきもちを焼いているように聞こえる。

　私の顔色を読んで、朝火さんがにやついた。

「俺は『緋宮』がすべてなので。中身に興味などないのですよ」

「……そ、そうかあ」

　うん、そういう人だった。私は妙みように納なつ得とくした。

「架か々が裏りはとくに『緋宮』の任期中に我ら緋剣を裏切った。できれば俺が殺したかったが」

　悩なやんだ自分が虚むなしくなってきた。この人は明快だ。

「あなたは裏切ってはなりませんよ」

「は、はあ……」

　しかし朝火さんてばなんでそんな、はしゃいだ顔でじっと私を見るんだろうか。やっぱり複雑なＳ様だ。

「さて。我がいつくし女神は、佐基の喪そう失しつだけで心を痛めているのではない様子だ。他になにかありましたか。緋剣とは緋宮のためにあるものです。素す直なおに白状されるがよい」

「……私」

「はい」

「外の空気を吸いにいってもいい？」

「緋宮」

　朝火さんが露ろ骨こつに顔をしかめた。

「それと、胡こ汀ていと話があるんだ。どこにいるか知ってる？」

「……俺には話せぬと」

「個人的なことなの。でも、もしかしたら、あとで相談させてもらうかも。……いい？」

　不承不承という表情をされた。

「集落手前に小川があったでしょう？　先ほどはその付近にいたが。……ああ、歩くのはまだ無理だ。外に司し狼ろうを繫つないでいるので、それに乗りなさい」

　溜ため息いきまじりに言われたのち、身体からだを抱だき上げられた。腹いせのような乱暴な手つきだ。

「あなたはまこと胡汀がお好きなのですね」

　私は溜息を飲み込んだ。言い当てられて、胸に広がったのは気き恥はずかしさじゃなく、薄うす暗ぐらい不安だ。胡汀と話さなきゃいけない。

　架々裏さんが言っていた『星神憑き』という言葉について。
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　集落の屋舎を出て、朝火さんと一いつ緒しよに、司狼に揺ゆられることおよそ五分。

　小川を北へのぼったあたりに胡汀がいた。小さな滝たきがある場所で、集落の人たちはたぶんここを洗せん濯たくや憩いこいの場として使っていたに違ちがいなかった。

　水の溜たまっているところで顔を洗っていた胡こ汀ていが、私たちの訪おとずれに気づき、身を起こした。

「少し離はなれた場所で待っていますから」

　胡汀の近くにある岩石に私を座らせてくれたあと、不満顔の朝火さんがそう言って司狼を連れ、離れていく。

「……緋ひ宮みや、寝ねていなくては。なぜ出てきた」

　胡汀が素っ気なく言い、私の視線を避さけてもう一回顔を洗い始める。……襟えり元もと、濡ぬれている。今日は比ひ較かく的てきあたたかだけれど、季節は秋だ。濡れたままだと身体を壊こわす。

　私は岩石の端はしまで移動したのち、手を伸のばして胡汀の衣を引っ張った。

　胡汀がちょっと驚おどろいたように振ふり向く。私はショールがわりに引っ掛かけていた領巾ひれを差し出した。断ろうとするのはわかっていたので、目を吊つり上げて「緋宮命令です」と先制する。

　胡汀は軽く息を落として領巾を受け取ると、私が乗っている岩石に浅く腰こし掛かけ、顔や髪かみを拭い始めた。

　私は胡汀の横顔を真しん剣けんに眺ながめた。

　赤い刺青いれずみがもとに戻もどっている。あれは、夢だったんだろうか。皮ひ膚ふからはがれ落ち、化け物みたいな赤い弓に変わったのは。──そうだったらいいのに。

「あまり見るな」

　胡汀が鬱うつ屈くつした声で吐はき捨てた。かすかに眉み間けんに皺しわが寄っている。

　あれっと思った。胡汀は、私に対してひどく腹を立てているんじゃないだろうか。

「もう寝しん所じよに戻りなさい。朝火が向こうにいるんだろう。呼んでくる」

「胡汀」

　腰こしを上げて歩き出そうとした胡汀を呼び止める。

「どうして怒おこっているの？」

「怒る？」

　背を向けたまま聞き返された。怒いかりを苦く笑しようでごまかしている感じがした。

　私もなんだか意固地な気分になり、強めに胡汀の袖そでを引っ張った。嫌そうにだけど、一応振り向いてくれたので、話を続ける勇気が出た。

「なにを怒っているの」

　必要以上に尖とがった声にならないよう気をつけて、もう一度尋ねてみる。

「──傷の具合はどうなのか、緋宮」

　冷えきった目をする胡汀に、逆に質問を投げつけられてしまった。

　私は自分の肩かたに触ふれ、軽く首を振った。

「平気。薬が効いてて、痛みもないから」

「平気か？」

　ますます凍こごえる声に、私は不ふ審しんなものを抱いた。

「胡こ汀てい？」

「おまえは俺をなんだと思っている？」

　胡汀は濡れた髪をかきあげると、緩ゆるく腕うでを組んだ。洗ったばかりのため、頰ほおは瑞みず々みずしく、唇も優しく潤うるおっている。いつもだったら、ぼうっと見み蕩とれていただろう。

「おまえは平気か。だが俺はなにも平気じゃない。──慕したう娘むすめを救うために弓を引いた。なのにその娘は、相手のために命をはる。おまえ、なんてむごい娘だ。俺に殺させるつもりなのか！」

　後半の言葉はほとんど殴なぐりつけるような勢いだった。

　私は気け圧おされまいと、ぎゅっと太ふと腿ももの衣ころもを握にぎった。

「矢がおまえを打ち抜ぬいたとき、俺がどれほどおのれを呪のろったと。なのにおまえは平気な顔で、なにを怒っているのかなどと馬ば鹿かなことを訊きく！　だから阿あ呆ほ鳥どりだというんだ！」

　そこまで言うと、胡汀は怒りを必死に殺すように片手を腰にあて、眉間を指先で揉もんだ。

　本気で腹を立てているのがわかる。でも、私はどうしても、ごめんなさいって言えなかった。

「……胡汀」

「うるさい、しばらく放ほうっておけ。おまえのような阿呆鳥と付き合うにはよほどの覚かく悟ごが」

「星神憑きって、なに？」

　胡汀の身体から、急に怒ど気きが抜け落ちた。

　恐れを抱いだいているような、硬かたい表情を浮うかべて私を見やる。

「異国から来た星神……それが胡汀に憑ついているって、架か々が裏りさんが言ってた。その赤い刺青も、なに？　鉄てつ狩がり師しの位を示すものかなって勝手に思ってた。そうじゃないの？」

　私は本当に阿呆鳥なんだ。知らずにいたほうがいいこともきっとあるのに、問わずにはいられない。

「胡汀は……私を、好き？　それとも、陽ひ女め神がみ様を、好き？」

　胡汀がゆっくりと目を瞬しばたたかせた。

「私、よくわからない。架々裏さんが夢見したっていうの。星神憑きだから、『緋宮』の私を慕って当然なんだって！」

　こちらに伸ばされた手を、私は乱暴に押しのけた。

「でも胡汀は暴君様で口も悪くて、なのに本当は優やさしいから私のこと見捨てられなくて、それで！　拾ったもんは仕方ない、最後まで面めん倒どうを見てやるかあ、って思ってくれたんだと信じてるの！」

「──だったら、ずっとそう信じていればいい」

　嚙かみ締しめるように、胡汀が言った。私は絶望的な気分になった。ちっとも望む答えじゃない。

「胡汀は……緋宮が好き？」

　もしそうなら、『知夏』の気持ちはどうすればいいんだろう？

「私は緋宮としてここで生きていくけど、一人くらい！　知夏っていう馬鹿でアホで我が儘ままな人間を好きになってほしい。ううん、好きにならなくてもいいから、見ていてほしい。それが胡こ汀ていだったら、すっごく嬉うれしいって思ってた」

　色とりどりの宝石みたいにきれいなものが、心にたくさんつめこまれた日以来、ずっと胡汀にどきどきしていた。一緒にいるだけで頰が緩んでしまう。

　もし彼氏になったら……とかそんな他愛たわいない願望を持ったことも。

「そしたら夢が叶かなったみたいに、胡汀がずっと一緒にいろって言ってくれて、私舞まい上がりすぎて！」

　話しているうちに涙なみだが溢あふれてしまい、私は狼狽うろたえた。

『わたし』などいないのだと、朝火さんが言っていた。

　今のあなたが緋宮の身分なく、一人の女として、ただ愛されるとでも──。

　私は頭に響ひびくその声を打ち消そうと、何度も首を振った。胡汀は違うもの。人柱として犠ぎ牲せいになったお母さんの姿を私に重ねたから、他人が不自然に思うくらい過保護だったんだ。

　それだけだよ。他ほかに理由なんてない。

　遠とお凪なぎさんみたいに、まさか胡汀までもが太古の記き憶おくに囚とらわれているなんて！

「違ちがうよね!?　胡汀は、陽ひ女め神がみと関係なんか！」

　お願いお願いお願い！　違うって言って!!

「胡汀は、違……！」

　がつっと、傷のあるほうの肩を摑つかまれた。

　鋭するどい痛みが肩から全身に走り、私は引きつった悲鳴を上げた。薬で感覚を麻ま痺ひさせていたはずが、胡汀に触れられた瞬しゆん間かん、鋭えい敏びんになったようだった。

「──なぜ陽女神の末まつ裔えいが、よりによって俺のもとに降りてくる。近づかなければ……私は死ぬまで目覚めることなく、『人』のまま生きてゆけたのに。この、ばか娘のせいで台なしだ」

　胡汀、と私は口のなかで呟つぶやいた。

　濡れた前まえ髪がみの奥から覗のぞく瞳ひとみが、氷を砕くだいたような冷たい銀色に変わっていた。

「始まりの世でこの私を裏切り殺あやめておきながら──今こん生じようでは殺させるんだな？　ああ、まったく！　どれほど私を侮ぶ辱じよくすれば気がすむんだろう。なあ、陽ひの女神」

「あ、あ」

　噓うそだ。誰だれかお願い、噓だと言って。そんな話、私知らない。

「私の妻になるという誓ちかいは、噓だった。私は愚おろかしくも浮かれたのに。陽女神が妻になるという僥ぎよう倖こうに。だが」

　憎ぞう悪おの声が、私をがんじがらめにした。

「それほど嫌いやだった？　異国の醜みにくき男神と契ちぎるのは。けだものと手をとって逃にげるほうがまだましだと？　私はけだものより劣おとるのだろうか。答えて、陽女神」

　違ちがう胡汀じゃない、こんな目の色じゃない、いつでも優しい暴君様だもの、こんなの違う。

「私を騙だまし、領土まで根こそぎ略りやく奪だつし尽つくしたというのに、まだ足りない？　この世においても私を嘲あざけり、残ざん酷こくな目に遭あわせずにはいられないのか。なんて薄うす汚ぎたない神々のおわす国だろう！

　けれども。今の歴では、犠牲になる気はない──優しくしてあげようと思っていたのに、おまえが悪いよ、陽ひ女め神がみ。奪うばって、ひどく苦しめてやりたい」

　ぐっと肩を摑む手に力が入った。

「そうだな、まずは。二度と裏切らせないように、閉じ込めてもいい」

「や、やめて……、胡こ汀てい、お願い！」

　叫さけんだ瞬間、腕を取られ、なぎ倒たおすように岩から引き摺ずり落とされた。

　肩を、呼吸が乱れるくらいの痛みが襲おそう。

　──この人は胡汀じゃない。私の好きな人は、こんな乱暴なことしない……。
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　口と態度は悪いけど、小鳥を愛めでるようにいつも優しい手をしているんだもの。

　でもこの胡汀は、声こわ音ねは優しく穏おだやかなのに……ぞっとするほど悪意がある。

　地面に倒れた私の横に、胡汀が膝ひざをつく。

「先ほどの答えを教えてあげる」

　胡汀が、怖おぞ気け立つほど色っぽく微笑ほほえんだ。

「聞きなさい、いつくし女神」

「あっ、あ、あ」

「気の遠くなるほどの月日、おまえを憎にくみ──愛しているよ」

『知夏』への告白じゃなかった。憎悪も愛情も全部、陽ひ女め神がみへのものだった。

　心を貫つらぬかれ、私はふうっと目の前が暗くなった。

「そう、私が胸から血を流したのと同じくらいに、苦しむといいよ」

　私の襟えりをぐっと摑んで上体を起こさせ、岩に寄りかからせる。

「ひどい話だろう？　陽女神は歴のたびに力を弱め、神世の記憶も薄うすまっていく。けれど『俺』は、ひとたび目覚めれば神の記憶に吞のみ込まれる」

　俯うつむくことを許さず、私の髪かみを胡こ汀ていが摑んだ。様子が変だ。胡汀と星神は、別人格じゃなくてほとんど溶とけ合っているんじゃないか。

「緋ひ宮みやに近づけば、太古の怨うらみに狂くるわされる。だからいつの世でも『私』は力宿す鉄を手に取り、眠ねむりを守ってきたのに。なぜ私のもとに降りた？」

「胡汀、お願……、もとに戻っ…」

「いや、それでも。異界からきたか弱い娘だと思い、必死に封ふうじてきた。その、最後の情さえ嘲あざ笑わらう絢けん爛らんたる神気──さあ、『俺』の奥に潜ひそんでいた闇やみを叩たたき起こし、暴あばいたのだから、その身で責任を取ってくれないか？」

　痣あざを焼いた痕あとがあるほうの手を取られた。

「いっ、痛い！」

　なにかの術を使っているのか、痣部分を軽く指先でなぞられただけなのに、肉がえぐれ、血が溢れた。

「おまえ、他者に血をやるなどと言っていたな。俺がそれを許すと思うか。二度とばかなことを口にするな。ほら、こうして──仕置きをされるのは嫌だろう？」

　私をさらに苦しめるためなのか……口調だけは普ふ段だんの『胡汀』に戻もどっている。

「胡汀、やめて……、痛いっ」

　私はもがいた。すると胡汀は微笑み、裂さいた部分の肉をさらに抉えぐるように親指できつく押した。頭ががんがんするほど痛い。この目は嫌きらい、藍あい色いろの目が好きだ、だって優しい──。

「おまえの血はなんてあたたかい。陽女神よ、その高貴な血は俺だけが飲み干せる」

　胡汀が私の手首に口付けた。すると、魔ま法ほうのように手首の傷が塞ふさがれる。

「ああ、そうだ。新しん暦れきの緋宮は天てん祖そと異なり、俺に惹ひかれているのだった。傷つけがいもあるというもの。さて、次はどうしてやろうか」

　見たことのない冷れい酷こくな眼まな差ざしだった。きらきらしていた恋こい心ごころが、砕け散った気がした。

「や、いや……っ！　──いやっ!!　やだああ……！」

　私は血を吐はくほどに叫んだ。自分の髪を摑み、何度も何度も。

　違う、こんなの。私は知夏だもの、陽女神じゃない、ああ嫌だ、心がちぎれてしまう。

　──なんとなく気づいてはいたんだよ、胡汀ってば私が緋宮になってから態度がぎくしゃくすることが増えたじゃない。うんうんわかってた。私の世界だって、見知らぬ若い女が路上でぽつんとしてても誰も気にしない。ましてやなにからなにまで面めん倒どう見るなんて。普ふ通つう、ありえないよねえ？

　──でも、胡こ汀ていは特別なんだって思いたかったの。

　陽ひ女め神がみじゃなくて、知夏が好きになった人だから。

　今やっとわかった。佐基さんたちだけじゃなく。私はもっとも身近にいて、もっとも苦しんでいた人の心を、見み逃のがしてしまったんだ。

「う、うあっ、あ……」

　涙がとまらなかった。しゃくりあげた拍ひよう子しに喉のどがつまり、盛大に咳せき込む。

　胡汀はもう優やさしくしてくれない。背中をさすってくれない。「任期明け後もそばにいろ」っていう告白は、星神が陽女神を求めていたから？　ああどうしよう、私ここでなにやってるの。

「──緋宮!?　今の悲鳴は！」

　朝火さんの声がした。こっちに駆かけ寄ってきて、私たちを見比べる。すぐに私たちのあいだに割り込み、背に庇かばってくれるような片かた膝ひざ立ちの体勢で胡汀と睨にらみ合う。

「これはどういうことだ。なんの悲鳴だ」

「──おまえに、関係ない」

「関係がないだって？　緋宮になにをした！　なぜ悲鳴を上げさせた」

　ばたばたと他ほかの誰かが駆け寄ってくる音がした。

「緋宮！」

　伊織さんや白雨さんだった。私の悲鳴が集落にまで聞こえたのかもしれなかった。

「緋宮、なにがあった！」

　白雨さんが私に触ふれようとした。

「いやっ……いや！　お願い、みんな向こうにいって！　一人にして、誰だれともいたくない！　あっちへ行って!!」

「緋宮！」

「緋宮として命じる！　近寄らないで!!」

　私は両手で顔を覆おおい、叫んだ。

　緋宮、緋宮、緋宮！　秘ひめ事の女、神じん力りよくが衰おとろえたときには化け物のような神々にまたがって腰こしを振ふりご機き嫌げん取りをする女。どこまでも傷つけられる！

「緋宮──どうか！」

　緋ひ剣けんたちがその場に跪ひざまずく音が聞こえた。私はゆっくりと顔から手をおろした。

　ただ一人、胡汀だけが背を向けて去っていく。

「緋宮……胡汀を殺あやめますか？」

　目の前に片膝をついている朝火さんがぽつりとそう言った。

　伊織さんと白雨さんが、驚きよう愕がくの表情で朝火さんを見つめた。

「ご命令を。緋宮」

「……個人的な命令でも、聞くの？」

「むろん」

「どうして。緋宮の命令じゃないのに！」

　誰もかれもが緋宮のために存在する。

「いいえ。あなたという娘むすめが緋宮に目された。その口から発される言葉のすべてに、我らは命をかけるのです」

　朝火さんのきっぱりした宣言に、白雨さんたちが神しん妙みように頷うなずいた。

「この私が、ただ緋宮というだけでかしずくと思うのか。間ま抜ぬけめ」

「白雨、おまえというやつは、いつになったらその悪い口を……。緋宮、この女は気にせず。俺はあなたの剣けんとなるために来たのだから、どうか悲しまれずに」

　つんとしている白雨さんを叱しかって、伊織さんは切なげに微笑んだ。

　私はぼうっと三人を見つめた。

　──知夏を、緋宮って認めている。

「緋宮！　なぜ泣かれる！」

　伊織さんがおろおろし、私に手を伸のばそうとする。

　私は思わず笑ってしまった。ああ、ほんと、私の緋剣は皆みな、一ひと筋すじ縄なわじゃいかない。

　三人が顔を突つき合わせて、胡こ汀ていを狙ねらい撃うちにする相談をぼそぼそとし始めた。それがまた、おかしいくらいに真しん剣けんで、気き迫はくがこもっている。

　今はまだ、一人じゃ立ち上がれそうにない。

　でもきっと、三人の力を借りたら、頑がん張ばって歩き出せる気がした。
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　私は緋剣三人にがっちり監かん視しされながら、司し狼ろうに乗って集落に戻った。

　小川の手前に、所在なげに未み不ふ嶺ねさんが立っていて、私たちが戻ってきたのに気づくとほっと安あん堵どの顔を見せた。

　悲鳴が聞こえたんだろう。でも緋剣たちが走っていったから、ここにとどまったんだ。

　脳のう裏りをよぎる、架か々が裏りさんの声。──男王と契ちぎった結果、孕はらむとは。

　私は未不嶺さんの前に司狼を移動してもらった。

　地面に降りた瞬しゆん間かん、緋剣たちに針の目で見られたけれど、無視無視。

「未不嶺さん」

「……なにかあったのか？　おまえ、叫さけんでいただろう」

　私は未み不ふ嶺ねさんをじっと見上げた。

「なんだ？」

　未不嶺さんが視線の強さに怯ひるんだ様子で、顔をしかめた。

「未不嶺さんは……まだ、緋剣になりたい？」

　この質問に、彼だけじゃなくて緋剣たちも驚おどろきを示した。

「緋ひ宮みや、まさか！」

「なりません、この男は回かい絽ろ廷ていの犬だと言ったはずです」

　伊織さんと朝火さんが同時に牽けん制せいの声を上げた。

　そうだ。この人は、緋宮ではなく帝みかどのために緋剣の座を望んでいる。でも。

「なりたい？」

「……はい」

　私も、帝を──男王の司し義ぎさんを探さぐりたいの。

　そのために、この人を手に入れよう。架か々が裏りさんの言葉が真実なのか。なぜ妊にん娠しんすることができたのか。それを明かせば、太古の記き憶おくと神話にも近づける。

　神世から続く呪のろいと怨うらみ。解き明かせば、私や遠とお凪なぎさん、それに胡こ汀ていも──神々から解放されるんじゃないだろうか。伊織さんの強さの謎なぞも、気にかかる。

「これよりは、私のために血を流せ。私の命じるままに生きなさい」

　未不嶺さんが目を見開いた。

「緋宮！　どうかしている！」

　白雨さんが激しい怒いかりを見せた。他の緋剣も似たり寄ったりの顔をしている。

「わかりましたか？」

　未不嶺さんが傍はた目めにもわかるほど狼ろう狽ばいしながら、屈くつするように片膝をついた。

「あなたを私の緋剣とします」

　囁ささやくと、未不嶺さんがわずかに身を震ふるわせた。

　──佐基さん。

　ごめんなさい。あなたはこの先もずっと、私のなかで生き続ける。緋剣の座を譲ゆずることを、どうか許して。私が死んだとき、真っ先に会いにいくのは佐基さんです。

　見守っていてくれると嬉うれしい。必ず強い緋宮になる。人にも神にも負けないくらいの。

　これから、太古の神々が編み上げた深い闇やみに身を浸ひたす。

　どれだけ傷つくかわからないけど、私は自分の望みに向かって歩く。一番自分らしい方法で。

　私は微笑ほほえみ、目の前で跪いている未不嶺さんの髪かみを一ひと房ふさ、手に取った。

「私の剣。すべて、揃そろった」
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　夕日の刻。

　不ふ機き嫌げんな緋ひ剣けんたちがそばから離はなれた瞬間を見計らって、私は一人で再び滝たきのある場所へと向かった。徒歩だったので、到とう着ちやくする頃ころには額に冷や汗あせが噴ふき出すほど、肩かたの痛みが強くなった。無む茶ちやをしたのは、ここに胡こ汀ていがいるんじゃないかって思ったためだ。

「──胡汀」

　当たりだった。胡汀は私が朝方腰こし掛かけていた岩の近くにいる。

　一人遊びをしているかのように術を使い、不死鳥めいた鳥を何羽わも宙に舞まわせていた。

「胡汀」

　近づいて、大きめの声で呼んだのに振り向いてくれない。

　私は緊きん張ちようする胸をとんとんと叩たたき、真後ろまで接近した。

「……胡汀も、私と同じように、神の末まつ裔えいなんだね？」

　答えない背中を見つめて、声を振り絞しぼる。

「それで、私よりももっと、その星神の影えい響きようが強くて……」

　私は深呼吸ののち、えい、と両りよう腕うでを伸ばして胡汀の背中に抱だきついた。

　胡汀の身体からだが一いつ瞬しゆん、硬かたくなったのがわかった。

「本当のことを聞いたとき、すごく辛つらかった。胡汀は星神の影響で、私を好きになってくれただけなんだ。尋たずねるまで教えてくれなかったことも……自分が全然気づけなかったことも、死ぬほど悲しかった。だから」

　ぎゅー！　と腰こしに回していた腕に力を入れる。

「私、決めた。胡汀ごと……自分の心を取り戻もどしてみせるんだから！」

「──」

　胡汀が振ふり向こうとするのがわかった。私は背中に顔を押し当てた。待って待って、あの銀色の瞳ひとみを見る勇気、作るから。あと一分くらいの猶ゆう予よがほしい！

　ここに来るまでに、気づいたことがある。

　胡汀は確かに、陽ひ女め神がみの力に引き寄せられて熱心に私の世話をしてくれたのかもしれない。でも拾ってくれたときはまだきっと、私が緋宮になるなんてはっきりとわからなかったはずだ。

　どころか架か々が裏りさんに捕つかまるまで、私を緋剣となる人間だと勘かん違ちがいしていたじゃないか。さっき、「星神の眠ねむりを守ってきた。必死に封ふうじようとした」って言っていたし。

　だから、異国の星神としてじゃなくて──胡汀自身として『知夏』を見てくれたんだ！

　そのあいだにくれた親切は本物だ。

　そして私は、そういうバイオレンスな優やさしさにめろめろになったんだ。

　もちろん、胡こ汀ていが私に惹ひかれたのは、『緋宮』とわかってからだろう。決定的になったのは、遠凪さんとのあの一戦だ。

　でも、それがなんだっていうの。手軽な恋こいなんて、あるはずない！

「わ、私の魅み力りよくで、これからめいっぱい好きになってもらう！　陽ひ女め神がみ様が吹き飛ぶくらい、私にめろめろになるんですからね！」

　ちょ、ちょっとなんでこの背中、脱だつ力りよくしそうになってるの！

「胡汀が嫌いやがっても、私は陽女神としてじゃなく、知夏のままで神話の謎をほどく。神世の陽女神になにが起きたのか。星神様とどういう関かかわりがあったのか。隠かくしたって無む駄だですよ、私、やり遂とげる」

　私のなかの陽女神は、自分が誰だれかから『裏切られた』って感じてる。

　でも胡汀のなかの星神は、陽女神が『裏切った』って思っている。どういうことなのか。

　全部きれいに解明して、最後に。星神から胡汀を奪うばってみせるんだ！

「私のこと、傷つけたければそうしてください。……と、時々手加減アリで！　もともと蒸む槻きの人たちから好かれていなかったし、拒きよ絶ぜつにも慣れてるし、平気。最初からなんでもうまくいくはずないもの」

「傷つけてもいいって？」

　しつこく腰に腕を回していると、胡汀がふいに聞き返した。前を向いたまま、私の両手をぐいっと引っ張る。そうすれば当然、私の顔というか全身が胡汀の背中に、さらにぶつかることになる。もっと抱きつけって言っているみたいだ、と変なことを考えてしまった。

「おまえに触ふれるたび、俺は神世の呪のろわしき記憶を増やしていく。そして知夏が減って──陽女神で埋うめられていく」

　今の言葉、星神じゃなくて胡汀だよね？　目が潤うるみそうになるのを堪こらえ、私は胡汀の背中にこっそり口付けた。……いや、もともと顔面押し当てている状態だけど。

「それでも、俺を手に入れるって？」

「うん」

「ばかげた話だ。俺が……理由なく、おまえのような阿あ呆ほ鳥どりを愛することなどあるだろうか？」

　あ……阿呆鳥って呼んだ！

「陽女神へのこの憎にくしみを払はらえると？　『星神』が抱かかえる恋れん慕ぼ以上の思いを与あたえてくれるのか。ではそれが叶かなわぬときは──俺はきっとおまえを八つ裂ざきにする」

　胡汀は私と指を絡からめ、強く握にぎった。

「おまえの命を食くらい、そうして荒あら神がみと果てようか。二度と転生せずにすむように」

　私には十分『胡汀』の告白に聞こえた。物ぶつ騒そうで、甘かった。

「緋宮。『私』の話を聞きたい？　星神とはどういう者か」

　胡汀が口調を変えた。きっと銀色の目をしているんじゃないか。

「……今はいい。自分で答えを探す」

　だからもう少しそばにいてほしい、って思った。

　胡汀が私の手を持ち上げた。指先に触れる、あたたかくてわずかに湿しめった感かん触しよく。

　とてもどきどきした。指先への口づけは、懲こりずに泣きたくなるほど胸を締しめ付ける。

　静かに、夜の時刻が訪おとずれた。







　あとがき







　こんにちは、糸森環です。お元気ですか。

　花神遊戯伝、四冊目となりました。まだまだ主人公たちは波乱の中です。楽しんでいただけましたら嬉うれしいです。

　担当者様には今回も大感謝です。丁てい寧ねいにご指導くださり、いつも気持ちよく書かせてくださって本当にありがとうございます。これからもどうぞよろしくお願い致いたします。

　編集部の皆みな様さまやデザイナーさんも、お世話になっております。

　鳴なる海みゆき様、毎回イラストをいただくときが楽しみでなりません。カラーも素す敵てきですが、挿さし絵えにも胸躍おどります。物語を表情豊かに広げてくださって、ありがとうございます。

　本書出版にあたり、ご尽じん力りよくくださった方々や家族にもたくさん感謝を。

　読者様。読んでくださるとき、少しでもわくわくしていただけましたらこんなに嬉しいことはありません。それでは、またお会いできる日まで。
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